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1 地域から考える国づくり 

 

はじめに 
〜下河辺淳アーカイヴス レポートについて〜 

 
  ⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構 想 研 究 所 は 、 2008[平 成 20]年 1⽉ に 「 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ
ス」を 開 設いた し ました 。 このア ー カイヴ ス は、戦 後 の国⼟ 計 画⾏政 に おいて中⼼的
な役割 を 担った 下 河辺淳 ⽒ の約60年 にわた る 諸活動 の 記録で あ り、また ⽇ 本における
戦後史 の ⼀端を 垣 間⾒る こ とがで き る貴重 な 資料群 で もあり ま す。ま た 下河辺⽒が別
途保管 し ていた 戦 後の国 ⼟ 計画に 関 連する 資 料群に つ いては、2013[平成25]年6⽉に、
新たに 「 戦後国 ⼟ 計画関 連 資料ア ー カイヴ ス 」とし て 開設い た しまし た 。 
 “時代のプ ランナ ー”とも称 さ れた下 河 辺⽒の こ うした 資 料につ い て、多く の 皆様にご
活⽤い た だき、さ ら にこの ア ーカイ ヴ スを充 実 させる た め、2009[平成21]年 にアーカ
イヴス ・ レポー ト を発刊 い たしま し た。ア ー カイヴ ス ・レポ ー トでは 、 所蔵資料を基
に 毎 号 タ イ ム リ ー な テ ー マ を 設 定 し 、 テ ー マ に 沿 っ た 特 徴 的 な 下 河 辺 ⽒ の 著 作 物 を
「Key Information」 で取り 上 げてい ま す。  
 
 本号 は 、「地 域 から考 え る国づ く り」と 題 して⼀ 冊 にまと め ました 。 ⼀般社団法⼈
地域問 題 研究所 理 事⻑の ⻘ ⼭公三 ⽒ には地 域 から発 想 し全体 を 考える 下 河辺イズム、
琉球⼤ 学・早稲⽥ ⼤ 学名誉 教 授の江 上 能義⽒ に は復帰50周年を 迎 えた沖 縄 の歴史と未
来展望、NPOフォーラ ム⾃治 研 究理事 ⻑ の嶋津 隆 ⽂⽒に は 下河辺DNAを受け 継 いで活
動する 地 域シン ク タンク 、 下河辺 ⽒ の著書 『 戦後国 ⼟ 計画へ の 証⾔』 で インタビュア
ーも務 め たさせ ぼ ⼭⼿研 究 会理事 ⻑ の檜槇 貢 ⽒には 佐 世保に お ける国 ⼟ 政策論、をそ
れぞれ 寄 稿いた だ きまし た 。 
 また 、 ⼤分県 湯 布院町 で ⻑年ま ち づくり に かかわ っ てこら れ た中⾕ 健 太郎⽒には、
上流⽂ 化 圏や阿 蘇 地域で の 取り組 み と下河 辺 ⽒との 思 い出を 綴 ってい た だきました。 
  本レポ ートを 、 皆様の 研 究活動 等 の⼀助 と してご 活 ⽤いた だ ければ 幸 いです 。  
 
  2022[令和4]年6⽉  
 

      ⼀般財 団 法⼈⽇ 本 開発構 想 研究所  
       「下河 辺 淳アー カ イヴス 」  

 
    ⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構 想 研 究 所 は 、 く に づ く り か ら 、 ま ち づ く り 、 ひ と づ

く り ま で 、 活 ⼒ に 満 ち た 明 ⽇ の 社 会 の 形 成 に 役 ⽴ つ 学 際 的 な 研 究 調 査 を 、⼈ と
⼈との ふ れ合い を ⼤切に、地 道に進 め るために 1972［昭和 47］年 7 ⽉に設⽴ さ
れた研 究 機関で す 。 

そ の た め 、 多 彩 な 研 究 者 か ら な る 内 部 ス タ ッ フ を 擁 し 、 必 要 に 応 じ て 外 部専
⾨ 家 の 協 ⼒ を 得 つ つ 総 合 的 か つ 実 践 的 な 研 究 を ⾏ う シ ン ク タ ン ク と し て の歩 み
を進め て います 。  
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地域の⼒・地域の発想が国づくりに⽣きる 
 

⻘⼭公三（⼀般社団法⼈地域問題研究所理事⻑／京都府⽴⼤学名誉教授） 
 
はじめに 

下河辺 先 ⽣との 関 わりは 、 私の⼈ ⽣ の中で も さまざ ま な重要 な 場⾯が あ った。本稿
ではこ の 重要な 場 ⾯のそ れ ぞれが 本 稿のタ イ トルに も ⼤きく 関 係して い るので、これ
に沿っ て 書き進 め ていき た い。  

①  流域⽣ 活 圏・流 域 圏の発 想 （1970年代前半 ）  
②  総合研 究 開発機 構 （NIRA）の国際 化 戦略（1980年代）  
③  地⽅シ ン クタン ク 協議会 の 活動（1985年）  
④  地域問 題 研究所 の 創⽴10周 年・20周 年記念 講 演（1980年・90年 ） 
⑤  阪神淡 路 ⼤震災 後 の復興 委 員会主 催 の国際 シ ンポジ ウ ム（1995年）  

 

流域⽣活圏・流域圏の発想（1970年度代前半） 
私は1976[昭和51]年 に東京 の 都市計 画 コンサ ル タント 会 社を辞 し て、名古 屋の社団

法⼈地 域 問題研 究 所（以 下 ：地問 研 ）に⼊ 所 した。 そ こで私 を 待ち構 え ていたのは、
当時の 総 合研究 開 発機構（以 下NIRA）から地 問 研が初 め て助成 を 受けて 実 施していた
「上流 域 ⼭村の 研 究」を 進 めるこ と であっ た 。  

下河辺 先 ⽣は、 当 時、国 ⼟ 庁の局 ⻑ だった の で、こ の 研究と は 直接関 わ りがあるわ
けでは な いが、 下 河辺淳 ア ーカイ ヴ スの中 に 、先⽣ ⾃ ら流域 ⽣ 活圏・ 流 域圏について
原稿を 書 いてお ら れるこ と と間接 的 には関 係 がある の で、そ の ことを 紹 介した い 。  

「上流 域 ⼭村の 研 究」は1976[昭和51]年であ っ たが 、そ の5年前の1971[昭和46]年に
「⽮作 川 流域開 発 研究会」（ 以下：⽮ 流研 ）が 発⾜し 、同年開 催 された 第1回シン ポ ジ
ウムに お いて、 先 ⽣は「 国 ⼟計画 と ⽮作川 流 域の将 来 性」と い うテー マ で基調講演を
さ れ た 1)。 ⽮ 作 川 は 愛 知 県 の 中 央 部 を 流 れ る 河 川 で あ る が 、 当 時 流 域 ⾃ 治 体26市 町 村
（うち 岐 ⾩県・⻑野 県の7町村 はオブ ザ ーバー ）と 地域の 学 者や専 ⾨ 家たち が 参加して
「⽮流 研 」が結 成 され、 流 域圏と か 流域⽣ 活 圏とい う 議論が 始 まった 。 当時の「⽮流
研」を 主 導され た 伊藤郷 平 先⽣の 論 ⽂「流 域 定住圏 ― ⽮作川 流 域開発 研 究会の歩みと
その軌 跡 」 2） を読 むと、そ れまで 地 理学会 で も「流域 圏」とい う発想 は なかっ た と書
かれて い るので 、 この頃 に 「流域 」 から地 域 を考え る という こ とが始 ま って、それが
1977[昭和52]年の第 三次全 国 総合開 発 計画（ 三全 総）に も繋 がって い ったと 思 われる。 

当時の 「 ⽮流研 」 の専⾨ 家 メンバ ー に、中 ⽇ 新聞の ⾜ ⽴省三 ⽒ がおら れ た。彼は下
河辺先 ⽣ を新聞 社 のヘリ に 乗せ、 ⽮ 作川流 域 の上流 か ら下流 ま でを案 内 した。その頃
先⽣は 経 済企画 庁 総合開 発 局参事 官 であっ た が、翌年 総合開 発 局⻑、1974[昭和49]年
には国 ⼟ 庁の発 ⾜ に伴い 、 計画調 整 局局⻑ と なり、 三 全総を ⼿ 掛けら れ たのである。  

⾜⽴⽒ は 、⽮ 流研 の発⾜ と 同じく1971[昭和46]年に設 ⽴ された 地 問研の 理 事でもあ
った。 同 ⽒の主 導 で進め ら れてい た 「上流 域 ⼭村の 研 究」は 、 天⻯川 の 中流域（豊川
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の上流 域 でもあ る）に当た る、愛知、静岡 、⻑野 の3県境地 帯（ 三遠南 信 地域）にあ る
14カ町村 の実態 を つぶさ に 調べ、流 域 という 視 点で疲 弊 した上 流 域⼭村 の 振興をいか
に図っ て いくべ き かを検 討 する研 究 であっ た 。⾜⽴ ⽒ はこの 上 流域⼭ 村 の研究会で、
しきり に 流域圏 と か流域 ⽣ 活圏と い ったキ ー ワード を 発して い て、⽮ 作 川とは別に、
天⻯川 ・ 豊川流 域 での都 市 と農⼭ 村 が連携 し た地域 振 興を進 め ていく 枠 組みを構築す
ること を 念頭に 置 いてい た と思わ れ る。  

「上流 域 ⼭村の 研 究」はそ ん な意図 を もって 進 められ た が、単な る 調査・研 究 という
よりは 、 運動論 的 に流域 圏 の上流 と 下流を つ なぐ活 動 を進め て きた記 憶 がある。私は
その真 っ ただ中 に ⼊って14カ町村 全 てを歩 き 回り、調 査 に参加 す る機会 を 得たのであ
る。後 か ら考え て みると 、 我々が こ の研究 を 実施し て いる時 に 、当時 発 ⾜したばかり
の国⼟ 庁 は、「流 域 圏」「流 域 ⽣活圏 」 という 地 域開発 の 枠組み を 国⼟計 画 の中に取り
込んで い たので あ る。と もあ れ、「上 流 域⼭村 の 研究」を担 当した お 蔭で、三全 総が「流
域圏」「 流 域⽣活 圏」を重要 な 計画の 枠 組みと し て提⽰ し たこと が 腑に落 ち た感がある。 

ただ、 下 河辺先 ⽣ は、ア ー カイヴ ス の中で も 、ご⾃ ⾝ が流域 圏 ・流域 ⽣ 活圏で国⼟
全 体 の 計 画 を 考 え る の に は 少 し 無 理 が あ っ た か も し れ な い と 書 か れ て い る 3）。 し か し
私は 、⽣活 の基本 で ある「⽔ 」と「 ⽔に育 まれた 資 源・環境」「流 域の⽔ 害から の 安⼼・
安全」 に 関して は 間違い な く流域 内 で取り 組 むべき 課 題であ り 、地域 の 課題の積み上
げが国 の 計画に つ ながる と 確信し て いる。  

 

総合研究開発機構（NIRA）の国際化戦略と地域社会の国際化 
下河辺 先 ⽣は1979[昭和54]年 にNIRAの 理事⻑ に 就任さ れ、1991[平成3]年に退 任 さ

れるま で の12年間 、私が在 籍 した地 問 研も多 く の場⾯ で 関わり を 持たせ て いただ いた。 

そ の ひ と つ は 、 NIRAが 国 際 的 な シ ン ク タ ン ク と し て グ ロ ー バ ル な 情 報 を 蓄 積 ・ 整
理し、 ⾃ ら国際 化 してい く ことで あ った。 同 時に、 地 域のシ ン クタン ク の国際化を進
めるプ ロ ジェク ト も推進 し たこと で ある。 当 時、地 問 研の若 ⼿ 研究員 で あった私は、
NIRAが 中 ⼼ と な っ て 地 球 規 模 で ⾏ わ れ た 世 界 各 地 域 の 地 域 課 題 を 調 査 ・ 研 究 す る 国
際調査 に も参加 さ せてい た だいた 。  

もうひ と つは、1980[昭和55]年から2年 間かけ て、中部地 域 のシン ク タンク4社 と協
働して 「 地域社 会 の国際 化 」の調 査 を進め た ことで あ る。こ れ は、地 域 のシンクタン
以下ク 同 ⼠が協 働 で研究 プ ロジェ ク トを進 め るとい う 初めて の 試みで あ った。今ほど
インタ ー ネット の ホーム ペ ージな ど が充実 し ていた 時 代では な かった の で、同じ地域
で団体 名 は知っ て いても 実 際にや っ ている こ とはお 互 いにほ と んど知 ら なかっ た。「地
域社会 の 国際化 」 という 研 究の内 容 も重要 で あった が 、それ 以 上に、 実 質的な協働研
究によ っ て研究 機 関同⼠ の 連携が で きたこ と は⼤き な 成果で あ った。  

2つ の 調 査 を 通 じ て 、 地 ⽅ の ⼩ さ な シ ン ク タ ン ク に も 海 外 に ⽬ を 向 け る こ と が で き
たとい う 点で、重要 な意味 を 持って い たと思 う。後述す る が、下 河辺 先⽣に は1980[昭
和 55]年 と 1990[平 成 2]年 の 2回 、 地 問 研 の 10周 年 記 念 、 20周 年 記 念 の シ ン ポ ジ ウ ム で
ご 講 演 を い た だ い た 。 20周 年 の 記 念 講 演 で 先 ⽣ は 地 ⽅ と い え ど も 「 歴 史 観 と 世 界 観 」
が必要 と おっし ゃ ってお ら れた。  
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地⽅シンクタンク協議会の設⽴（1985年） 
1985[昭 和 60]年 に NIRAの 肝 い り で 、 地 ⽅

シンク タ ンク協 議 会（以 下 協議会 ） が設⽴さ
れた。 地 問研も 幹 事団体 と して役 割 を果たす
ことが で きた。 下 河辺先 ⽣ は、常 々 「地⽅が
元気に な らなけ れ ば⽇本 の 未来は な い。地⽅
が元気 に なるに は 、地⽅ シ ンクタ ン クの役割
が⼤き い 」とい わ れてお り 、その た めの協議
会発⾜ で もあっ た 。  

東 京 圏 の シ ン ク タ ン ク を 除 く と い う 条 件 で 設 ⽴ さ れ 、 沖 縄 や 北 海 道 、 秋 ⽥ 、 仙 台 、
広島な ど 、各地 で 研究会 を 開き交 流 を深め た 。それ ぞ れが抱 え る地域 課 題についての
テーマ は もちろ ん である が 、運営 ・ 経営・ ⼈ 材育成 等 の問題 も 含めて 議 論する場が⽤
意され て いて、 地 ⽅のシ ン クタン ク にとっ て は⼤変 役 に⽴つ 試 みであ っ た。この交流
会は現 在 も続い て いるが 、こ こ2年間は コロナ の ために 、オ ンライ ン で実施 さ れてい る。 

設 ⽴ 後 は 、 協 議 会 に 加 盟 し て い る シ ン ク タ ン ク の み が 受 託 で き る NIRAの 特 別 助 成
研究も ⽤ 意され 、 協議会 メ ンバー へ の研究 資 ⾦⽀援 も ⾏われ て きた。 こ れは地⽅シン
クタン ク の調査 ・ 研究能 ⼒ を向上 さ せるた め に⼤い に 役に⽴ っ たと確 信 してい る 。  

ただ、国 の地⽅ 創 ⽣事業 に 関して 、2018[平成30]年の調 査 4） では、地 ⽅創⽣ 関 連調
査の受 注 額、受 注件 数とも に、東京都 に 本社を 持 つシン ク タンク が 受注⾦ 額 では53％、
件数で も54％を占め ていた の には少 し 落胆さ せ られた 。  

 

地域問題研究所の創⽴10周年・20周年記念シンポジウム記念講演（1980年・1990年） 
下河辺 先 ⽣には、ち ょうどNIRAの理事⻑ 時代の1980[昭和55]年と1990[平成2]年に

地問研 の 設⽴10周年、20周年の記 念 シンポ ジ ウムの 基 調講演 を お願い し た。  

10周 年 の 時 に は 三 全 総 が 出 さ れ た 直 後 と い う こ と も あ り 、「80年 代 の 地 域 問 題 」 と
して流 域 圏のと ら え⽅と 、 これか ら の⽇本 の 課題を お 話しい た だいた 。 三全総が出さ
れて「 地 ⽅の時 代 」とい う ⾔葉が 頻 繁に使 わ れるよ う になっ た が、何 も しなくても地
⽅が良 く なるわ け はなく 、 むしろ 地 ⽅が課 せ られた 課 題は⼤ き いと指 摘 された。過疎
過密の 問 題や、社会 構造も ⼈ ⽣50年時 代から ⼈ ⽣80年の 地域社 会 へと変 貌 してい くこ
とをど う とらえ て いくか 、 そして そ うした 課 題を担 う 地域リ ー ダーの ⼈ 材育成や教育
の必要 性 を強調 さ れてい た 。  

今、振り 返えれ ば 、先 ⽣が 指摘さ れ た通り に 世の中 は 動いて し まい 、当 時「 地⽅の
時代」 に 浮かれ て 何もし て こなか っ たツケ が その後 回 ってき て しまっ た 感があ る 。  

20周 年 の 時 に は 、「 世 界 を 拓 く 地 域 の 決 断 」 と い う タ イ ト ル で 記 念 講 演 を お 願 い し
た。地 ⽅ のシン ク タンク が 世界を 意 識し、 世 界の⾏ く 末を考 え ながら 地 域を考える必
要性が あ ると強 く おっし ゃ ってお ら れた。1980年代の中 ごろか ら 世界の ⼤ 国が⼤きく
変わろ う として い た。そう し た動き が21世紀に向 けて、必 ず 地域に も ⼤きな 影 響をも
たらす の で、地域 の 将来の こ とを考 え るのに、地 域だけ を ⾒てい た のでは ⽚ ⼿落ちで、
「地域 と 個⼈の 国 際化」 が 必要だ と ⾔われ た 。また 、 地域を 活 性化さ せ るには、その
地域を 構 成する「細 胞（市 町村・地域 コミ ュニテ ィ）」１つ ひと つが活 性 化され な けれ

 
地 方 シ ン ク タ ン ク 協 議 会 特 別 シ ン ポ ジ ウ ム  

「 国 際 化 と 地 域 社 会 」 に て （ 1988年 6月 17日 ）  
＜ 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 ＞  



 

下河辺淳アーカイヴス Archives Report Vol.18 

6 地域から考える国づくり 

ば、地 域 の活性 化 はなし 得 ない。 そ の細胞 を 活性化 さ せる⼤ き な役割 を 担っているの
がシン ク タンク で あると も おっし ゃ ってい た だいた 。  

本稿の 表 題を「地 域の⼒・地域の 発 想が国 づ くりに ⽣ きる 」と したが 、地域と いう
細胞の 活 性化な く して、豊か で強靭 な 国づく り はでき な いとい う ⽰唆に 深 く感動した。 
 

阪神淡路⼤震災後の復興委員会主催の国際シンポジウム（1995年） 
こ う し た 先 ⽣ の 話 に 触 発 さ れ た と も ⾔ え る が 、 私 は 地 問 研 の20周 年 事 業 を 終 え て2

年 後 に 地 問 研 を 辞 し て 、 ニ ュ ー ヨ ー ク に 居 を 移 す こ と に し た 。 ニ ュ ー ヨ ー ク で は IPA

（ Institute of Public Administration: ニュー ヨ ーク⾏ 政 研究所 ） に当初 は インター
ンとし て 参加し 、 その後 上 席研究 員 として 全 ⽶各地 の 調査に ⾶ び回っ た 。  

IPAは 、1923[⼤ 正12]年 に 関 東 ⼤ 震 災 が 発 ⽣ し た 際 、 当 時 の 所 ⻑ （ チ ャ ー ル ズ ・ ビ
アード 博 ⼠）が、後 藤新平 東 京市⻑ に 災害復 興 の提案 を ⾏った こ とでも 知 られている。
そ の よ う な 過 去 を 持 つ IPAで は 、 関 ⻄ 財 界 が ス ポ ン サ ー と な っ て 1995[平 成 7]年6⽉ に
国際調 査 団 (⽶・英・シンガ ポ ール・ス ウ ェーデ ン・韓国 )を組 織し、神 ⼾ に6⼈の専⾨
家を派 遣 するこ と になっ た 。  

下 河 辺 先 ⽣ が 委 員 ⻑ に 就 任 さ れ た 阪 神 ・ 淡 路 復 興 委 員 会 で は 、 9⽉ に 国 際 的 な シ ン
ポジウ ム を開催 す る予定 が あった た め、3⽉に 東京の 六 本⽊で 先 ⽣にお 会 いし 、国際調
査団と の 調整に つ いて打 ち 合わせ を 持つこ と になっ た 。打ち 合 わせの ⽇ は、地下鉄サ
リ ン 事 件 が 起 き た 3⽉ 20⽇ の 朝 で 、 私 が 通 常 の 時 間 帯 と 経 路 で ⾏ っ て い れ ば 、 事 件 に
遭遇し た かもし れ なかっ た 。しか し 地下鉄 に 乗って い た時に ふ と昔勤 め ていた会社の
あった ⻘ ⼭1丁⽬付 近の変 貌 を⾒た い と思い 、永 ⽥町の 駅 で降り 、そ こから タ クシーで
六本⽊ の 会場に 向 かった の である。打 ち合わ せ 終了は10時過ぎ で、会場の ロ ビー付近
は慌た だ しい雰 囲 気に包 ま れてい た 。国際 調 査団の ス ポンサ ー （⼤阪 ） の担当者に打
ち合わ せ の結果 を 連絡し た ところ 、 開⼝⼀ 番 「⼤丈 夫 か？」 と の声だ っ た。事情を理
解し、 後 から事 件 の時間 と 場所等 を 調べる と 、本当 に 運よく 難 を逃れ た 感があった。  

打ち合 わ せでは 、IPAが国際調 査団を 送 る6⽉に国 が開催 す る国際 シ ンポジ ウ ムを開
催する の は難し く、おそら く9⽉にな る とのこ と であっ た。しかし 、せ っかく 調 査団が
6⽉に調査 に来る の であれ ば、メンバ ー をぜひ9⽉ の復興 委 員会の シ ンポジ ウ ムにも呼
びたい と ⾔われ た。その上 で、6⽉の調査 団のメ ン バーに は、役所だ け でなく、できる
だけコ ミ ュニテ ィ に近い ⼈ 々に会 っ て、実 情 を聞い て ほしい と の要請 も あった。コミ
ュニテ ィ レベル で の実情 を つぶさ に 知って も らうこ と が、本 当 の意味 で の復興を考え
る原点 だ という こ とだと 思 う。  

6⽉ の 調 査 団 の 訪 ⽇ は １ 週 間 程 度 で あ っ た 。 ま ず は コ ミ ュ ニ テ ィ レ ベ ル の ヒ ア リ ン
グから 始 め、最 後 に兵庫 県 庁や神 ⼾ 市役所 に ⾏くと い う予定 を 設定し た 。調査団メン
バーも こ の考え に 賛同し て くれ、⾏政 的な先 ⼊ 観なし に 調査が で きたと 喜 んでくれた。 

彼 ら が 復 興 委 員 会 主 催 の 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム で 何 を 話 し て く れ た か は 記 憶 に 定 か で
はない が 、地域 の コミュ ニ ティの 再 構築を い かに進 め るかが ⾮ 常に重 要 だという指摘
をして も らった と 思う。 こ こにも 地 域の⼩ さ い単位 か ら全体 を 考える と いう、⼀種の
下河辺 イ ズムが 徹 底され て いた気 が する。  
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おわりに 
⽇本の 全 国総合 開 発計画 を ⼀⼿に 引 き受け て 来られ た 下河辺 先 ⽣であ る が、近年の

国⼟形 成 計画や 地 域再⽣ 計 画をど の ように 思 われる だ ろうか ？ ⽶国か ら 帰国して京都
府⽴⼤ 学 に赴任 し た頃（2008[平成20]年 )、公共 政策関 係 の勉強 会 に出て い たら、環境
政策の 議 論にな っ た。そ の 際に強 く ⾔われ て いたの は 、環境 政 策はそ れ 単独ではなか
なか実 現 し難い 、⼟ 地利⽤ や 交通、産業（農林 ⽔産 業・製造業・第3次産 業）な どを 含
む総合 的 な「政 策 統合」 が なされ な ければ 難 しいと い う話に な った。  

いろい ろ な批判 も あるに せ よ、⽇本の 全国総 合 開発計 画 は国の さ まざま な 分野の政
策統合 が されて い た。今 の 地⽅創 ⽣ 計画は 、 内閣官 房 が主導 す ること で 政策統合を狙
ったよ う に⾒え る が、現 実 的には 各 省庁の 既 存の施 策 に配慮 し て、地 域 からの提案内
容を重 視 しつつ も 省庁の 縦 割りを 意 識して し まって い るよう な 気がす る 。地域の側か
らはも っ と本気 で 地域の 発 想⼒と ⼒ を活か し 、政策 統 合され た 計画を 実 現して欲しか
った。  

バブル 崩 壊以後（四 全総終 了 後）、⼈ ⼝1⼈当た り の所得 やGDPは世界 の国々 に どん
どん追 い 抜かれ て いる。 数 字だけ で ⾒れば 、 もはや 先 進国で は ない状 況 である。今の
⽇本に は 、強い リ ーダー シ ップで 真 に政策 統 合され 、 地域の パ ワーを 引 き出す新たな
国⼟政 策 が必要 で ある。✥ 
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復帰50年の沖縄から国づくりを考える 

 
    江上能義（琉球⼤学/早稲⽥⼤学名誉教授） 

 
⽇本復 帰50年を迎え た沖縄 の 視点か ら 国づく り につい て、下河辺 淳 ⽒の理 念 に沿っ

て２つ の 課題に 絞 って考 え てみる 。  
 

⼈間と⾃然の調和 
戦後の 国 づくり の マスタ ー プラン で ある全 国 総合開 発 計画の 根 拠法と な った国⼟総

合開発 法（1950[昭和25]年）は第⼀ 条 で、「国 ⼟の⾃ 然 的条件 を 考慮し て 、経済、社
会、⽂ 化 等に関 す る施策 の 総合的 ⾒ 地から 、 国⼟を 総 合的に 利 ⽤し、 開 発し、及び保
全し、 並 びに産 業 ⽴地の 適 正化を 図 り、あ わ せて社 会 福祉の 向 上に資 す ることを⽬的
とする 」 と規定 し ている 。 戦災復 興 や経済 復 興が最 優 先され た わが国 の 終戦直後の状
況にあ り ながら 、 冒頭に 「 国⼟の ⾃ 然的条 件 を考慮 し て」と い う⽂⾔ が 記されている
のは注 ⽬ される 。  

下河辺 ⽒ には森 と 川への 憧 憬があ っ て、そ れ が国⼟ 計 画の仕 事 へとつ な がっていっ
たと、塩 ⾕隆英 ⽒ は『21世 紀の⼈ と 国⼟』で 述べて い る。国 ⼟ 計画官 僚 時代の 下河辺
⽒は⼈ 間 と⾃然 の バラン ス がとれ た 国⼟構 造 のデザ イ ンに⼒ を 注いだ 。  

下河辺 ⽒ は当時 の ⼭中貞 則 総務⻑ 官 に命じ ら れて、1969[昭和44]年12⽉、復帰前の
沖縄に 初 めて⾏ き 、屋良 朝 苗主席 と 会った 。 ⽇本全 体 の開発 計 画の中 に 復帰予定の沖
縄をど の ように 位 置づけ 、 開発計 画 を展開 す るのか が その主 要 な任務 だ った。それ以
来、彼 は 頻繁に 沖 縄に出 向 いて現 地 調査を み ずから ⾏ なった 。  

そして1972[昭和47]年5⽉、復 帰した 沖 縄の地 域 開発計 画 は新全 総（ ⼆全総 ）を 改訂
した「第 四部 沖縄 開発の 基 本構想」の下で、第1次沖縄 振興開 発 計画と し てスタ ー ト
した。新 全 総の戦 略 のひと つ は、⻑期 に わたっ て ⼈と⾃ 然 との調 和 を図る こ とだった。 

都市化 の 進展に よ って⾃ 然 への渇 望 が出て
くるこ と を⾒込 ん で、⾃ 然 を恒久 的 に保護・
保存す る ことを 第 ⼀に考 え る。そ し て森林、
原野、河川 等の⾃ 然 系と、農耕 地の半 ⾃ 然系、
都市の ⼈ ⼝系と が 調和し た 国⼟を 考 えた。  
い ま ふ り 返 れ ば 現 在 、 広 く 普 及 し て い る
SDGs（持 続可能 な 開発⽬ 標）の「持 続可 能な
開 発 」 (sustainable development)を 先 取 り し
ていた 。 この概 念 は開発 と ⾃然環 境 の保全と
いう、 と もすれ ば 相反す る 概念を 包 摂してい
るが、 そ れはま さ しく下 河 辺⽒の 国 ⼟計画や
地域開 発 の理念 に 通じる も のがあ っ た。  

 
1972[昭 和 47]5月 15日  沖 縄 復 帰 式 典 に お け る  

佐 藤 榮 作 内 閣 総 理 大 臣 式 辞 （ 国 立 公 文 書 館 所 蔵 ）  
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 「⻄表に ⾏くこ と が悲願 で した。そ う したら 連 れて⾏ っ てくれ ま した」と 彼 は語った。
復帰前 の ⻄表島 は マラリ ア の影響 も あって ほ とんど ⼿ つかず の ⾃然が 残 っていた。た
だ道路 な ども整 備 されて い なかっ た ので、 ⼩ ⾈で三 ⾓ 波を避 け ながら 巡 った。イノシ
シの⽣ ⾁ を⾷べ て ⾷あた り をした 。 でもそ の 秘境の よ うな⻄ 表 島を旅 し たのがとても
楽しか っ たのだ ろ う。い ま でもそ の 思い出 話 をして く れた時 の 彼の満 ⾯ の笑顔が忘れ
られな い 。 

1978[昭和 53]年12⽉ に登場 し た⼤平 正 芳内閣 の ⽥園都 市 国家構 想 を背景 に、下河辺
事務次 官 は国⼟ 庁 のトッ プ として 、 三全総 の 先頭に ⽴ って定 住 圏構想 を 打ち出す。こ
のモデ ル となっ た のは、 ⽔ 系が地 域 をつく り 上げて い った江 ⼾ 時代だ っ た。従来の⽣
産のイ ン フラよ り も⽣活 の インフ ラ を増加 さ せ、「 ⽔ 系主義 が 定住の 条 件としては⼤
きなテ ー マだっ た 」と彼 は 語って い る。幾 多 の困難 は 予想さ れ ても、 ⼈ 間と⾃然の調
和をモ ッ トーと す る下河 辺 ⽒には や りがい の あるプ ラ ンだっ た のでは な いだろうか。 

三全総 の 基本⽬ 標 は、「限ら れた国 ⼟ 資源を 前 提とし て、地域的 特 性を⽣ か しつつ、
歴史的 、 伝統的 ⽂ 化に根 ざ し、⼈ 間 と⾃然 の 調和の と れた安 定 感のあ る 健康で⽂化的
な⼈間 居 住の総 合 的環境 を 計画的 に 整備す る 」と定 め た。そ の 核⼼と な る定住圏構想
とは、 地 域社会 の 活⼒が ⽣ かされ る ように 、 ⾃然環 境 ・⽣活 環 境・⽣ 産 環境の調和の
とれた 居 住環境 を 整備し 、 魅⼒あ る 地⽅都 市 づくり を 通じて 、 若年層 を 中⼼に地⽅で
の定住 を 促進し よ うとい う もので あ った。 そ して「 定 住」の 条 件の中 で 、下河辺⽒が
最も重 視 したの が 「流域 圏 居住」 だ った。 そ れまで わ が国が ⾛ り続け た ⼯業化優先路
線とは 打 って変 わ って、 「 暮らし や すさ」 「 住みよ さ 」が⾒ 直 された の である 。  
 「 し か し 国 ⼟ 政 策 の 意 図 を 国 ⼟ 計 画 に す る け れ ど も 、 結 果 は 意 図 通 り に は な ら な い
という こ とを繰 り 返すの が 国⼟政 策 なんで す 」と下 河 辺⽒⾃ ⾝ も述べ て いるように、
画期的 だ った三 全 総の結 果 も結局 は プラン ナ ーの意 図 とは程 遠 かった 。⽮ ⽥俊⽂⽒は、
⽔ 系 を ベ ー ス と す る 定 住 政 策 が 国 ⼟ 全 域 で 顕 著 な 効 果 を 上 げ た と は み ら れ な い 、  た
だ、地 ⽅ の時代 を 牽引す る 役割を 果 たした と 述べて い る。五 全 総「２ １ 世紀の国⼟の
グラン ド デザイ ン 」でも 再 び「流 域 」に焦 点 が当て ら れてい る 。 
 「結果が 意図通 り にはな ら ない」は 、復帰 後 にスタ ー トした 第1次沖縄 振 興開発 計画
（1次振計 ）にも⾔ え た。下河 辺 ⽒は復 帰 前から 琉 球政府 の ⻑期経 済 開発計 画 の作成に
協⼒し 、極 ⼒、そ の開 発計画 を1次振計 に 反映さ せ ようと 努 ⼒した の だが、⾃ら が関わ
った開 発 計画に 基 づく公 共 ⼯事の 実 施で沖 縄 の⾃然 が 次々に 破 壊され て いくの を ⾒て、
「もう セ メント の ジャン グ ルでし か ない」 「 沖縄の ス ラム化 っ て⾔っ た ほうがいい」
と感じ 、 しばら く 沖縄と は 離れた と 述べて い る。確 か に復帰 後 の振興 開 発政策によっ
て沖縄 の 遅れて い た社会 イ ンフラ は 整備さ れ ていっ た 。だが ⼀ ⽅で、 道 路や建物の⼯
事や⼟ 地 の改良 事 業など に よって 、 沖縄の ⾃ 然は破 壊 、汚染 さ れ、⼈ 間 と⾃然の調和
を⼼が け た下河 辺 ⽒の意 図 とはか け 離れて し まって い た。現 在 の沖縄 で は辺野古や浦
添の豊 か で美し い 海が⽶ 軍 の基地 建 設のた め に埋め ⽴ てられ る 計画が 進 んでいる。彼
はこの 問 題に関 わ った経 緯 がある が 、この ⾃ 然を破 壊 する辺 野 古の埋 め ⽴てをとても
嘆いて い た。  
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地⽅の主体性と地⽅分権 
国⼟計 画 は全国 総 合開発 計 画（全 総 ）を頂 点 に、⾸ 都 圏、近 畿 圏、中 部 圏の各整備

法、北 海道 以下の9つ のブロ ッ ク法に よ る計画 、地 ⽅総合 開 発計画 、都 道府県 総 合開発
計画、 市 町村の 開 発計画 な どがピ ラ ミッド 型 に構成 さ れる。 ⾒ ⽅を変 え れば、地⽅は
⾃らの 開 発計画 に 組み込 み たい事 業 を全総 で ⽰して も らえれ ば 、それ が トップダウン
される か ら好都 合 だ。そ こ で策定 当 局への 陳 情が連 綿 と展開 さ れるこ と になる 。  

だが国 ⼟ 計画で 下 河辺⽒ は 地⽅の 主 体性を 重 要視し て いた。 「 ボラン タ リーな形で
すべて の 地域が 活 性化し て ほしい と 思いま す ね」と 彼 の⾔葉 で 語って い る（『戦後国
⼟計画 へ の証⾔ 』 ）。そ の 具体例 と して下 河 辺⽒が 挙 げたの が 、全国 総 合開発計画が
策定さ れ た1962[昭和37]年に 制定さ れ た新産 業 都市建 設 促進法（ 新産法 ）である。彼
は次の よ うに述 べ ている 。  

 
 「新産法 は、そ れ までの 法 律に⽐ べ てずい ぶ ん違う の です。 何 が違う か というと、
地⽅が ⾃ ら申請 し て動く と いう⾏ 政 なので す 。国が 指 定して 国 が計画 す るという直
轄型の 開 発⾏政 で はなく て 、地元 中 ⼼型の も のなの で す。た だ 、国の 財 政に依存す
る点で 、 国の承 認 を得る と いう構 造 にして あ るわけ で す」  
 「 新 産 法 が 地 ⽅ 主 義 的 な 要 素 を ⼊ れ た 第 ⼀ 歩 だ と ⾔ い ま し た け れ ど も 、 知 事 に す
べての 権 限を預 け た法律 な んです 」 （同上 ）  
 
確かに 、 区域の 指 定の申 請 につい て 新産法 の 第⼆条 は 以下の よ うに規 定 している。 
 

第⼆条  都道府 県 知事は、 新産業 都 市の区 域 の指定 を 受けよ う とする と きは、あ
らかじ め 関係市 町 村⻑に 協 議する と ともに 、 申請書 に 政令で 定 める事 項 を記載した
書類を 添 附し、 こ れを内 閣 総理⼤ ⾂ に提出 し なけれ ば ならな い 。 

２ 前 項 の申請 に ついて は 当該都 道 府県の 議 会の議 決 を、同項 の協議 に ついては
当該市 町 村の議 会 の議決 を 経なけ れ ばなら な い。  
 
だが、 現 実は地 ⽅ 主義の 意 図とは 異 なった ⽅ 向に突 き 進んだ 。 ２県に ま たがる指定

地域の 調 整には 政 府が乗 り 出さざ る を得な か ったし 、 地⽅か ら 指定を 求 めるはるかに
多くの 陳 情が出 て きて政 府 は対応 と 調整に 苦 慮した 。 それで も 計画を 決 定して、次に
実施段 階 に⼊る と 、国の 財 政⽀出 に 依存し 、 部⻑も 国 の⼈に す るとつ な がりやすい。
その頃 か ら⾃⺠ 党 が「中 央 と直結 す る政治 」 を喧伝 し 始めた と 下河辺 ⽒ は述べている
（同上 ） 。  

地域の 主 体性を 発 揮して ほ しかっ た 下河辺 ⽒ たちの 意 図とは 異 なり、 わ が国の地⽅
⾃ 治 体 の 財 源 が“３ 割 ⾃ 治”と 乏 し か っ た こ と も あ っ て 、 中 央 政 府 の 財 政 依 存 と 天 下 り
⼈事の 顕 著化に よ りトッ プ ダウン が ⽬⽴つ 全 総の実 施 結果と な った。  

復帰後 の 沖縄振 興 開発に つ いても 同 じよう な ことが ⾔ える。 復 帰前の 琉 球政府は⽇
本復帰 に 臨んで 初 めて⻑ 期 経済開 発 計画を 作 成した が 、この 作 成に下 河 辺⽒は経済企
画庁調 査 官とし て 派遣さ れ て協⼒ し た。そ して 沖縄が ⾃ ら作成 し たこの 計 画に沿って、
沖縄の 新 全総の 中 に「第四 部  沖縄開発 の基本 構 想」が加 わ った。下 河 辺⽒⾃ ⾝ が起草
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したこ の 基本構 想 の冒頭 に 、「戦 後 四半世 紀 の⻑期 に わたり 、 わが国 の 施政権外に置
かれた 沖 縄は、昭 和 47年5⽉15⽇をも っ て、本⼟ に 復帰し た。この沖 縄 開発の 基 本構想
は、沖 縄 の本⼟ 復 帰に伴 い 、沖縄 ブ ロック の 全国に お ける位 置 付けを 明 らかにすると
ともに、県 ⺠の意 向 を尊重 し つつ、現 段 階にお け る開発 の 基本⽅ 向 を⽰す も のである」
と記さ れ ている。そ して復 帰 の年に ス タート し た10年計 画の１ 次 振計も 沖 縄側のこの
⻑期経 済 開発計 画 を尊重 し て実施 さ れた。 ま た沖縄 振 興開発 特 別措置 法 には、   

 
第四条  沖縄県 知 事は、振 興開発 計 画の案 を 作成し、 内閣総 理 ⼤⾂に 提 出するも

のとす る 。 
２ 内 閣 総理⼤ ⾂ は、前項 の振興 開 発計画 の 案に基 づ き、沖縄 振興開 発 審議会の

議を経 る ととも に 、関係 ⾏ 政機関 の ⻑に協 議 して、 振 興開発 計 画を決 定 する。   
 
と記さ れ て、決 定 者は政 府 であっ た が、開 発 計画の 主 体は沖 縄 県であ っ た。だがや

はり現 実 には実 施 段階で 最 終的な 決 定権限 と 財源を 掌 握する 中 央省庁 の 意向が強く反
映され 、 沖縄振 興 開発計 画 がとり わ け２次 ３ 次と重 ね て実施 さ れるに つ れ、沖縄県の
主体性 は 相対的 に 弱くな り 県は計 画 も実施 も 国に依 存 するよ う になっ た 。 

復帰後 四 半世紀 に 沖縄県 ⺠ が最も 期 待をか け たのが 、 ⼤⽥県 政 の「国 際 都市形成構
想」だ った 。３次 振計 のさな か、1995[平成 7]年の ⽶ 兵によ る 少⼥暴 ⾏ 事件を き っかけ
に県⺠ の 反基地 感 情が⾼ ま り、⼤ ⽥ 昌秀知 事 は軍⽤ 地 強制⼿ 続 きであ る 代理署名を拒
否して 国 と対決 し 、裁判 闘 争にな っ た。だ が 下河辺 ⽒ らの努 ⼒ で⼤⽥ 県 政と橋本政権
は和解 し、1996[平成 8]年11⽉ に沖縄 県 は「国 際都 市形成 構 想」を 国の 政策協 議 会に提
⽰した 。 沖縄県 の ⾃⽴的 発 展とア ジ ア太平 洋 地域の 平 和と持 続 的発展 の 拠点を⽬指す
この構 想 の実現 に 向けて 、 さまざ ま な具体 的 施策を 橋 本政権 が 財政的 に も⽀援するこ
とにな り 、全県 フ リーゾ ー ンなど ⼀ 国⼆制 度 的な⼤ 胆 な施策 が 検討さ れ て⼤きな希望
を県⺠ に 与えた が 、⼤⽥ 県 政が普 天 間移設 問 題で再 び 国と対 ⽴ するよ う になって国際
都市形 成 構想も 成 熟する 前 に急速 に 霧散し て いった 。 下河辺 ⽒ は、「 沖 縄問題を解決
するた め に」と い うメモ に さまざ ま な具体 的 な提⾔ を して仲 介 し、こ の 国際都市形成
構想を 後 押しし て いただ け に残念 だ ったと 思 う。も し もこの 構 想が実 現 していれば、
沖縄の み ならず わ が国の 国 づくり を 変⾰す る きっか け となっ て いたの で はないだろう
か。  

1995[平成 7]年の 地 ⽅分権 推 進法以 降、わが国 の 地⽅分 権 は推進 さ れたが、中 央政府
は財源 を 掌握し 続 けた。 そ のこと が 国⼟計 画 で下河 辺 ⽒が意 図 してい た 沖縄をはじめ
地⽅の 主 体性の 発 揮を阻 ん できた 最 ⼤の要 因 だった と いえよ う 。 

  
沖縄復帰50年と「新・沖縄21世紀ビジョン基本計画」 

沖 縄 が ⽇ 本 に 復 帰 し て 50年 の 記 念 ⽇ に な る 2022[令 和 4]年 5⽉ 15⽇ 、 沖 縄 県 は 第6次
沖縄振 興 計画「新・沖縄21世 紀ビジ ョ ン基本 計 画」（5年 以内の ⾒ 直しが 付 則で規 定さ
れた） を 決定し 、 記念式 典 終了後 、 ⽟城デ ニ ー県知 事 が規定 に 基づき 岸 ⽥⽂雄⾸相に
⼿渡し た 。施策 展 開の枠 組 みとし て 、①誰 ⼀ ⼈取り 残 すこと の ない社 会 の形成 ②持
続可能 な 海洋島 嶼 圏の形 成  ③強 く しなや か な⾃⽴ 型 経済の 構 築、を ⽬ 指す。岸⽥⾸
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相は「 沖 縄の地 理 的特性 な どの優 位 性、潜 在 ⼒を⽣ か して、 わ が国全 体 の発展を牽引
するこ と を期待 し ている 」 と述べ た 。 

沖縄復 帰 に当た っ て下河 辺 ⽒が起 草 して加 え た新全 総 の「沖縄 開 発の基 本 ⽅向」は、
以下の よ うに締 め くくっ て いる。  

「沖縄 の 開発⽅ 向 は、平 和 を希求 す る沖縄 の 主体的 ⾃ ⽴的発 展 を図り 、 県⺠⽣活の
充実を ⽬ 指すも の である が 、同時 に 、国際 化 、情報 化 が進⾏ す るわが 国 経済社会にお
いて、 国 ⼟の開 発 可能性 を 全国⼟ に 拡⼤し つ つ、豊 か な⼈間 環 境を創 造 するための基
本的な 国 ⼟開発 の 課題に 積 極的か つ 具体的 に 対応す る もので あ る」  

復帰50年 の節⽬ に、沖縄を 平 和で豊 か にする こ とがわ が 国の創 造 的発展 に つながる
という 下 河辺⽒ の 理念が 、 これか ら 着実に 実 現して い くこと を 願って や まない 。  
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2022[令 和 4]年 5月 15日 「 新 ・ 沖 縄 21世 紀 ビ ジ ョ ン 基 本 計 画  」 を  

岸 田 内 閣 総 理 大 臣 （ 中 央 ） に 手 交 す る 玉 城 デ ニ ー 知 事 （ 左 ）  
（ 右 ） は 西 銘 恒 三 郎 内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 （ 沖 縄 及 び 北 方 対 策 ）  

（ 琉 球 新 報 デ ジ タ ル よ り ）  
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下河辺DNAを残す⼿づくり地域シンクタンク 

                        
嶋津隆⽂（NPOフォーラム⾃治研究（FJK）理事⻑） 

                       
 縄⽂ か ら500年先 の未来 ま で、時 空を 超え国 ⼟ を⾒据 え 続けよ う とした 下 河辺淳。と
りわけ 「 ⽔と⼟ 」 にこだ わ った御 ⼤ であれ ば 、その ⽇ 々の薫 陶 を⽇本 の 各地で⽣かそ
うとす る 後進た ち がいる こ とは、 そ れがい か に⼩粒 で あれ喜 ん でいた だ けるに違いな
い。そう 願 いつつ、総 合研究 開 発機構（NIRA）に⾝を置い た 私たち の、その後 の 地域
での取 り 組みを 記 してお き たい。  
  
「地⽅分散なんか出来っこない」  
 1983[昭和58]年と いえば バ ブル突 ⼊ 直前の ⽇ 本であ る。その年 の 春、私は 東 京都庁
からNIRAに派遣 さ れ、3年 間 を研究 員 として 下 河辺理 事 ⻑のも と で過ご す ことに なる。 

そこで ま ず驚か さ れたひ と ⾔があ る 。東京 ⼀ 極集中 の 「そこ の けそこ の け、東京が
通る」 と いわれ て いた時 代 であり 、 多極分 散 型の四 全 総がま さ に世に 出 ようとしてい
た時の こ とであ る 。何か の 相談で ド アを叩 い た理事 ⻑ 室で、 御 ⼤はこ ん な発⾔をされ
た。  
 「あのね 、嶋津 さん 、地⽅ 分散 、地⽅ 分散 という け れど、地⽅ 分散な ん かでき っ こな
いです ね 。しか し だから こ そ私た ち ⾏政は 、 地⽅分 散 を⾔い 続 けなけ れ ばいけないん
ですよ」。  
 御⼤ が 時に「 天邪⻤

あま のじゃ く
」 的に⼈ を 煙に巻 く ことは 、 研究員 仲 間でし ば しば話 題 になっ

ていた 。 しかし い くら閉 ざ された 理 事⻑室 と はいえ 、 ‶ミス タ ー全総 ″ のその基本⽬
標をモ ロ に否定 す るよう な 発⾔に 、 私は思 わ ず「え っ ？」と ⼝ ⾛った も のである。だ
が、国 際 化の進 む 中で東 京 集中の メ リット を 評価せ ず 、多極 分 散を⾦ 科 ⽟条のごとく
叫んで い た世間 に 辟易し て いた私 は、御⼤の ⾔ 葉のリ ア リティ さ に⼤い に 納得。以来、
私は信 者 のよう に 理事⻑ の 着想や 発 想に魅 せ られて い く。  

当時、NIRAで私が 関 わった 研 究は、「国 ⼟経営 に おける ⼤ 都市の 機 能と役 割 分担に
関する 研 究」や「 ⼈ ⽣80年の 社会シ ス テムの 構 築に関 す る研究」1）、あるい は「京都・
⼤阪・ 江 ⼾東京 の 三都（ み やこ論 ） 研究」 な どであ っ た。  

その過 程 で梅棹 忠 夫国⽴ ⺠ 族学博 物 館⻑や ⽮ 野暢京 都 ⼤学教 授 ら、多 く の碩学から
鮮烈な 刺 激を受 け た。例えば 関⻄⽂ 化 都市構 想 が論議 さ れてい た 折、「関⻄ はひと つに
という の ですか ？  ほほ っ、京都 、⼤阪 、神 ⼾と関 ⻄は1つひ とつな の ですよ 」と 嗤っ
た梅棹 史 観、あ る いは「 京 都には 昔 公家が い た。し か し公家 が いなく な った現在、都
の⽂化 を 担うの は われわ れ 京⼤教 授 である 」 という ⽮ 野教授 の 激しい ⾃ 信。いや、⾝
近 な 同 僚 の 研 究 員 た ち か ら も 繁 く 影 響 を 受 け た 。「 都 市 の 基 本 は ⽂ 化 や 経 済 の 撹 拌 装
置性に あ る」と 強調 してい た のは吉 井 信雄（ 名古 屋市役 所）であり、「 東京が ム ラ型⾃
治と感 覚 に拘泥 し ている 」 と嘲笑 し ていた の は前川 克 彦（北 海 道庁） で あった 。  
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その鮮 烈 なやり と りの往 時 のNIRAに、ここ
は新し い パラダ イ ムを⽣ む 現代の 梁 ⼭泊だと
私には 思 われた 。 それも こ れも間 違 いなく下
河辺淳 と いう存 在 が作り 出 した気 ⾵ と気運で
あった ろ う。  

 
NIRAで吸収しえた視点・視座 
 そう こ うするNIRA⽣活の 後 半に、研 究 成果
の吸収 だ けでな く 不遜に も ⾃らも 発 信してみ
たいと 考 え始め る ように な った。 下 河辺「語
り部」 の 、地球 を またい で 語り掛 け る姿にい
つのま に か触発 さ れたの だ 。 

折しも 建 設省・朝 ⽇新聞 が1987[昭和62]年に、国 連の「国 際居住 年 」記念プ ログラ
ムに呼 応 して居 住 に関す る 論⽂募 集 を始め た ことを 知 り、⾄ 急 にまと め あげて応募。
す る と第 ⼀ 席 とな る 。 受け 取 っ たの は 賞 ⾦と ⽶ 国 招待 だ 。 これ を 機 にTBSブ リ タ ニ カ
から、 出 版の話 が 舞い込 み 、翌年 に 刊⾏さ れ たのが 『 どこで 、 どう暮 ら すか⽇本⼈』
である 。冒 頭⽂は 下 河辺理 事 ⻑にお 願 いした 。快 諾され ⽰ された の は⻑⽂ の 巻頭⾔「都
市と⽂ 明 、新し い 世代― 発 刊によ せ て」で あ る。出 版 記念パ ー ティは ⽮ 野教授が呼び
掛け⼈ と なり、NIRAの同僚 た ちを中 ⼼ に150⼈ほ どが祝 っ てくれ た 。 

果たし て この新 刊 書の世 間 の反応 は 極めて ⼤ きく、 そ の後、 私 はマス コ ミから頻繁
に声が か かるよ う になる 。 テレビ 朝 ⽇の『 朝 まで、 ⽣ テレビ 』 に出演 依 頼され、週刊
ポスト や ⽇本放 送 の『世 相 を切る 』 で評論 家 の⽵村 健 ⼀と対 談 を続け る ことになる。
新聞イ ン タビュ ー や講演 依 頼も続 い た。も っ ともこ う した私 の ⾏動に 、 ⽔島孝治主任
研究員 な どが「 嶋津 の本はNIRAの研究 報 告書そ の もので は ないの ？」とチク ッ とくぎ
を刺し て いたこ と も懐か し く思い 出 す。  

 
注⽬された2つのテーマ 

世間の 関 ⼼を呼 ん だテー マ は特に2つ であっ た 。 
１つは 今 では当 た り前に な った「 マル チハビ テ ーショ ン（ 複数居 住）」論で ある 。東

京で定 年 まで過 ご した男 が ふるさ と 松江に 居 を構え た ⽣き⽅ に 触発さ れ た。下河辺理
事⻑の 「 地⽅分 散 は出来 っ こない 」 発⾔に 対 する、 私 なりの ⼩ さな提 案 でもあった。 
 「⼭陰の 村に⽣ ま れ、東京 に 暮らし、⼈ ⽣の後 半 はふる さ とへ帰 る。しかし ⽣ まれた
村まで 帰 らず、 ふ るさと に 近い松 江 に居を 構 える。 そ して時 ど き村や 東 京で過ごすと
いうの だ 。この ⽣ 活スタ イ ルこそ 、 あるい は ⽇本⼈ の これか ら の暮ら し ⽅といえるか
も知れ な い。「住 み つく（⼟ 着 する）」に とどま ら ず「往来 す る（漂流 す る）」⽣ 活が追
求され よ う」。  

ここで は ⽇本を「東 京vs地⽅ 」という 対 ⽴構図 で とらえ ず、「東京 ＝地 ⽅」と いうラ
イフス タ イルが あ ること を 提⽰し た つもり で あった 。 当時⽮ 野 暢教授 と 福⼠昌寿部⻑
が出し た 『⽇本 を 変える シ ナリオ』（ 中央公 論 社）の、「 ⽇本に は 東京と そ れ以外とい
う２つ の 国があ る 」とい う 視座へ の ⼩さな ⼀ ⽮にし た いとの 思 いもあ っ た。  

 
第 2回 熟 年 シ ン ポ ジ ウ ム 「 人 生 80年 の 社 会 シ ス テ ム

を 求 め て 」 で 講 演 す る 下 河 辺 淳 氏  
（ 1981年 11月 17日 ）  

＜ 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 ＞  
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もう１ つ は「団 塊 の世代 は 殉死の 世 代であ る 」とい う 、やや 刺 激的な 問 題提起であ
った。 近 々到来 す る⾼齢 化 社会を 前 に世代 間 の負担 問 題を取 り 上げた も のだ。私は以
下のよ う に主張 し た。  
 「団塊の 世代の ⽼ 後はコ ス トがか か る。そのコ ストの 重 さに耐 え られな く なれば、急
速に⽇ 本 ⼈の⻑ 寿 観と⽣ 命 観は壊 れ ていく 。 その時 、 例えば 殉 死とい っ た考えの出て
くるこ と も予想 さ れよう 。 ⽼衰か 病 気で妻 が 死ぬ。 す るとそ の 夫も前 後 して⾃死する
ことが 求 められ る 。死に 連 れ添う こ とが夫 婦 の美し い 姿であ り 、桜の 花 のように共に
咲き共 に 散る 。愛 国⽼⼈ は 亡妻の 傍 で⼿を 取 りつつ 死 んでい く 。1⼈が 死 ねば2⼈が消
える。 介 護コス ト が⼀挙 に2倍ずつ 少 なくな っ ていく」。  

もっと も こうし た 発想が 、上述し た「⼈⽣80年社会 シ ステム 」や「国 ⼟ 経営のおけ
る⼤都 市 の機能 」 の研究 過 程で⽣ ま れたこ と は否定 し ない。  

 
発⾜したミニシンクタンク 
 その 後 都庁に 復 帰しや が て退職 。 私は厚 ⽊ 市にあ る 松蔭⼤ 学 の教授 に 就任する。担
当はそ れ までの 経 験を⽣ か しての「地 ⽅⾃治 論」である。『 どうな る ⽇本、どう する分
権 』（ 2005年 、 ぎ ょ う せ い ）、『 明 治 の ⽇ 本 ⼈ と 地 ⽅ ⾃ 治 』（ 2010年 、 公 職 研 ） を 刊 ⾏ 。
国⽴市 の 市⻑選 挙 に出⾺ し 敗れた こ ともあ っ た。  
 そん な ある時 、た しか⺠ 主 党政権 が ⾳を⽴ て て崩れ よ うとし て いた頃 だ ったろうか、
⼤⼿町 の あるビ ル で下河 辺 御⼤と ば ったり 出 くわし た のであ る 。⾼島 由 美⼦秘書に⽀
えられ 、歩 ⾏はか な り不⾃ 由 にみえ た。「おう 、あ なたで す か、今 は何 をやっ て います
か？」。 そ う問わ れ ドキッ と したの で ある、 ⾃ 分は本 当 に何を や ってい る のだろうと。 

この御 ⼤ との遭 遇 で、私 は そっと 温 めてい た 「ミニ シ ンクタ ン ク」構 想 を具体化し
ようと 決 めた。地 ⽅ ⾃治の 体 験を⽣ か した、各 地 の「助っ ⼈ 」組織をNIRAの仲間と⽴
ち 上 げ よ う 。 2012[平 成 24]年 の 春 の こ と だ 。 私 は 愛 宕 に あ る 下 河 辺 研 究 室 「 ⻘ い 海 」
に伺っ た 。同僚 で あり、 そ の後こ の シンク タ ンクの ⼀ 員とな る 坂⼝⼀ （ 元沖縄県庁）
や平井 照 ⽔（元NIRA）と⼀ 緒 である 。  
 「NIRAは最⼤ の シンク タ ンクで し たが、 僕 らは最 ⼩ であれ 地 ⽅のた め のシン ク タン
クを発 ⾜ させた い 」。  

⾞いす に やや窮 屈 そうに ⾝ を置い て いた御 ⼤ は、い つ ものち ょ っぴり エ スプリを利
かせた 下 のコメ ン トを⼊ れ ながら も 、特別 顧 問への 就 任を了 承 してく れ た。  
 「⾃治 省 が統括 す るよう な 国の⽇ 本 に、地⽅ ⾃ 治など と いうも の があり ま すかね（ 笑）。
何にせ よ ⾯⽩そ う ですね 、 期待し て います よ 」。  

早速にNIRA同僚10⼈ 余、都庁10⼈余を軸 に埼⽟、横 浜、⻑崎 と いった 全 国の知 ⼈・
友⼈に 声 を掛け た 。主な 年 代は団 塊 世代で あ る。⼤ 半 のメン バ ーが現 役 を終え「林住
期」に ⼊ ってい た 。それ だ けにこ の 発案に 好 意的で 、 残り⼈ ⽣ でもう ⼀ 旗揚げて社会
貢献し よ うとい う 思いは す ぐに伝 わ った。 幾 ⼈かの 市 ⻑や⼤ 学 教員も 参 加。こうして
⼿づ く り のシ ン ク タン ク 、 「NPOフ ォー ラ ム ⾃治 研 究 」（FJK） が総 勢50⼈余 で スタ
ートす る 。NIRA関係者の ⽯ 阪丈⼀ （ 町⽥市 ⻑ ）、澤 井 安勇（ 元NIRA理事） 、筆者 、
⽯井洋 ⼀（ 元横浜 市 役所）。そ の他、コ ア メンバ ー として 活 躍して く れるNIRAメンバ
ーは、 ⽯ ⽥義明 （ 元埼⽟ 県 庁）、 檜 槙貢（ 元 財団法 ⼈ ⽇本都 市 センタ ー 、元弘前⼤学
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院教授 ） 、佐原 亜 ⼦（元 プ ロパー ） 、飯笹 佐 代⼦（ ⻘ ⼭学院 ⼤ 教授） と いった⾯々で
ある。 名 古屋市 か らは吉 井 信雄が 参 加する 。  
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
NPOフォーラム⾃治研究の活動 
 こ う し て 発 ⾜ し た NPOフ ォ ー ラ ム ⾃ 治 研 究 （ FJK） で あ る が 、 そ の 活 動 形 態 は 間 違
い な く 縮 ⼩ 版 の NIRAで あ っ た 。 そ の 具 体 的 活 動 も 、 以 下 に 紹 介 す る よ う に 全 く ミ ニ
NIRAとい ってよ い だろう 。 ちなみ に 定款上 で 掲げた ⽬ 的はこ う である 。  
「⾏政 ・ 地域諸 団 体・⼤ 学 とネッ ト ワーク を 結び、 地 ⽅⾃治 の 推進、 地 域経済の活性
化、地 域 ⽂化の 発 掘創造 な どの調 査 研究や サ ポート を する」 。  

い さ さ か 気 負 い 過 ぎ の 感 が あ る も の の 、 具 体 的 に は 4つ の 活 動 を 展 開 す る こ と と な
る。こ こ10年の実績 を含め 、 ざっと 紹 介して お きたい 。  

1つは受託 調査活 動 である 。⾃ 治体や ⼤ 学、財 団か ら受託 し、例えば「藩 校精神 の 継
承と地 域 創⽣」 「 学校統 廃 合と廃 校 活⽤」 「 半島⽂ 化 と地域 活 性化」 な どのテーマで
全国各 地 の取り 組 みを調 査 、時に は その研 究 成果を 出 版する 。 あるい は ⾃治体向けの
⽉刊誌 『 地⽅財 務 』（ぎ ょ うせい ） で「⼩ さ な村挑 戦 記」シ リ ーズを 執 筆し、⼈⼝減
少⾃治 体 の個性 的 な試み を 紹介す る 。 

2つは⾃主 調査と し ての研 究 報告会 で、⽉⼀回 の セミナ ー の開催 だ。経済学 の 諸富徹
京⼤教 授 や⽇本 史 の⼤⽯ 学 東京学 芸 ⼤教授 と いった ⾯ 々を呼 ぶ ⼀⽅、 地 域おこし協⼒
隊や商 店 会メン バ ー、各 ⾃治 体のOBも 広く招 聘 してき た。時には ⼤ きな発 信 の機会も
あり、 上 海市郊 外 の交通 イ ンフラ 策 へのサ ジ ェスシ ョ ンを求 め られ、 上 海市にも向か
ったこ と もある 。ち なみに そ のコー デ ィネー ト をして く れたの は、NIRA客員 研究員で
もあっ た 朱建栄 東 洋学園 ⼤ 教授で あ る。  

 
NIRA関 係 者 は 左 2人 目 か ら 石 阪 丈 一 、 澤 井 安 勇 、 筆 者 、 石 井 洋 一  
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3つは地域 活性化 の ⽀援活 動 だ。東 松⼭ の市⺠ に よる⾳ 楽 劇「枇 杷の 家」へ のサ ポー
トであ り 、国⽴ 市 の駅前 ⼤ 学通り 商 店会の 紹 介冊⼦ や 武蔵村 ⼭ 市に置 か れた少年⾶⾏
兵学校 出 ⾝者の 証 ⾔集の 作 成であ る 。丹後 半 島の海 沿 いの、 ⾈ 屋で有 名 な伊根町から
は、廃 校 活⽤に 伴 う地域 活 性化の ア ドバイ ス を求め ら れもし た 。 

4つは⼈材 育成活 動 である 。講 座の開 催 や講師 派 遣を⾏ う。愛知⼤ や 杏林⼤ 、あ るい
は東⼤ の 都市⼯ 塾 との連 携 セミナ ー も実施 。 最近で は 市町村 職 員や地 ⽅ 議会議員を相
⼿に出 版 社主催 の 「廃校 活 ⽤のノ ウ ハウ」 講 座など を 重ねて い る。ち な みに都市⼯塾
は、NIRA理事で あ った澤 井 安勇代 表 が主宰 す るもの だ 。 
 
新しいライフスタイルが作るもうひとつの地⽅⾃治 

こうし た 地域活 動 を通じ て 最近、 改 めて下 河 辺御⼤ の 慧眼に 気 づかさ れ ることがあ
る。とく に ⼈⼝1000⼈前後 と いう⽇ 本 でもっ と も⼩さ な ⾃治体 の 連携運 動（「⼩さな
村g7サミ ット」 2） ）を調査 した際 の ことで あ る。そこ には「消 滅⾃治 体 」などと 喧伝
される 弱 者の姿 な どなく 、 地域の 暮 らしぶ り は元気 な のだ。 往 来こそ 静 かではあるが
⼈々に は ⼒強さ さ え漂う 。 なぜか 。 そこに は 既存の 地 ⽅⾃治 的 価値観 で ある、定住⼈
⼝（住 ⺠ 票）⾄ 上 主義な ど に拘泥 し ない、 も うひと つ のライ フ スタイ ル の模索がある
のだ。都会 を離れ 、⼭ 村で6次産 業によ る 特産物 づ くり等 に 向かう 、あ るUターン 者は
⾔う。 「 何とし て も⼈⼝ を 増やさ ね ばとい う ムリな ど しない 。 ⾃然と 親 しみ、時々都
会の⼈ と の交流 が ある。そ れ でいい の ではな い か」。近隣 ⾃治体 と の合併 を 拒み、「⽔
と⼟」 を ⽣命と し ⾃らで ⽣ き抜く こ とを選 択 したと い う「矜 持 」さえ ⾒ えるの だ 。 

そうい え ば、国 ⼟ の根源 と して「 ⽔ と⼟」 の ⼤切さ を 指摘し て きた下 河 辺御⼤。そ
の視座 を 、ひょ っ とした ら これら ⼩ さな村 の 新しい 暮 らしぶ り は再確 認 しようとして
いる 。そん な議論 を 呼び起 こ すほど 、今 も下河 辺DNAは私た ちに深 く 染み込 ん でいる
のだ。  

 
 
1） 「 ⼈ ⽣ 80年 の 社 会 シ ス テ ム の 構 築 」 は 、 NIRAの 研 究 領 域 「 ⼈ 間 環 境 」 の 総 合 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト

と し て 設 定 さ れ 、1981〜 1985年 に 実 施 さ れ た 。熟 年 シ ン ポ ジ ウ ム も そ の ⼀ 環 と し て 、NIRA主 催
で 3回 に わ た り 開 催 さ れ た 。  

2）7つ の 地 ⽅ か ら ⼀ 番 ⼩ さ な 村 が 集 ま る サ ミ ッ ト 。北 海 道（ ⾳ 威 ⼦ 府 村 ）・東 北（ 福 島 県 檜 枝 岐 村 ）・
関 東（ ⼭ 梨 県 丹 波 ⼭ 村 ）・ 近 畿（ 和 歌 ⼭ 県 北 ⼭ 村 ）・ 中 国（ 岡 ⼭ 県 新 庄 村 ）・ 四 国（ ⾼ 知 県 ⼤ 川
村 ） ・ 九 州 （ 熊 本 県 五 ⽊ 村 ） 。 https://small-vill-g7summit.mystrikingly.com/ 
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斜⾯地居住を考える〜都市再⽣の現場から〜 

 
  檜槇貢（元⻑崎国際⼤学特任教授、させぼ⼭⼿研究会理事⻑） 

 

模索の都市再⽣ 
都市再 ⽣ が模索 さ れてい る 。⼈⼝ 減 少社会 で の都市 の あり⽅ が 問われ て いることで

もある 。 ⼈⼝の 増 加と産 業 の拡⼤ 、 都市的 交 流の中 で 育まれ た のがわ が 国の都市形成
だった 。 その終 末 を越え て 、新た な 時代に ⼊ った。 現 象とし て は、⼈ ⼝ の減少と産業
の情報 化 、集約 化 が起き て いる。 そ れと並 ⾏ して都 市 施設の ⽼ 朽化と 機 能の拡散化も
⽣じて い る。そ の 対応と し て「再 ⽣ 」が語 ら れてい る 。だが 、 そのコ ン テンツは必ず
しも明 ら かでは な い。課 題 として 社 会に浸 透 してい る わけで も ない。 こ れまでとはや
り⽅が 違 うので は ないか 。 そんな 政 策的関 ⼼ が広が っ ている 。  

 標準 、 平均、 集 権、管 理 された 競 争がこ れ までの ⼀ 般的都 市 におけ る 都市整備の道
筋だっ た 。都市 化 、都市 型 社会と い うキー ワ ードで 都 市的⽣ 活 基盤が つ くられたのも
その流 れ にあっ た 。都市 再 ⽣はそ の 次のス テ ージな の かもし れ ないが 、 都市型社会の
後継で は ないと い う実感 が ある。 次 にふれ る 斜⾯地 か らの脱 ⾛ のよう な ⼈⼝流出を⾒
てしま う と、地 域 特性に 合 った尖 っ た対応 が いるの で はない の か。そ ん な思いにから
れてし ま う。  

公⺠連 携 が多⽤ さ れるよ う になっ た が、こ れ もまた 標 準、平 均 、集権 、 管理された
競争の 枠 組みの ま まであ っ て、再 ⽣ の対応 ⼒ になっ て いない 。 ⾃治体 ⼒ を前提とした
創造的 独 ⾃性と 分 権によ る 現場重 視 による 実 践とし て の政策 ⽂ 化が担 保 される必要性
が痛感 さ れる。 ま た、同 時 に対象 地 域にお け る住⺠ の 暮らし を 基調と し た社会的責任
もなく て はなら な い。  

都市再 ⽣ に向け て の⼤き な 阻害要 因 は、縦 割 り⾏政 を もたら す 社会に あ る。私たち
の社会 シ ステム の ジャン ル や専⾨ 性 は縦割 り を作ら れ 、展開 さ れてい る 。社会インフ
ラの道 路 、上下 ⽔ 道、住 宅 、電気 、 建築、 ソ フトシ ス テムの 教 育、福 祉 、産業等に分
割され 、 政府の 部 局も分 断 されて い る。縦 割 りは政 府 省庁部 局 だけで は なく、わが国
の社会 は いわば ⾻ の髄ま で 縦割り な のであ る 。総合 性 、計画 性 はそれ ら をつなぎ合わ
せ新た な ものに す るもの だ が、そ う なって い ないの が 現状で あ る。そ の 次元を前提に
する限 り 、都市 再 ⽣は⼗ 分 な成果 を 出し切 れ ない。 都 市再⽣ は 都市の 現 場サイドの暮
らしを 政 策に結 び つける と いう、 い わば暮 ら しから 政 策への 反 転によ っ て実現できる
のでは な いか。 そ れが平 ⾯ の都市 で はなく 、 斜⾯都 市 を構成 す る地域 に なれば、その
対応の 必 要性は よ りはっ き りとす る 。  

 

斜⾯地居住から逃げる 
 斜⾯ 都 市の現 場 の具体 的 な姿に ⽬ を向け て みよう 。 斜⾯地 か らの⼈ ⼝ が流出してい
る。住 宅 更新が 進 まない の だ。⽼ 朽 ・空き 家 や空き 地 が増え て いる。 結 果として、低
未利⽤ 地 といわ れ る斜⾯ 地 が増え て いる。 都 ⼼部斜 ⾯ 地の空 き 地の多 い 場所は戦後す
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ぐ現れ た 廃墟に 似 ている 。  

こ れ が ⼈ ⼝ 減 少 の 具 体 的 な か た ち の ひ と つ と
いうこ と だ。理 由 はさま ざ まであ っ て、そ の ⾵景
は都市 の 荒廃を 印 象づけ る。コンパ ク ト・ア ンド・
ネット ワ ークと い うキー ワ ードが 国 交省か ら 提案
されて い る。こ の メッセ ー ジは都 市 機能の 流 動化
対応を 求 めてい る だけで あ って、 都 市の再 ⽣ に⼗
分な⼒ に なり得 て いない 。 ⻑崎県 で ⾔えば 、 ⻑崎
市と佐 世 保市で 斜 ⾯地か ら の⼈⼝ 流 出が顕 著 にな
ってい る 。かつ て の郊外 化 のよう な 動きを ⾒ せ、
周辺部 や 隣接⾃ 治 体に流 出 してい る 。斜⾯ 地 の都
⼼部か ら ⾞道に ⾯ した区 画 化され た 郊外へ 、 ⼈と
機能が 逃 げ出し て いる。 都 市の縮 減 とは逆 の 都市
拡⼤に 向 かって い るとさ え 感じら れ る。周 辺 部で
の宅地 開 発や都 ⼼ 部での マ ンショ ン 整備は 、 ⼈⼝
減少社 会 の下で 斜 ⾯地居 住 者を流 出 させて い ると
いうこ と だ。そ も そも斜 ⾯ 地は居 住 地とし て 選ば
れる場 所 であっ た 。わが 国 の近代 化 に⼤き な 役割
を担 っ た のが 海 外 に開 か れ た港 湾 都 市で あ る 。エ
キゾチックが売りの都市でもあって、港の機能とそ
れを⽀える居住等の機能を⼀体的に進めたものだ。 
斜⾯地に⽯垣等を修築しながら港の⾒える居住地を、そして坂道と階段を使った丘陵部
と港との⼀体感をつくり上げた。斜⾯都市の特性については以下の要素が⼀般的である。 
 

 

 

 

 

 

 

 40年 前 に ⻑ 崎 市 で 死 者 ・ ⾏ ⽅ 不 明 者299名 の 「1982年 ⻑ 崎 ⼤ ⽔ 害 」 が 起 き て い る 。
斜⾯地 の 市内中 ⼼ での⼟ 砂 崩れに よ る⼤災 害 だった。⻑ 崎市は 市 制100周年 事業（1989

年）と し て、国 連 地域開 発 センタ ー との共 同 により 「 国際斜 ⾯ 都市会 議 」を開いた。
当時の 多 くの百 周 年都市 が 博覧会 開 催に興 じ ていた こ ととは 対 照的な 動 きだった。こ
の国際 会 議は世 界 史的観 点 から斜 ⾯ 都市の 構 造と機 能 をとら え 直し、 変 わることので
きない 斜 ⾯都市 の かたち と 都市づ く りのあ り ⽅を⽬ 指 すもの だ った。 世 界の研究者・
⾃治体 関 係者と と もに、 国 内の港 湾 都市の 担 当者も 参 加した 1）。  

 この 国 際会議 は この１ 回 だけで 終 わって い る。そ れ でも国 内 の斜⾯ 都 市間の連携は
続けら れ たもの の 、都市 論 として 発 展させ る ことが で きたわ け ではな い 。⻑崎市では
斜⾯地 の 防災や 事 故防⽌ を 踏まえ な がら、斜 ⾏ エレベ ー タの設 置、乗り合 い タクシー、

 
 

 
（ 上 ） 長 崎 市 の 斜 面 地 に 張 り 付 く 住 宅  

（ 下 ） 長 崎 市 内 の 空 き 家 と 空 き 地  

（ 斜 面 地 ・ 空 き 家 活 用 団 体 つ く る  

 岩 本 諭 氏 か ら 提 供 ）  

＜斜⾯ 都 市の特 性 ＞  
①  斜 ⾯ 地 に 都 市 機 能 を 備 え て い る  

②  平 坦 な 中 ⼼ 市 街 地 か ら 斜 ⾯ に 都 市 機 能 が 連 坦 し て い る  

③  斜 ⾯ の 傾 斜 度 が お お む ね 10％ 〜35％ （6 度 か ら 25 度 ） 程 度  

④  斜 ⾯ の 特 性 を ⽣ か し た 景 観 が 形 成  

⑤  坂 の あ る 街 な ど 、 斜 ⾯ 特 有 の 地 域 ⽂ 化 を 形 成  
（ 出 典 ： エ ン ジ ニ ア リ ン グ 振 興 協 会 「 ⾼ 齢 社 会 と 斜 ⾯ 居 住 」 1994 年 3 ⽉ か ら 筆 者 作 成 ）  
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共同駐 ⾞ 場、⾼ 齢 者や障 が い者へ の 移動⽀ 援 の設備 、 ごみ捨 て や宅配 サ ービス⽀援、
独居⽼ ⼈ ⾒守り 、 空き家 対 策が⾏ わ れてい る 。横須 賀 、神⼾ 、 尾道等 の 斜⾯都市にあ
っても 同 じよう な 対応で あ った。 ど のよう な 都市で あ っても 斜 ⾯地か ら の⼈⼝と機能
流出は ⽌ まって い ない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾞道という魔術 
 佐 世 保 市 に お い て 1999年 度 か ら 傾 斜 ⾓ 10度 以 上 の 斜 ⾯ 地 の 密 集 市 街 地 環 境 整 備 が
⾏なわ れ た。事 業実 施に当 た って、旧市 街地の4地 区を対 象 にモデ ル が選定 さ れた。佐
世保港 を 囲む斜 ⾯ 地から 選 ばれた 。 事業は 斜 ⾯地を 縦 ⾛する ⾞ 道整備 だ った。調査開
始 か ら8年 で 事 業 計 画 が 策 定 さ れ 、10年 ⽬ に 事 業 着 ⼿ さ れ た 。 幅4ｍ か ら6ｍ の 道 路 を
公共事 業 として 整 備する も のだっ た。それか ら10年の事業 期間（2017年度）で の整備
はモデ ル 事業1路線 のみで あ って、他の3路線の整 備は計 画 の29％か ら42％に すぎな か
った。 こ の事業 に 厳しい 事 業評価 が 下され 、 事業⼿ 法 の⾒直 し となっ た 。  

 この ⾒ 直し後 も ⾞道化 事 業とい う 考え⽅ は 変えて い ない。 そ れまで の ⾞道化と異な
るのは 、 既成の ⾞ 道イメ ー ジにこ だ わらな い ことだ っ た。斜 ⾯ 地の道 の 機能を活⽤す
る発想 だ った。 つ まり、 ⾥ 道、公 衆 ⽤道路 、 通路、 ⽔ 路、市 有 施設、 寄 付⽤地を⾞道
資源と み なし⾞ 道 化を進 め ること だ った。 敷 地に⾞ を 横付け で きる（ あ るいは敷地近
くに駐 ⾞ できる ） 道路事 業 が貫か れ た。都 市 には⾞ が 必要だ と いう⾞ 社 会のいわば常

図 傾斜度 15％以上と 20％以上の DID 面積の上位 20 都市  

 
出 典 ： 西 沢 明 「 日 本 の 斜 面 都 市 の 別 紙 3 主 な 都 市 の 人 口 集 中 地 区 （ DID） の 傾 斜 度 マ ッ プ か ら  

（ 財 団 法 人 日 本 開 発 構 想 研 究 所  2010 年 2 月 ）  

表 坂道居住に係わる課題と取り組み動向 

課題 取り組み 主体イメージ 
建物・敷地更新 空き家対策等、道路の指定と整備、住宅の共同

建て替え 
市役所が中⼼ 

移動⽀援・交通 斜⾏エレベータ等の移送機器、⽚道定期券、乗
り合いタクシー、共同駐⾞場 

県庁・市役所等が主
体 

⽣活⽀援 ごみ捨て援助、福祉サービス、ドクターネッ
ト、宅配サービス、階段の⽩線引き 

⺠間・ボランティア 

防災・事故防⽌ 初期消⽕⽤具、⾃主防災隊、独居⽼⼈の⾒守り 市⺠団体等 
出 典 ： 兒 島 有 紀 「 斜 面 市 街 地 に お け る 取 り 組 み か ら み た 居 住 地 と し て の 持 続 可 能 性 に 関 す る 研 究 」

https://www.hues.kyushu-u.ac.jp/education/student/pdf/2013/2HE12006E.pdf  
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識に従 っ た⾞道 づ くりに よ る斜⾯ 地 の都市 再 ⽣が進 め られた 。 この事 業 の完成まで⼈
は斜⾯ に 留まっ て いるだ ろ うか。都⼼ 部に近 い 場所な の に地価 は ⼤きく 下 落している。
⾞道化 に よって 地 価は適 正 なもの に 回復す る のであ ろ うか。 ⾞ 道によ る 都市再⽣とい
う魔術 が 跋扈し て いるよ う に思え て ならな い 。  

階段や 坂 道を歩 い て⽣活 す ること を 中⼼と す る社会 を 再⽣す る 。⼈間 重 視の社会で
あって 、 近隣関 係 の再⽣ に よるコ ミ ュニテ ィ ―の再 ⽣ が鍵に な るとい う 発想をとりえ
ない現 実 を⽬に し ている 。  

 

斜⾯暮らしの再発⾒ 
この3年ほ ど斜⾯ 社 会を観 察 してき た。佐世保 市 峰坂町 、⽩ 南⾵町 、⼩ 佐世保 町 など

の都⼼ 部 の住宅 地 である。例 えば、斜 ⾯ 居住者 の ⾼齢⼥ 性 はまち に 向かう に 場合にも、
まちか ら 帰宅す る 際にも 、 斜⾯を 降 りると い う⾏動 を してい る 。この エ リアは都⼼部
までの 近 い場所 な ので、 中 ⼼商店 街 への移 動 は歩⾏ で すむ。 商 店街か ら の帰りは定時
制の⾼ い 循環バ ス に乗り 居 住地よ り 上の停 留 所を使 う 。この ⾼ 齢⼥性 な りの居住習慣
であっ て 、斜⾯ 地 ⽣活で の 負荷の 少 ない活 動 だ。斜 ⾯ 地は登 る ⽣活の 負 荷のある暮ら
しを想 い がちだ が 、現実 は そうで は ない。  

⻑崎市 の 県⽴⻑ 崎 東⾼校 の ことだ が 、⾼台 に ある校 舎 への通 学 はバス が 多い。通学
定期を 登 校だけ で も購⼊ で きる。 通 学の⾏ き はバス を 使い、 帰 りは坂 道 を歩く。斜⾯
地を活 ⽤ すると い うこと は 平地に は ない⽣ 活 上の⼯ 夫 がある と いうこ と だ。  

⻑崎市 の 斜⾯地 に おける 南 ⼭⼿地 区 という エ リアに 「 斜⾯地 ・ 空き家 活 ⽤団体つく
る」と い う市⺠ 活 動集団 が ある。 リ ーダー の 岩本諭 さ んは、 ⻑ 崎⼤学 の 学⽣時代にこ
の エ リ ア で 活 動 を 始 め て8年 に な る 若 者 で あ る 。 斜 ⾯ 地 の 築75年 で10年 ほ ど の 空 き 家
を借家 と して住 み ながら 、 若者と 近 隣の⼈ 々 との交 流 を進め る 「つく る 邸」を発⾜さ
せ運営 し ている 。 この斜 ⾯ 地・空 き 家活⽤ 団 体は、 地 域のつ な がりを 重 視しながら、
かつて 存 在した 付 き合い を ⼤切に 進 めてい る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼥性た ち が参加 し ている 地 域社会 の 頼⺟⼦ 講 、放置 さ れてい た 空き地 を 花畑として
再⽣し た「はな広 場」、旧⼩学校 区内に お ける季 節 の祭り へ の参加 に ついて 語 ってくれ

図 長崎市斜面地再生に向けた活動のイメージ  

 
出 典 ： 岩 本 諭 「 斜 面 地 ・ 空 き 家 活 用 団 体 つ く る  活 動 紹 介 資 料 」  

（ 第 3回 佐 世 保 市 都 市 再 生 協 議 会 2022年 3月 23日 で の リ モ ー ト 報 告 ） か ら  
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た。そ れ まで失 わ れてい た 斜⾯地 の 暮らし と 、住⺠ と しての ⾃ 然との つ ながりをつく
り出し て いる 2）。先 にふれ た ⾞道整 備 が⾏政 主 導の線 の 対応な の に対し て、この「つく
る邸」 の 試みは 市 ⺠⽣活 の 暮らし を 再⽣す る 点から ⾯ への進 化 の対応 で ある。失われ
ていく 斜 ⾯居住 へ のアプ ロ ―とは 同 じだが 、 その⼿ 法 は道路 整 備とは 逆 のものであっ
て、⼈ が 主役の 地 域社会 や それが 織 りなす 暮 らし重 視 の姿勢 が かいま み える。  

 

次の居住社会へ 
本稿の テ ーマは 都 市再⽣ で ある。 都 市化、 都 市型社 会 として 広 がった 都 市づくりの

次の対 応 であっ て 、縮減 社 会の政 策 である 。 ⻑崎や 佐 世保の 斜 ⾯地は 近 代において挑
戦され た 港湾都 市 のもの で あって 、 それま で の記憶 と して残 さ れた⽣ 活 を引き継ぐも
のでは な いのか と 思う。 つ まり、 そ の地域 な り関係 が あって 、 地形⾯ の 上下関係を含
む住宅 周 辺、町 内 、町内 会 、⼩学 校 区、中 学 校区等 の 重層的 な コミュ ニ ティ―があっ
たもの で 、そこ か らの連 続 性を志 向 すべき だ という こ とであ る 。その 点 では、都市再
⽣はす で に蓄積 さ れた居 住 エリア の ⽣活⽂ 化 からは 逃 れられ る もので は ないというこ
とでも あ る。  

低未利 ⽤ の斜⾯ 地 を観察 し てみる と 、個別 敷 地の所 有 権や利 ⽤ 権に分 断 されより広
いエリ ア での共 有 、共存 の しくみ が 喪失さ れ てしま っ たよう に ⾒える 。 空き家、空き
地の放 置 はある 意 味で権 利 の濫⽤ で あって 、 空間の 私 物化と も いって い いのではない
か。そ れ が⾔い 過 ぎであ る として も 、権利 者 の社会 的 責任の ⽋ 如とい う ⾒⽅からは逃
れられ ま い。  

すでに ふ れた⻑ 崎 市の「 斜 ⾯地・ 空 き家活 ⽤ 団体つ く る」と い う市⺠ 活 動集団によ
る地道 な 試みが 、 新たな 移 住者を 呼 び込み 、 無理の な いかた ち で次の 居 住社会につな
いでい く はずで あ る。同 時 に進め ら れよう と してい る ⾞道化 は 斜⾯居 住 のための移動
インフ ラ なので あ って、 コ ミュニ テ ィ―が エ ンジン と して機 能 するも の である。その
先には 斜 ⾯利⽤ の ロボッ ト 等の技 術 投⼊も 期 待され る 。  

 

最後に 
下河辺 淳 さんの 思 い出を 書 いてお き たい。 思 考を解 き 放ち、 そ こに出 て きたストー

リーで 取 りまと め られ、 い つも納 得 させら れ ていた 。 また、 ⾃ 分流の 考 え⽅の⼤切さ
を教え て いただ い た。たく さ んの指 導 を受け、「 新聞に ⾒ る社会 資 本整備 の 研究」や国
⼟計画 の 構造等 を 学ぶ機 会 をいた だ いた。 下 河辺さ ん は、国 ⼟ 計画と 国 ⼟政策の違い
は、前 者 は国の も のだが 、 後者の 国 ⼟政策 は 基本的 に は個⼈ の もので あ って、⼈の数
だけ政 策 論があ る と⾔わ れ た 3）。本 稿 もそん な ⾓度か ら の論と し てまと め た。  

 
1）⻑ 崎 市・国 際 連 合 地 域 開 発 セ ン タ ー「 国 際 斜 ⾯ 都 市 会 議：論 ⽂ 集 」1990年 11⽉ 。こ の 論 ⽂ 集 は 芦

原 義 信 ⽒ の 基 調 講 演「 斜 ⾯ 都 市 の 美 学 」か ら 始 ま り 、「 坂 の 街 に く ら す 」「 坂 の 街 を つ く る 」「 坂
の 街 を い か す 」 「 総 括 」 の 5章 構 成 に な っ て お り 、 「 国 際 斜 ⾯ 都 市 会 議 ─ ⻑ 崎 ア ピ ー ル ─ 」 で 閉
じ て い る 。  

2）斜 ⾯ 地・空 き 家 活 ⽤ 団 体 つ く る「 ⼭ ⼿ の 暮 ら し 〜 坂 と 港 の ま ち  浪 の 平 か ら ⾒ え る も の 〜 」2022
年 4⽉ 参 照 。 ま ち を 紹 介 す る 地 域 社 会 の PR誌 と な っ て い る 。  

3） 下 河 辺 淳 『 戦 後 国 ⼟ 計 画 へ の 証 ⾔ 』 ⽇ 本 経 済 評 論 社 、 1994年  10ペ ー ジ 参 照  
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「  
   

 
 

冗談亭⽇常・下河辺さんのことなど 
中⾕健太郎（由布院の百年・編集サロン代表） 

 
 あんなに偉い⽅を＜下河辺さん＞とお呼びする私の「不遜」について… 
 下河辺さんのことを書くようにと、アーカイヴスの島津千登世さんから連絡
をいただいて、お懐かしや、⼩野寺浩様*の顔が浮かびました。 
 そこで「⼩野寺様」と書いて⾒たんだけど、うーむ、それで良いのだけれど、
お会いする時はやっぱり「⼩野寺さん」じゃなあ、と思ってしまうのです。 
 下河辺さんもそうですねえ、⽂字に書く時は「下河辺様」であり「下河辺先
⽣」であるのだけれど、「思い出」はやっぱり「下河辺さん」じゃなあ…。これ
はなかなか「⼤事な問題である」と思うのだけれど、ここでは省略…。 
 
 ⼩野寺さんの「お仕事」や「役職」についてはあまり知りません、下河辺さ
んのお仕事も同じくです、だけど「雰囲気」というか「お⼈柄」は、まざまざ
と思い出すのです…不思議…。 
 
 ある晴れた⽇に、東京時代に御縁をいただいた⼩野寺さんが、九州のわが家
の前に⽴っておられた。「阿蘇からこの辺りまで‶国⽴公園″を担当すること
になってねぇ」…それは嬉しい、驚いた、よろしくどうぞ、ということで「町
づくり」の話になったように思います。 
 
 その頃私は、平松守彦⼤分県知事の「⼀村⼀品運動」の翼に乗って、先頭を
⾶ぶか、後ろを追うかの毎⽇で、まあ「クレージーな⽇々」を送っておりまし
た。その夜ですよ、「上流⽂化圏」の話が出たのは、確か…。 
 
「由布院盆地」の町づくりじゃあ、スケールが⼩さい。由布連⼭の⼭脈から流
れ出る⼤⼩の河川の、中流・下流の村・町・村に関わる話にしなきゃあ…「上
流を守ってこそ、中流・下流の暮らしが成り⽴つ」という流れで「上流⽂化圏」
の話になったんじゃなかったかなぁ？ 
 
 それから間も無く「地域開発セン
ター」の岡崎さんだったっけ、から
連絡をいただきました。「下河辺さ
んが、⼭梨の早川町で‶シンポジウ
ム ″ を 開 く 、 そ れ に 参 加 し て ほ し
い、テーマは『上流⽂化圏…』」。お
っと、ビックリ…。 
 
 
 

Special Essay 

 
由 布 院 ・ 津 江 の 風 景 （ 画 ： 中 谷 健 太 郎 ）  

*⼩ 野 寺 浩 ⽒ は 元 環 境 省 ⾃ 然 環 境 局 ⻑ 、 現 屋 久 島 環 境 ⽂ 化 財 団 理 事 ⻑  
**財 団 法 ⼈ ⽇ 本 地 域 開 発 セ ン タ ー の 岡 崎 昌 之 ⽒  
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 主催は早川町⻑の辻⼀幸さんであったと思うのですが、テーマは「上流⽂化
圏」で、わが友・内⼦のブンシュクさんや、⼩布施のイチムラさん、浪合のヨ
ウヘイさん***も参加するとのこと…ウーム、合点ッ。 
 カメラと、レコーダーと筆記具を鞄に詰めて、⼤分空港から⾶び発ちました。 
列⾞、タクシーを乗り継いで、早川町に着いたのは⼣刻、町は分厚い⾬雲に覆
われておりました…端折りましょう。 
 
「シンポジウム」の会場は、⼤きな神社の杉の樹の下で、聴衆は多かったけれ
ど、卓話は顔⾒知りの4〜5名で、正⾯の⼤杉の下に下河辺宮司が端然と座って
おられた（国⼟庁から⺠間に移られた頃じゃなかったか？）。 
 シンポジウムの内容は、まるで覚えておりません、いや、⼆つの事を覚えて
おる。 
 ⼀つは「録⾳・録画・筆記具」等は、すべて事務局に預けること、各⼈は記
録しない、「この⽇・この場の⼀回勝負」ということでした、確か…。 
 ⼆つは「事務局に残された記録」を10年後に開陳して、その時点で皆さんに
「10年という時間の経過を考えてもらう」というものでした。 
 この⼆つの仕掛けに、ワシは⼤いに感動したのです（…さすが）。だけど、そ
の後、それほどでもなくなりました、なぜか？ 
「その場の発⾔を記録するな（なぞるな）」という条件に「場の緊張」は⼤いに
上がったし、鋭い意⾒も出た…のですが、うーむ、どこか「⼀発勝負」⾵で、
胸にしみじみと滲みてこなかった。モタモタと⾔い換え、訂正し、相⼿に引っ
張られてフラフラになり、論を⽴て直して曖昧に話を進めるほうが「旨味」が
残るような気がする、歳の所為ですかねえ…。 
 
 さて⼆番⽬の「10年後の御開陳」だけれど、これは「イケマセン」でした。 

その「開陳の会」に出席できなかったワシ
は、CDを送ってもらって、わが家でコッソリ
聴いたのだけれど、まあ、お恥ずかしい内容
でありましたなあ…。 
 ひょっとして10年前に、発⾔の内容の「薄
っぺら」さを⾒通しておられた下河辺さんが
シ ッ カ リ と 仕 組 ん だ シ ナ リ オ で あ っ た か も
知れない、そうとすれば、狙いは⾒事に「的
を射抜いていた」ことになりまする。 

 
 ⾬が次第に⼤粒になって、事務局の⼈たち
が傘を差し掛けてくれる中で、シンポジウム
は続けられました。⼤きな杉の樹の下に、悠
然と座っておられた下河辺さんの「お顔」が
⾒事じゃった…。 
 
 

Special Essay 

 
亀 の 井 別 荘 ・ 庄 屋  

（ 画 ： 中 谷 健 太 郎 ）  

***岡 ⽥ ⽂ 淑 ⽒（ 愛 媛 県 内 ⼦ 町 職 員 ）、市 村 次 夫 ⽒（ 株 式 会 社 ⼩ 布 施 堂 代 表 ）、近 藤 陽 平 ⽒（ ⻑
野 県 浪 合 村 住 ⺠ 課 ⻑ ）  ※ 肩 書 は い ず れ も 当 時 。  
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「霊という字は、⾬冠の下に滴がパラ・パラ・パラと落ちて、その下に巫⼥が

⽴っておる容である」と、その時教わったのか、あるいは思い出したのか…そ
んな具合でありました。 
 
 それで下河辺センセは近づき難い、
神々しい⽅であったか、というと、そ
んなことはなかった。数年後に阿蘇で
開かれた「野焼きシンポジウム」…、
⼩野寺さん直轄の「阿蘇国⽴公園」で、
空晴れ渡り、⾵爽やかな春の⽇でした
よ、確か…。 
 
「これだけの⼤草原を、地元の‶牧野組合″や‶消防″で⽕⼊れをして、お守
りするのはムリである。この草原を⼤事に思う⽇本中の、あるいは外国の⼈た
ちにも声をかけて、野焼きの技術や⽅法を覚えてもらい、みんなでお守りして
ゆくのが現実的じゃないか？」 
 そんなお話でした。公園事務所のホールであったか、明るい⼤草原を闊歩し
ながらであったか、下河辺さんと⼩野寺さんの、ワクワクとした「⼦どものよ
うな気配」を覚えています。 
 広いガーデンでランチを⾷べました。下河辺さんが「豚の⽣姜焼き」（だった
と思うんだけれど）を選ばれ、⾷後にお⼆⼈そろって（2〜3⼈がくっ付いて）
草原を闊歩しましたねえ、そんなシーンを覚えておるのですよ、いやあ、楽し
かったなあ…。 
 
 その後、⼤分県の九重⾼原では、町外からの「応援隊」が組織されて「野焼
きの解放」が始まったようですが、わが湯布院町では上⼿くいっておりません。
「消防⼠の⼈員」が減ったこと、野焼きの世話⼈（ベテラン）が⽕に巻かれて
焼死したこと、野焼き参加者への傷害・⽣命保険が厳しく義務付けられたこと、
「市町村合併」が強⾏されたこと…うーむキリがない…⽌めましょう。 
 
「下河辺さんの思い出」などと、⽣意気な題材で書かせていただいておる理由
は、昔懐かしの⼩野寺さんの登場と、島津さんからの依頼、それにワシが尊敬
してやまない中村桂⼦センセが、下河辺さんを「尊敬申し上げる」と書いてお
られたからです。 
 
 中村センセ申さく、タコには「脳の神経の多様性をつくり出す遺伝⼦（プロ
トカドヘリン）が、ヒトの３倍近くもある…タコは凄い」…。 
 

蛸壺や 儚き夢を 夏の⽉ 芭蕉（下河辺先⽣・詣る） 

Special Essay 

 
由 布 岳 の 野 焼 き 風 景 （ 写 真 ： 山 田 脩 二 ）  

※ ⼩ 野 寺 浩 ⽒ 、 中 村 桂 ⼦ ⽒ の 寄 稿 は 、 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス ・ レ ポ ー ト Vol.17「 相 ⽣ 相 剋 ―
⼈ 、 ⾃ 然 そ し て 国 ⼟ 」 に 収 録 さ れ て い ま す 。  
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データで⾒る、下河辺淳と「地域」のかかわり 

 
島津千登世（「下河辺淳アーカイヴス」アーキビスト） 

 

「下河 辺 淳アー カ イヴス」（ 以下ア ー カイヴ ス）所蔵資 料 の登録 総 点数は、2022[令和
4]年6⽉ 現 在で8,597点で ある 。こ のう ち「 地⽅ ・地 ⽅都 市、 地域 開発 」に 関係 す る 資
料はど の くらい あ るのか に ついて 、 集計デ ー タから 読 み解い て みたい 。 なお、以下の
集計に 当 たって は 関連資 料 （下河 辺 ⽒の⽒ 名 や発⾔ 内 容等の 記 載はな い が、⽒が付帯
して保 存 してい た ⽂献や 資 料）1,227点を除 く 、7,370点を対象 と した。  
 
分野分類別にみる地域とのかかわり 

アーカ イ ヴスで は 、資料 ご とに「 年 代」「役 職 」「資料 形 態」「発 表 ⽅法」「 分 野」の
5つの分類 を付与 し ている。このう ち「分野」に ついて は22項⽬を設 定（表1）し、⼀
資料に 対 して2分野 までの 選 択を可 能 として い る。これ は 、下河辺 淳 ⽒の活 動 内容が多
岐にわ た り、1分 野 への絞 り 込みが 困 難であ っ たこと に よる。例え ば、全 総計 画のテー
マで⾼ 齢 化社会 や ジェネ レ ーショ ン 、⼈⽣ に おける 価 値観に ⾔ 及する 。 国⼟を語ると
きに、 縄 ⽂時代 か らの⽇ 本 の歴史 に さかの ぼ り、⽔ 系 や森林 と ⼈間の 暮 らしのかかわ
りを説 く 。企業 と ⽂化を つ なぎ合 わ せ、国 際 関係か ら シンク タ ンク論 を 展開する。⼈
⽣80年70万時間 構 想から 地 域の将 来 像を 、熱帯 ⾬林の ⽣ 態シス テ ムから 次 代の経 済シ
ステム を 提⾔す る 、とい っ た具合 で ある。  
 第1分野・第2分野 を合わ せ た延べ 数（ 合計10,784点）で 集 計した 結 果は、図1の通り
である。「 地⽅・地⽅ 都市、地域 開発」に分 類した 資 料は2,035点と全 体 の2割弱を 占め
ており、「 国⼟論 、国 ⼟開発・計 画」と「都 市、⾸ 都、東京」を⾜ し合わ せ た点数 よ り
も多い。ア ーカイ ヴ ス所蔵 資 料が、総 合 研究開 発 機構（NIRA）時代（1979〜1991年）、
東京海 上 研究所 時 代（1991〜2002年）で全体の 7割を超え ている こ ともあ る が、NIRA
理事⻑ 就 任以降 、 積極的 に 地⽅に 出 向き、 地 ⽅をテ ー マに活 動 の幅を 広 げたとみるこ
ともで き る。  

表1 分野別分類  

国 ⼟ 論 、 国 ⼟ 開 発 ・ 計 画  社 会 論 、 未 来 論 、 歴 史 ・ 伝 統  
都 市 、 ⾸ 都 、 東 京  価 値 観 、 ラ イ フ ス タ イ ル  
地 ⽅ ・ 地 ⽅ 都 市 、 地 域 開 発  ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン 、 ジ ェ ン ダ ー 、 家 族  
⼟ 地 、 建 築 、 住 宅  情 報 、 メ デ ィ ア 、 ネ ッ ト ワ ー ク  
災 害 、 防 災  科 学 、 技 術  
経 済  ⽂ 化 、 デ ザ イ ン  
企 業 、 経 営  ⽣ 活 全 般  
産 業  シ ン ク タ ン ク  
交 通  政 策 、 政 治 ・ ⾏ 政  
⾃ 然 、 環 境 、 エ ネ ル ギ ー  ⼈ 物 、 ⼈ 物 評  
国 際 関 係 、 世 界 、 ⺠ 族 、 宗 教  そ の 他  
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 さら に、「地 ⽅ ・ 地⽅ 都 市 、地 域 開 発」 に 分 類し た2,035点 につ い て、 地 ⽅ 別の 分類
を試み た。地⽅区 分 は7地⽅区 分とし 、沖 縄は別 区 分とし た。また特 定 の地⽅ を 対象と
せず、 広 く⽇本 全 国に及 ぶ 内容に つ いては 「 地域・ 地 ⽅全般 」 という く くりとした。 

下 河 辺 ⽒ は 復 帰 前 か ら 沖 縄 の 振 興 開 発 計 画 に か か わ っ て お り 、 第 3代 の 知 事 を 務 め
た ⻄ 銘 順 治 ⽒ と の パ イ プ も あ り 、 沖 縄 と の 縁 は 深 い 。 1995年 9⽉ の 在 沖 ⽶ 軍 海 兵 隊 員
に よ る 少 ⼥ 暴 ⾏ 事 件 に 端 を 発 し た ⽶ 軍 基 地 問 題 を め ぐ っ て 、 1996年 4⽉ ⽇ ⽶ 両 政 府 が
普天間 基 地返還 に 合意す る も当時 の 橋本内 閣 と⼤⽥ 県 政との 溝 は埋ま ら ず、橋本⿓太
郎総理 と ⼤⽥昌 秀 県知事 の 双⽅か ら 要請さ れ 、下河 辺 ⽒はそ の 調整役 を 担った。この
時の調 整 にかか る 資料に つ いては 沖 縄県公 ⽂ 書館に 寄 贈して お り、現 在 同館にて「下
河辺淳 ⽂ 書」と し て公開 さ れてい る 。この よ うな経 緯 も踏ま え 、沖縄 に ついては別区
分にす る ことと し た。  
 図を み ると、 各 地⽅と も それほ ど 偏りな く 活動し て いるこ と がわか る 。近畿地⽅が
やや多 い のは、 下 河辺⽒ が 阪神・ 淡 路⼤震 災 復興委 員 ⻑を務 め 、神⼾ の 復興まちづく
りに関 す る活動 が 集中し た ことに よ る。  
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国土論、国土開発・計画
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地方・地方都市、地域開発

土地、建築、住宅

災害、防災

経済

企業、経営

産業

交通

自然、環境、エネルギー

国際関係、世界、民族、宗教
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図1 分野分類別にみる登録点数の内訳
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資料形態別にみる地域とのかかわり 
 資料 形 態の分 類 は表 2 のとおり で ある。  

表 2 資料形態別分類  

図 書  ⾃ 筆 メ モ ／ 構 想 メ モ （ 下 河 辺 淳 ⽒ ）  
逐 次 刊 ⾏ 物 （ ⼀ 般 雑 誌 ）  原 稿 （ 下 河 辺 淳 ⽒ ）  
逐 次 刊 ⾏ 物 （ 機 関 紙 /誌 ）  書 簡  
逐 次 刊 ⾏ 物 （ 新 聞 ）  シ ン ポ ジ ウ ム ・ 会 議 の 記 録 ・ 資 料 /企 画 書  
逐 次 刊 ⾏ 物 （ ⾏ 政 資 料 等 ）  ⾏ 政 資 料 等  
逐 次 刊 ⾏ 物 （ 研 究 報 告 書 /記 録 集 等 ）  写 真 /ビ デ オ /カ セ ッ ト テ ー プ /CD・ DVD 
逐 次 刊 ⾏ 物 （ ⼩ 冊 ⼦ /パ ン フ レ ッ ト 等 ）  Web 掲 載 記 事  
逐 次 刊 ⾏ 物 （ そ の 他 ）  そ の 他  

  
このう ち 逐次刊 ⾏ 物の割 合 は全体の 7 割を占め ており、中 でも新 聞 は全体 の 約 4 割

となっ て いる 。そ こで 、逐 次刊⾏ 物（新 聞 ）の内訳 の 集計を 試 みた（図 2）。全 体の 5
割強が 全 国紙で 占 められ て るもの の 、地⽅ 紙 も 3 割を 超えて お り、露 出 が多い ことが
うかが え る。  
 ま た 発 表⽅ 法 別 分類 で み ると 、7,370 点 のう ち⼝ 頭 発 表に 該 当 する 資 料 が全 体 の 約
3 割で、講 演が最 も 多い（図 3）。  
 
 最後 に 「地域 に おける 下 河辺⽒ の 主な講 演 活動」 を 時系列 に まとめ た 。地⽅の魅⼒
を引き 出 し、そ の 独⾃性 を 尊重し ⾃ ⽴を促 し た、下 河 辺⽒の 多 彩な⾜ 跡 をたどること
ができ る 。 
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沖縄

9.5%

地域・地方全般

15.4%

図2 地方別にみる登録点数の割合
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図3 資料別分類（逐次刊行物／新聞）の内訳
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図4 発表方法分類別（口頭発表）の内訳
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地域に お ける下 河 辺淳⽒ の 主な講 演 活動  
⻄暦 

[和暦] 
役職 地⽅都市における主な講演活動 

□シンポジウム、◆講演  (主催)、【開催場所】 
政策関連の動き 

1962 
[S37] 

★8 経済企画庁
総合開発局調査
官 

  ▼10 全国総合開
発計画（⼀全総）
閣議決定 

1963 
[S38] 

  ◆9 「地域開発と新産業都市」((財)東北経済開発センター)
【福島】 

  

1964 
[S39] 

★ 12 同 庁 総 合
開発局調査官 

◆5 「地域開発プランの実態分析」(⽇本経済政策学会第23
回⼤会：研究発表)【⾹川】 

  

1965 
[S40] 

  ◆11 「あすの四国開発」(島根・広島・愛媛・⾼知四区経済
交流懇談会)【愛媛】 

  

1966 
[S41] 

★4 同庁総合開
発局総合開発課
課⻑ 

◆「地域開発の諸問題」【岐⾩】 
◆「地域開発の問題点と市町村計画」【⿅児島】 

  

1967 
[S42] 

  ◆6 「新しい都市問題について」(和歌⼭市)  

1968 
[S43] 

  ◆3 「最近のわが国産業⽴地政策の考え⽅」((財)関⻄経済
研究センター)【⼤阪】 
◆5 「全国総合開発計画の改訂に当って」((社)九州・⼭⼝経
済連合会地域開発問題懇談会) 
◆9 「地域開発と農業問題」(東北農業経済学会) 
◆10 「⽇本列島の⾰命：新全国総合開発計画の⽅向」((社)
岡⼭県政経懇話会第106回例会) 

  

1969 
[S44] 

  ◆3 「新全国総合開発計画と地域開発」(岩⼿県総合開発審
議会) 
◆10 「新全国総合開発計画と都市政策」(第31回全国都市問
題会議)【宮城】 
◆「新全国総合開発計画と神奈川県」(神奈川県地域開発調
査会) 

▼ 5 新 全 国 総 合
開 発 計 画 （ 新 全
総）閣議決定 

1970 
[S45] 

★8 同庁総合開
発局参事官 

◆3 「新全国総合開発計画と周防灘⼤規模総合開発につい
て」(⼭⼝県) 
◆6 「沖縄の⻑期経済開発計画と農業」((財)農政研究セン
ター沖縄部会)【沖縄】 
◆10 「情報化時代の⽇本海地域」((財)⽇本地域開発センタ
ー)【新潟】 

  

1971 
[S46] 

★5 同庁⻑官官
房総合研究開発
調査室⻑ 

◆5 「総合開発の基本構想について」(⼋⼾市) 
◆6 「岩⼿の開発と展望」(岩⼿農林懇話会) 
◆8 懇談会「神奈川県における地域開発の展望」(神奈川県) 
◆8 「三たん地⽅における開発の基本的⽅向について」(三
たん地⽅開発促進協議会)【京都】 
◆9 「⾸都圏開発の展望について」(茨城県地⽅⾃治研究会) 
◆12 「⼈と⾃然の調和」(⽮作川流域問題研究会)【愛知】 

 

1972 
[S47] 

★6 同庁総合開
発局⻑ 

  ▼新全総改訂（沖
縄追加） 

1974 
[S49] 

★6 国⼟庁へ出
向、計画・調整
局局⻑ 

◆9 「国⼟利⽤政策の新展開と森林・⼭村」(静岡県林業会
議所) 

▼6 国⼟庁発⾜ 

1977 
[S52] 

★ 11 国 ⼟ 事 務
次官 

  ▼11 第三次全国
総合開発計画（三
全総）閣議決定 

1978 
[S53] 

  ◆3 「第三次全国総合開発計画と東北」(東北経済連合会) 
□4 「東北の未来」(地域開発シンポジウム「21世紀のふる
さと」/⼭形新聞、⼭形テレビ)【⼭形】 
◆4 「三全総と九州開発」(⻄⽇本政経懇話会⽉例会)【福岡】 
◆5 「今後の地域開発上の課題」((財)北陸経済研究所)【富⼭】 
◆7 「三全総と⽇本海時代―明⽇の新潟の繁栄のために」(新
潟県を豊かにする会)【新潟】 
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⻄暦 
[和暦] 

役職 地⽅都市における主な講演活動 
□シンポジウム、◆講演  (主催)、【開催場所】 

政策関連の動き 

1979 
[S54] 

★ 11 総 合 研 究
開発機構 
[NIRA]理事⻑ 

□6 「三全総とこれからの街づくり―浜松の将来を考える」
(読売経営セミナー/浜松商⼯会議所、読売新聞社)【静岡】 
◆6 「“定住圏構想”と地⽅都市」(東三河開発懇話会)【愛知】 

  

1980 
[S55] 

  ◆2 「地域社会の国際化と開港」(下関市、(社)下関⻘年会議
所) 
◆2 「これからの地域振興の報告」(⻑野県総合開発審議会、
⻑野県)  
◆5 「ʼ80年代の地域問題」((社)地域問題研究所10周年記念
講演会)【愛知】 

  

1980 
[S55] 

  ◆7 「第⼆次沖縄振興開発計画策定に向けて」(沖縄県) 
◆10 「定住構想と地域開発」(帯広圏研究学園都市建設協議
会)【北海道】 
◆10 「三全総と流域圏」(第1回流域問題研究会/流域問題研
究会)【愛知】 

  

1981 
[S56] 

  □8 シンポジウム「⽇本の中の北海道」(北海道新聞社)  
◆11 「⾼齢化社会と地域」((財)北陸経済研究所)【富⼭】 
◆11 「和歌⼭の発展と研究開発機関の役割」((財)和歌⼭社
会経済研究所) 

▼ 三 全 総 フ ォ ロ
ー ア ッ プ 作 業 開
始 

1982 
[S57] 

  □4 基調報告「激動の20世紀に学ぶ」(総合シンポジウム「あ
すの地域を考える広島会議」) 
□9 「これからの地域社会」(オホーツク・シンポジウム)【北
海道】 
◆12 地⽅都市整備のあり⽅についての講演会(津市) 
□12 「沖縄の未来を考える」(沖縄復帰⼗周年記念シンポジ
ウム/沖縄開発庁) 

  

1983 
[S58] 

  □5 「みんなで話そう 21世紀の北九州」(北九州市)【福岡】 
◆9 「関⻄⽂化学術研究都市建設について」(関⻄地区経済
同友会会員合同懇談会)【京都】 
□11 「今後の地域づくりについて」(むらづくり県⺠シンポ
ジウム「これからの群⾺の農村(むら)を考える」/群⾺県) 
□11 「地⽅シンクタンクの役割」(地⽅シンクタンク会議
/NIRA)【⼤阪】 

▼ 7 三 全 総 フ ォ
ロ ー ア ッ プ 作 業
報告発表 

1984 
[S59] 

  ◆1 「地⽅における企画⾏政の在り⽅と第四次全国総合開発
計画に期待するもの」((財)佐賀経済調査協会) 
□1 「雪国の未来社会を考える国際シンポジウム」(国⼟庁、
⼭形県、⼭形市) 
◆2 「⾼度情報社会における地域産業、地域開発」(ニュー
メディア研究会/宮崎県) 
◆5 「21世紀における奈良の役割」((社)奈良まちづくりセ
ンター設⽴記念講演会) 
□5 読売・北海道フォーラム「北海道21世紀への提⾔」(読
売新聞北海道⽀社) 
□8 ʼ84世界湖沼環境会議(滋賀県、国連環境計画、国連⼤学) 
□10 「⼈間・都市・⽂明」(四国広域シンポジウム「明⽇の
四国を考える⾼松会議ʼ84」/⾹川県ほか) 
□10 地⽅シンクタンク会議「地⽅シンクタンクの役割―地
域の国際化の中で」【⼤阪】□11 「海・⼈・まち―21世紀の
⼈間都市をめざして」(海のシンポジウム21」/静岡県ほか) 
□11 「国際化時代のまちづくり」(シンポジウム「国際交流
に果たす名古屋の役割」/名古屋市) 
□11 (財)東北開発研究センター発⾜記念シンポジウム「21
世紀の東北のビジョン―ニューフロンティア東北―」【宮城】 
□11 「⽇本における都市政策の流れと今後の⽅向」(都市政
策フォーラム・in・ひろしま「21世紀への都市戦略を考える」
(広島市ほか)【広島】 
□12 「NIRAフォーラム関⻄第11回『関⻄の国際化』PartⅡ」
【⼤阪】 

▽7国⼟庁防災局
新設 
▼ 四 全 総 ⻑ 期 展
望 作 業 中 間 と り
まとめ 
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⻄暦 
[和暦] 

役職 地⽅都市における主な講演活動 
□シンポジウム、◆講演  (主催)、【開催場所】 

政策関連の動き 

1985 
[S60] 

  □4 「今後の地⽅シンクタンクの役割」(地⽅シンクタンク
協議会設⽴総会)【⼤阪】 
□8 「国⼟と河川」(吉野川治⽔百年記念式典)【徳島】 
□11 「先端技術と地域振興」(ʼ85国際バイオシンポジウム
「バイオテクノロジーと地域振興」/⿅児島県ほか)【⿅児島】 
□11 「いまわが国農村に求めるもの」(「全国むらづくり⼤
会―むらづくりの知恵と進め⽅」/全国農業構造改善対策協
議会、茨城県⽥園都市協会) 
□11 「雪・⼈・まち」(寒地技術シンポジウムʼ85/(社)北海
道開発技術センター) 

▼12 国⼟利⽤計
画（全国計画）（第
⼆次）閣議決定 

1986 
[S61] 

  □1 「地域づくりの新しい展開」(地域政策フォーラム「新
しい明⽇のふるさとを考える」/国⼟庁ほか」) 【茨城】 
◆5 「北陸の未来像―21世紀に向けてどうあるべきか」(北
陸経済連合会昭和61年度定期総会)【⽯川】 
◆8 「関⻄⽂化学術研究都市について」((社)関⻄経済連合
会)【⼤阪】 
□9 「21世紀に向けての地⽅都市」(熊本グリーンサミット
会議/(財)森とむらの会ほか)【熊本】 
□10 「東京300km圏と富⼭の活性化」(シンポジウム「富⼭・
東京論−富⼭と東京300km圏構想」/富⼭県ほか)【富⼭】 
◆11 「国際化と九州」(福岡経済倶楽部、東邦⽣命)【福岡】 
◆11 「地⽅都市の魅⼒」(市⺠⼤学講座/⾦沢市教育委員会) 

▼ 12 国 ⼟ 審 議
会、四全総審議経
過報告 

1987 
[S62] 

  □1 「街づくりの新しい流れについて」(川崎新都⼼街づく
り財団設⽴記念シンポジウム「かわさき新都⼼の街づくりを
考える」/川崎市ほか) 
◆3 「新⽂化⾸都の基本構想に関連して」((社)関⻄経済連
合会ほか) 
◆3 「東北開発の新展開」(東北開発についての懇談会/(財)
東北開発研究センター) 
□8 「⼟と⼈間」(ʼ87あおもり国際⼟壌シンポジウム「⼟と
⼈間―⼟に感謝し⼟を知るために」/⻘森県ほか) 
□9 第⼀回東北会議「いまなぜ東北か―すてるもの、いかす
もの」【宮城】 
◆10 「21世紀⽇本に向けて地⽅の発信―市町村が切り開く
まちづくりの新地平」(「地⽅新時代・市町村シンポジウム」
/川崎市) 
□11 尼崎・川崎まちづくりシンポジウム「都市の再⽣ まち 
ひと 魅⼒」(尼崎市、川崎市)【兵庫】 

▼ 6 第 四 次 全 国
総合開発計画（四
全総）閣議決定 

1988 
[S63] 

  □2 「森林と⼈間」(シンポジウム「森とむらと森林化社会」
/宮崎県、(財)森とむらの会ほか) 
□3 ʼ88新千歳空港国際化シンポジウム「新千歳空港国際エ
アカーゴ基地―地域の選択・国際化への挑戦」【北海道】 
□4 「第2国⼟軸と福島」(アクション21c福島フォーラム「未
来県ふくしまの新しい役割と総合開発」/福島県商⼯会議所
連合会ほか) 
□5 「地域の活性化とネットワーク社会」(第26回IBMユー
ザー・シンポジウム)【愛媛】 
□6 「国際化と地域社会」(地⽅シンクタンク協議会特別シ
ンポジウム)【富⼭】 
□7 国際シンポジウム⿅児島⽕⼭会議「⽕⼭と⼈との共存」
(⿅児島県、⽇本⽕⼭学会ほか) 

  

1988 
[S63] 

  ◆8 「東北の未来―それは⽇本の未来」((社)⽇本⻘年会議
所第36回東北地区会員⼤会)【⻘森】 
□9 「新しい⽔の時代へ」(ʼ88とやま国際⽔シンポジウム「⽔
と⼈とくらし」/富⼭県ほか)【富⼭】 
◆9 「21世紀へ向けて筑波研究学園都市を考える」(筑波研
究学園都市建設25周年記念式典)【茨城】 
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33 地域から考える国づくり 

⻄暦 
[和暦] 

役職 地⽅都市における主な講演活動 
□シンポジウム、◆講演  (主催)、【開催場所】 

政策関連の動き 

1988 
[S63] 

  □11 シンポジウム「瀬⼾内経済圏構想」(関⻄21世紀政治経
済研究所)【⼤阪】 

  

1989 
[H元] 

●8 悪性リンパ
腫胃全摘⼿術 

□1 「関⻄⽂化学術研究都市の将来」(第4回すばるフォーラ
ム「動き出した近畿リサーチ・コンプレックス」/新近畿創
⽣(すばる)推進委員会ほか)【⼤阪】 
□2 「関⻄の未来像―次の75年」((株)⽇本興業銀⾏⼤阪⽀
店開設75周年記念講演会) 
□4 「都市開発の展望」(市制施⾏100年市合同記念式典/市
制施⾏100周年共同記念事業連絡協議会)【佐賀】 
◆5 「九州の未来像」(久留⽶リサーチセンタービル落成記
念テクノポリス特別講演会/久留⽶・⿃栖地域技術振興セン
ター)【福岡】 
□10 「島を考える国際シンポジウムʼ89ひろしま」(広島県、
広島市ほか) 

  

1990 
[H2] 

  □6 地⽅シンクタンク協議会フォーラム「⾷⽂化と地域社
会」【秋⽥】 
◆8 「国際社会の中の関⻄」(「関⻄を考える会」/朝⽇新聞
社)【⼤阪】 
□「21世紀の世界を拓く地域の決断」((社)地域問題研究所
20周年記念シンポジウム)【愛知】 

▽12 ⾸都機能移
転 問 題 を 考 え る
有識者会議発⾜ 

1991 
[H3] 

★11 NIRA特別
顧問 

□6 地⽅シンクタンクフォーラム「若者の意識・⾏動と地域
活性化―なぜ『東京』に集まるのか―」【⿃取】 
□11 ⿅児島バイオテクフェアʼ91 バイオシンポジウム(⿅
児島県ほか)【⿅児島】 

  

1992 
[H4] 

★4 東京海上研
究所会⻑・理事
⻑ 

□2 国際雪国フォーラム イン ⻑岡「真の豊かさを考えるー
雪国から提案する21世紀」(新潟県、⻑岡市ほか) 
□2 「世界におけるアジアの地域開発」(シンポジウム「世
界変動におけるアジアの役割」/(財)国際東アジア研究セン
ター)【福岡】 
◆2 「分権化を基本とした国⼟づくりのために―第五次全国
総合開発計画の論点」(1992年度⾃治研センター全国交流集
会)【愛知】 
◆5 「第五次全国総合開発計画の課題」(岐⾩県サミット記
念講演会/(社)岐⾩県経済同友会) 
□6 地⽅シンクタンクフォーラム「地域情報化の⽅策」(地
⽅シンクタンク協議会)【⼭⼝】 
◆9 「21世紀の国⼟設計―国⼟軸の考え⽅」(『国⼟創⽣』
シリーズ第4回特別講演会/(財)関⻄経済研究センター)【⼤
阪】 
◆10 「世界経済の動向と⻑崎の未来」(佐世保商⼯会議所、
親和銀⾏)【⻑崎】 
◆10 「21世紀を展望する九州の活性化」(佐賀⼤学経済学研
究科修⼠課程設置記念講演)【佐賀】 
◆10 「五年⽬の四全総 東北はどう変わったか」(経済同友
会東北ブロック会議)【岩⼿】 
□11 「21世紀の瀬⼾内を展望する」(第4回瀬⼾内海船上会
議 環瀬⼾内圏財界セミナー・⾼松船上会議)【⾹川】 
□12 「ほくとう⽇本の将来と国際経済交流」」(ほくとう総
研地域国際化シンポジウム/(財)北海道東北地域経済総合研
究所)【北海道・宮城】 

▽12 国会等移転
調査会設置 
▽ 四 全 総 総 合 的
点検作業開始 

1993 
[H5] 

 
 
 
  

  □2 「堺にかける夢」((財)堺都市政策研究所設⽴記念シン
ポジウム「21世紀に向けた都市の役割」)【⼤阪】 
◆3 「⽇本海国⼟軸の復活について」(第19回⿃取島根経済
同友会同懇談会) 
□5 「21世紀は地⽅の時代」(琉球新報社「琉球フォーラム」)
【沖縄】 
◆5 「⼩都市の魅⼒」(岡⼭経済同友会通常総会特別講演) 

▽ 4 国 会 等 移 転
調査会発⾜ 
▽12 国会等移転
調 査 会 報 告 取 り
まとめ 
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34 地域から考える国づくり 

⻄暦 
[和暦] 

役職 地⽅都市における主な講演活動 
□シンポジウム、◆講演  (主催)、【開催場所】 

政策関連の動き 

1993 
[H5]  

  ◆6 「国⼟構造と地域振興」(地域活性化講演会「北上中部
圏域の更なる⾶躍を⽬指して」/北上地区地域活性化講演実
⾏委員会)【岩⼿】 
◆7 「21世紀に向けた地域都市づくりの視点」(連合神奈川
政策討論集会)【神奈川】 
◆7 「21世紀の関⻄の展望」(21世紀の関⻄を考える会企画
懇談会)【⼤阪】 
◆9 「北太平洋地域の課題と北海道の役割」((社)北海道開
発技術センター10周年記念式典)【北海道】 
◆10 「国⼟構造と地⽅分権」(⻄⽇本経済協議会)【⽯川】 
◆10 「⾃治体の⽂化⾏政」(21世紀⽂化構想懇談会ふくらみ
のある⽂化創造部会)【⽯川】 
□11 「21世紀、東北の役割と⾼齢者にやさしい地域づくり」
(WAC5周年記念仙台シンポジウム「地域社会とコミュニケ
ーション」)【宮城】 
◆12 「国際都市神⼾の未来像」(産業構造問題委員会/神⼾
経済同友会)【兵庫】 

 

1994 
[H6] 

☆ 11 国 ⼟ 審 議
会 会 ⻑  （ 〜
98.12） 
☆  河 川 審 議 会
計画部会基本政
策⼩委員会専⾨
委員 

□3 「環⽇本海時代を迎えて」」(第26回すばるフォーラム「環
⽇本海時代を迎えて−⽇本海国⼟軸の形成」/新近畿創⽣(す
ばる)推進委員会ほか)【福井】 
◆3 「フォレストピア(森林理想郷)の思想は新しい21世紀⽂
明の原点」(第5回フォレストピア塾修了式記念講演会/宮崎
県)【宮崎】 
◆4 「関⻄国際空港開港とベイエリア開発の⾏⽅」(フォー
ラム堂島4⽉例会)【⼤阪】 
◆5 「地域特性を⽣かしたグランドデザイン」(経営者のた
めのデザインマネジメントセミナー/(財)富⼭技術開発財団
ほか)【富⼭】 
◆6 「『新しい国⼟政策』の展開」(1994 第5回中国フォーラ
ム広島会議「新しい全総計画への提⾔」)【広島】 
◆6 「21世紀の国づくり ⾸都圏構想を考える」(千葉県⽣産
性本部)【千葉】 
◆9 「21世紀の国⼟政策を考える」((財)⽇本経済研究所)【愛
知】 
◆9 「北海道を中⼼に地球を考える」(東京海上北海道本部)
【北海道】 
◆10 「県北臨海都市の明るい未来」下河辺淳⽒講演会【茨
城】 
□10 「環境共⽣型社会の構築」(⼤雪⼭国⽴公園60周年フォ
ーラム「ネイチャーテーブルʼ94」)【北海道】 
□11 「21世紀都市けいはんな」(シンポジウム「古代都市・
平城京と21世紀都市・けいはんな」/奈良県ほか)【奈良】 
◆11 「国⼟政策の新展開」((財)福島経済研究所、福島経済
同友会)【福島】 

▼ 6 国 会 等 移 転
調査会中間報告 
▼ 四 全 総 総 合 的
点 検 調 査 部 会 報
告 

1995 
[H7] 

☆2 阪神・淡路
復興委員会委員
⻑ （〜96.2） 

◆1 「21世紀沖縄の国⼟計画戦略」(沖縄⾃治研修所)【沖縄】 
◆1 「流域圏構想と四万⼗川」(第1回四万⼗川⼤学院)【⾼
知】 
□2 「国⼟計画の新しい流れ」(地域経済研究会創⽴30周年
記念公開シンポジウム「世界の中の東北と本県の展望」)【⼭
形】 
◆4 「新しい国⼟計画と地⽅の活性化」(⾶騨地⽅拠点都市
地域整備推進講演会)【岐⾩】 
□5 「これからの地⽅シンクタンクの役割」(地⽅シンクタ
ンク協議会設⽴10周年記念⼤会)【⼤阪】 
◆7 「アジアにおける九州の役割」(第36回九州地区私学教
育研修会)【佐賀】 

▽12 国会等移転
調 査 会 報 告 取 り
まとめ 
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35 地域から考える国づくり 

⻄暦 
[和暦] 

役職 地⽅都市における主な講演活動 
□シンポジウム、◆講演  (主催)、【開催場所】 

政策関連の動き 

1996 
[H8] 

☆ 12 国 会 等 移
転 審 議 会 委 員
（〜00.12） 
☆⽇本上流⽂化
圏研究所理事⻑ 

□1 「震災と復興」(阪神・淡路⼤震災総合フォーラム/国⼟
庁、兵庫県、神⼾市ほか)【兵庫】 
□3 「アジアの中の沖縄の未来」(国際シンポジウム「アジ
アへの技術協⼒と沖縄の役割」)【沖縄】 
◆5 「神⼾復興への道」(神⼾っ⼦祭りʼ96オープニング特別
講話)【兵庫】 
◆6 「浦湊いばらきの21世紀に向けて」(下河辺淳⽒講演会)
【茨城】 
□6 「新たな国⼟計画の視点と九州の役割」(「21世紀国⼟
のグランドデザイン」シンポジウム in 福岡) 
◆7 「筑後川流域圏構想の連帯感などについて」【佐賀】 
□8 シンポジウム「フォッサマグナの叫び―もうひとつのく
にづくり談義」(上流⽂化圏研究所)【⼭梨】 
◆9 「21世紀の国⼟ビジョンについて」(京都府時事問題研
修会) 
◆10 「宮崎県にける今後のリゾート展開に期待すること」
(宮崎政策セミナー/(財)宮崎21世紀づくり地域振興財団)
【宮崎】 
◆11 「地域政策とシンクタンクの役割」((財)和歌⼭社会経
済研究所設⽴15周年記念講演会) 
□11 「北海道と沖縄の新しい時代に向けて」(北海道教育・
研究フォーラム/第4回企画アジア・太平洋地域フォーラム
「北東アジアの時代―北海道からのメッセージ」 
◆11 「新しい全国総合開発計画と北海道の未来像」((社)北
海道都市再開発促進協会創⽴10周年記念講演会) 

▼ 2 国 ⼟ 利 ⽤ 計
画（全国計画）（第
三次）閣議決定 
▽12 国会等移転
審議会発⾜ 

1997 
[H9] 

☆4 国会等移転
審議会調査部会
委員（〜'99.10） 
☆  河 川 審 議 会
総合政策委員会
専⾨委員 

□3 「21世紀の都市と⽣活」(21世紀の仙台を考えるシンポ
ジウム「2010年の⾼齢化と⽣活環境」/(社)エイジング総合
研究センター)【宮城】 
◆3 「新国⼟軸と九州・東アジアの課題と展望」((社)⻄⽇本
⼯業倶楽部)【福岡】 
◆4 「これからの沖縄について」(⾃治労)【沖縄】 
□6 「⾃然との共⽣都市」(国際ゆめ交流博  未来都市フォ
ーラム「21世紀 未来の都市像を探る」/宮城県、仙台市ほか)
【宮城】 
◆6 「(むつ⼩川原について)」(むつ⼩川原開発取締役会)【⻘
森】 
□6 「アジア・太平洋地域と沖縄の課題」(アジア・太平洋
フォーラム沖縄シンポジウム)【沖縄】 
□7 「21世紀における中国・アジアと近畿圏の将来」(第38
回すばるフォーラム「これからの広域的国際協⼒のあり⽅を
考える」)【兵庫】 
□7 「⽔⾏政を根底から考え直すこと」(兵庫県⽔シンポジ
ウム「21世紀の⽔を考える」)【兵庫】 
□9 「国⼟ビジョンに⾒る気概」(河北新報創刊100年記念シ
ンポジウム「気概の復活と創⽣−東北に⽣きる世界市⺠のた
めに」)【宮城】 
◆10 (沖縄国際南北センター設置に向けてのワークショッ
プ)【沖縄】 
□11 第1回「⽇本上流⽂化圏会議1997 in 五ヶ瀬＆第6回霧
⽴越シンポジウム」【宮崎】 

▼6 河川法改正 
▼ 6 公 共 投 資 基
本計画改定 

1998 
[H10] 

  ◆2 「21世紀の⼈と国⼟」(「21世紀の岐⾩を考える連続講
演会」/(財)岐⾩県産業経済研究センター) 
□2 「お⽶とお茶と新しい国⼟計画」(全国茶サミット静岡
⼤会)【静岡】 
◆4 「21世紀このくにのかたち」(地域づくり講演会「新し
い世紀への新しい地域づくりを求めて」/⿃栖市商⼯会議所)
【佐賀】  

▼ 3 全 国 総 合 開
発計画「21世紀の
国 ⼟ の グ ラ ン ド
デ ザ イ ン ― 地 域
の ⾃ ⽴ の 促 進 と
美 し い 国 ⼟ の 創
造―」 
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⻄暦 
[和暦] 

役職 地⽅都市における主な講演活動 
□シンポジウム、◆講演  (主催)、【開催場所】 

政策関連の動き 

1998 
[H10] 

  ◆5 「⼆⼗⼀世紀・沖縄の将来ビジョンへの提⾔」(協同組
合沖縄県総合企画設計ほか)【沖縄】 
◆5 「21世紀の国⼟のグランドデザイン」(東北経済連合会
第3回地域開発委員会)【宮城】 
□7 ⽇本上流⽂化圏会議1998 in ニセコ【北海道】 
◆9 「新しい国⼟計画と⾸都論」(関⻄⾦融懇談会講演会9⽉
例会)【⼤阪】 
◆10 「新しい21世紀⽂明と中部圏」(中部経済同友会環境倫
理委員会)【愛知】 
□10 「新しい全総『21世紀の国⼟のグランドデザイン』実
現における地域連携軸の役割ー三遠南信地域の可能性と課
題」(三遠南信サミット＆シンポジュウム in 飯⽥)【⻑野】 
□10 「⽇本の新時代と国⼟構造」(岡⼭県倉庫協会創⽴50周
年シンポジウム「新時代への”産業ビッグバン”―動きはじめ
た産業⽴地、物流に変化の兆し」)【岡⼭】 
□11 「⽔系とともに⽣きるために」(北上川流域連携フォー
ラム「流域社会の明⽇を考える」)【宮城】 

 

1999 
[H11] 

  □7 第3回⽇本上流⽂化圏会議1999「1000年の学校 in 南ア
ルプス」(⽇本上流⽂化圏研究所)【静岡】 

 

2000 
[H12] 

  □2 「21世紀のO-BAYをデザインする」(⼤阪湾ベイエリア
シンポジウム2000「O-BAY(⼤阪湾ベイエリア)ドリームを
実現するために」)【⼤阪】 
◆2 分権・⾏⾰・広域調査会講演(掛川、袋井、磐⽥市など
の市町村向け)【静岡】 
□7 「アジア・太平洋新国⼟軸構想―連携と発展」(21世紀
フォーラム「蓬莱経済圏の時代〜21世紀の国⼟のグランド
デザインと九州沖縄」/⻄⽇本新聞社、琉球新報社ほか)【沖
縄】 
◆7 「今後の国⼟利⽤の⽅向と茨城県の将来像」(茨城県)【茨
城】 
◆7 「『21世紀のつくば』を考える」(“21世紀のつくば”を考
える懇談会/(財)国際科学振興財団)【茨城】 
□10 「21世紀海洋⽂明時代の港湾」(APEC港湾地震防災セ
ミナー(神⼾セミナー)/運輸省港湾局ほか)【兵庫】 

▽ 5 衆 議 院 国 会
等 の 移 転 に 関 す
る 特 別 委 員 会 で
国 会 等 の 移 転 に
関する決議 

2001 
[H13] 

  □5 「⼆⼗⼀世紀の地域づくり」(東洋⼤学⼤学院新設記念
⾏事)【群⾺】 

▽ 1 省 庁 再 編 に
より国⼟庁廃⽌ 

2001 
[H13] 

  □10 「北海道グローバルマザーエアポート構想と新千歳空
港の役割」(千歳空港75周年・⺠間空港再開50周年記念フォ
ーラム)【北海道】 
◆11 「丘の上に棲む縄⽂⼈の知恵」(みちのく⽂化講演会・
縄⽂講座「21世紀、縄⽂三⼤丸⼭に学ぶこと」)【⻘森】 

  

2002 
[H14] 

◎7 総合研究開
発機構（NIRA）
⼤来記念政策研
究情報館に「下
河辺淳アーカイ
ヴ」を開設 

□3 「地域の⽂化的遺産を⽣かしたまちおこし」(「第3回⽻
⾐交流サミット)【沖縄】 
□6 「21世紀の教育と地域づくり」(シンポジウム「地⽅都
市の活性化と新⼤学構想」/海洋クラスター都市構想・松浦
クラスター)【⻑崎】 
◆9 「21世紀の⼈と国⼟」(⿃取⼤学教育地域科学部創設記
念講演)【⿃取】 

▼ 3 沖 縄 振 興 特
別措置法 

2003 
[H15] 

★7 下河辺研究
室会⻑、有限会
社⻘い海代表取
締役会⻑ 

□3 「流域主義の国⼟管理」(「第3回世界⽔フォーラム in 
滋賀」/世界⽔会議)【滋賀】 

▽ 6 国 会 等 の 移
転 に 関 す る 政 党
間 両 院 協 議 会 設
置 

2004 
[H16] 

●⾼齢化、⽼齢
化（⽼化が進み
歩⾏不⾃由） 

□10 「お⽶とお茶とお⿂と国⼟」(お茶の効能と⽂化シンポ
ジウム in 掛川)【静岡】 
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Key Information 
三全総と⾥⼭の再発⾒ 

 
下河辺 淳 （国⼟ 事 務次官 ）  

 
三全総のポイント 
 1977[昭和52]年の 秋に第 三 次全国 総 合開発 計 画（三 全 総）を 策 定しま し たが、これ
をつく り 上げて い く過程 で われわ れ の仲間 が 議論を し てきた 主 要なポ イ ントのいくつ
かを紹 介 しまし ょ う。  
 最初 に 、⽇ 本の 経済が 今 後どう な ってい く だろう か という こ とがあ り ます 。過 去10
年 間 の よ う な 10％ 以 上 ⽇ 本 経 済 が 成 ⻑ し て い く 時 代 は や は り 終 わ っ て い る の で は な
いか。 経 済は安 定 して成 ⻑ するこ と が⼤切 で すし、 そ う急激 な ⾼い成 ⻑ あるいは低い
成 ⻑ は 好 ま し く あ り ま せ ん の で 、 三 全 総 で ほ ぼ 毎 年 6％ 平 均 ぐ ら い の 成 ⻑ を 持 続 す る
という 前 提で、 ⽇ 本の国 ⼟ をどう 考 えたら よ いかと い う作業 を してお り ます。  
 次い で 、もっ と 基本的 な ものと し て、⽇ 本 の国⼟ と ⽇本の ⼈ ⼝との 関 係をよく⾒極
めてお く 必要が あ りまし た。国⼟⾯ 積 の37万平 ⽅キロ と いう⼤ き さはお そ らく相当⻑
期にわ た って変 化 しない と 考えら れ ます。 し かし、 ⼈ ⼝は⾮ 常 に変わ っ てくると思い
ます。 そ こで、 ⼈ ⼝問題 の 専⾨家 と いろい ろ 議論を 詰 めた結 果 、あと 数 ⼗年⼈⼝増加
が 続 い て ⻄ 暦 2030年 頃 に は 1億 4000万 ⼈ ぐ ら い に な り 停 ⽌ す る だ ろ う と い う ⾒ 込 み を
⽴てま し た。⽼ 齢 化、過 渡 的には 中 年化、 ⽣ 活の都 市 化、⾼ 学 歴が進 む ことはほぼ明
らかで 、 こうい う ことを 前 提に少 し ⻑い⽬ で ⽇本の 国 ⼟を考 え ておく 必 要があ る 。 
 3番⽬の 課題と し ては、⽇ 本 の国⼟ 利 ⽤の歴 史 につな が る問題 で す。わが 国 の国⼟開
発はこ れ まで、 ⼤ 阪を中 ⼼ とする 時 代、江 ⼾ を中⼼ と する時 代 、東京 を 中⼼とする時
代とい う 歴史的 な 変遷が あ り、い ろ いろな ⼯ 夫をこ ら して今 ⽇ まで住 み 着いてきたわ
けです 。 ⾼度成 ⻑ 期には 、 東京、 ⼤ 阪、あ る いは瀬 ⼾ 内海、 北 九州と い う太平洋ベル
ト地帯 に ⼊り⼝ や 産業が 集 中して 今 ⽇に⾄ っ ていま す 。集中 が 激しく か つ速かっただ
けに、 こ れらの 地 域では 環 境との 問 題がよ り 深刻な 状 況にあ る ことは ご 承知のとおり
です。そ こ で、⼈⼝ が 1億4000万⼈にな っ てこと が 明らか に なった 以 上、将来 に 向かっ
て37万平 ⽅キロ の 国⼟を ど ういう ふ うに管 理 してい っ たらい い のか、三 全 総策定の過
程でい ろ いろと 議 論をし ま した。 す でに集 積 が過度 に 進んで い る地域 の 改造、再整備
をどう す るかが 、 まず基 本 の議論 に なりま し たが、 こ れから ⽇ 本⼈が 住 み着いていく
空間を そ れ以外 の どうい う 地域に 求 めたら い いのか 、 換⾔す れ ばフロ ン ティアをどこ
へ求め た らよい だ ろうか が 課題と な ったの で す。  
 
⾥⼭地帯の⾒直し 
 その と きに考 え たこと は 、薪炭 林 地、⾥ ⼭ といっ た 地域の こ とです 。 ⽇本⼈は、薪
や炭も ⽣ 活ある い は製鉄 業 でさえ も エネル ギ ーにし て いた時 代 が⻑く 続 いているわけ
です。 し かし、 薪 炭ある い は草を 採 る⾥⼭ 、 その他 い ろいろ と ⽣活に 必 要な材料ある
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いは家 畜 の餌も 供 給して く れた⾥ ⼭ も、今 ⽇ では⾮ 常 に事情 が 変化し ま した。エネル
ギーと し ても、 ⽯ 油系の ガ スに替 わ ってき ま したし 、 ⼭村で も 薪や炭 を 使うという時
代では な くなり ま した 。し たがっ て 、こ こ20年ぐら い の間に ⽇ 本⼈が 最 も⽣活 の基本
的なエ ネ ルギー 供 給源と 思 ってい た ⾥⼭が 無 ⽤なも の に変わ っ ていっ た のです。その
薪炭林 地 には住 む ことが で きなく な って、⼀時 は⼭を 下 りたと い う時代 が 続きました。 
 そう い う地域 に 対して は 、過疎 対 策とか ⼭ 村振興 の ⽅策を 考 えて精 ⼀ 杯やったつも
り で す が 、 若 い ⼈ た ち が ⼭ を 下 り る こ と を ⾷ い ⽌ め る こ と が で き ま せ ん で し た 。
1973[昭和 48]年頃 に なると レ ジャー ブ ームが 活 発にな り、都市が ⾃ 然を失 え ば失うほ
ど、⾃ 然 を求め て 若い⼈ た ちを中 ⼼ に各地 に レジャ ー に出か け ること が 多くなりまし
た。そ こ でレジ ャ ー産業 が 遊休地 化 して、 先 ⾏き暗 い と考え ら れてい た ⾥⼭地帯をい
っせい に 買い漁 り に⼊っ た 時代が 来 ました 。  
 しか し 、それ も 度が過 ぎ て、⼟ 地 の買い
占めを め ぐる社 会 的な問 題 を引き 起 こしま
した。 オ イルシ ョ ック以 降 、開発 の ⾒込が
⽴たな く なり、 買 い占め は したけ れ ど遊休
地とし て 残って し まって 、 再び暗 い 影を落
として い るのが ⻑ い⽇本 の ⾥⼭の 歴 史では
なかっ た かと思 い ます。  
 
⾥⼭地帯の振興 
 そう い った⾥ ⼭ を、こ れ からど の ように 考 えいけ ば いいの だ ろうか 。 ⽇本の国⼟の
保全の た めにも 重 要な地 域 です。 ⽇ 本⼈が ⾃ 然と接 す るレジ ャ ーの地 域 としても価値
があり ま すが、 森 林、採 草 地、さ ら には⼈ 間 が定住 す るため の ⼟地と し て、これから
⾥⼭が ど のよう に 使われ て いくだ ろ うか。 ⽇ 本⼈の フ ロンテ ィ アとし て ⼤きな課題で
あると 思 います 。 これま で の⼤都 市 への極 度 の集中 に 対して 、 どのよ う な貢献をする
だろう か 。私た ち は⼤き な 関⼼を も って、 こ れらの 地 域につ い ては、 ⾃ 然環境の保全
に⼗分 に 留意し つ つ⼈⼯ 林 化等の ⾼ 度利⽤ と 林業の ⽣ 産条件 の 整備を 図 るとともに、
森林管 理 の担い ⼿ となる 農 ⼭村住 ⺠ の所得 向 上とそ の 定住性 を 確保す る ため、林業だ
けでな く 農業、 レ クリエ ー ション お よび⽣ 活 環境の 整 備を含 め た総合 的 な地域振興施
策を進 め たいと 考 えてお り ます。  
 また 、 ⼤平総 理 が提唱 さ れてい る ⽥園都 市 構想は 「 都市の も つ⾼い ⽣ 産性、良質な
情報と 、 ⽥園の も つ豊か な ⾃然、 う るおい の ある⼈ 間 関係を 結 合させ 、 健康でゆとり
のある 都 市づく り 」を進 め たいと い うもの で すが、 そ のヒン ト は、⻄ ド イツにおいて
は緑の 森 と⽥園 に 取り囲 ま れた地 ⽅ 都市が 、 バラン ス の取れ た 形で全 国 各地に配置さ
れ、特 ⾊あ る個性 的 な⽣活 ⽂ 化圏が 形 成され て いると い うとこ ろ にある よ うですので、
今後、 ⾥ ⼭との 関 連など に ついて 考 えなけ れ ばなら な いと思 い ます。✥  
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
『 mori』 Vol.5 No.1、 財 団 法 ⼈ 林 野 弘 済 会 、 1979年 4⽉  
資 料 番 号 ： 197904005 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=197904005&sub=  

 
下 河 辺 淳 氏 直 筆 の 絵 付 け  

「 炭 住 の 心  田 川 に 学 ぶ 」 1978.6.25 
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今後の地域づくりについて 

 
下河辺 淳 （総合 研 究開発 機 構理事 ⻑ ） 

 
20世紀は異例な⼀世紀だった 
 地域 づ くりと い うこと に ⾮常に 関 ⼼を持 た れて、そ れぞれ の 地域で4づ くり（「活⼒
づくり」「 ゆとり づ くり」「 や すらぎ づ くり」「 ⼈ づくり」） を通し て 、特⾊ の ある地域
の顔づ く りが本 格 的に始 ま るとい う ことで す が、住 ん でいる 皆 さん⽅ が 「⾃分のむら
は⽇本 ⼀ である 」 という ⾃ 信を持 た れると い うこと が 最⼤の 成 果にな る ものと思いま
す。か つ て「三 全 総」と い う計画 を ⽴てた 時 に、こ う いった 運 動が広 が ることを期待
しまし た 。⼈々 が それぞ れ の地域 に 定住す る という こ とと、 そ れを⽬ 標 に運動を展開
したい と 考えた わ けです 。 群⾺県 か ら「む ら づくり 運 動」を は じめと し て、いよいよ
そうし た 動きが 始 まると い うこと は 、私に と って感 慨 無量な も のがあ り ます。  
 なぜ 、今 そうい う ことが 重 要なの か。ひとつ は、⽇本の 歴 史の中 で、「20世紀 」とい
う世紀 は ⾮常に 異 例な⼀ 世 紀であ っ たとい う ことで す 。 
 20世 紀 の 初 頭 、 ⽇ 本 の ⼈ ⼝ は 3500万 ⼈ で し た が 、 世 紀 末 に は1億 3500万 ⼈ に な る と
⾔われ て います 。1世紀の う ちに 、⼈ ⼝が3倍以 上にも な ったと い う世紀 は ⽇本の 歴史
にはな い し、お そ らくこ れ からも な いでし ょ う。そ し て、中 で も都市 の ⼈⼝は10倍以
上に増 え ており 、20世紀と い うのは「⼈ ⼝、都 市⼈ ⼝の爆 発 的な増 加 の1世紀で ある」
という こ とがで き ます。 そ れだけ で なく、 極 東の離 島 経済で も あった ⽇ 本が、ついに
全世界 の 経済の10％を占 め る経済 ⼤ 国にな り ました。こ れも⽇ 本 の歴史 の 中で初めて
のこと で あり、今後 もない で ありま し ょう。ただ その中 で、20世紀に 第1次産業 が猛烈
な変化 を 遂げた と いうこ と も忘れ て はなら な い出来 事 だと思 う のです 。  
 律 令 国 家 が で き て か ら 20世 紀 に ⾄ る ま で 、 70〜 80％ が 第 1次 産 業 に 従 事 し て い た の
が、20世 紀末に は7.5％にま で 減ると 思 われま す 。しか し 、1億数 千 万⼈が ⽇ 本国⼟ で
⽣きて い こうと い うとき に、第1次産業 がない 社 会を考 え ること は できま せ ん。したが
って、21世 紀以降 、7.5％の労働 ⼒をも っ て⽇本 ⼈ の⾷⽣ 活 をどの よ うに維 持 していく
かは⾮ 常 に⼤き な 課題で す 。 
 また、⽣ 活とい う 点でみ ま すと、「⽇ 本的な ⽂ 化」が
⻄洋の ⽂ 化を取 り ⼊れて 、20世紀は⽇ 本⼈が ⽣ 活様式、
⾐⾷住、 ものの 考 え⽅な ど あらゆ る 意味で 洋 ⾵化した
1世紀でも あった と いうこ と ができ ま す。さ ら に、9〜
10⼈だっ た出産 数 は1〜2⼈ になり 、20世紀初 頭 に42〜
43歳 で あ っ た 平 均 寿 命 が 今 で は 80歳 と い う 時 代 を 迎
えて、混 乱を招 い ている と ⾔えま す 。20世紀 につくっ
た「⼈⽣50歳」とい う考え ⽅ を根本 的 に改め て「⼈⽣
80歳」と いう考 え ⽅、あ る いは社 会 制度を つ くってい
かなけ れ ばなら な い時期 に 差し掛 か ってい ま す。  
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 20世紀 初頭、国 を 指導す る エリー ト たちは「 先 進国に な りたい」「 強国に な りたい」
と切望 し 、⼀般 の 庶⺠は 「 ⽩⽶を た らふく ⾷ べたい」「 ⾃分の 農 地を満 ち たい」「⾃分
の家を 持 ちたい」「 ⼦ども を 教育し た い」と願 っ たに違 い ありま せ ん。しか し 今⽇の⽇
本は、 経 済⼤国 に なり、 ⽶ は⽣産 調 整する ほ どにな り 、多く の ⼈が持 ち 家を持つこと
ができ 、 ⼦ども も ⾼校進 学 は当た り 前にな り 、⾃作 農 が可能 に なりま し た。こう考え
ると、20世紀初 頭 のエリ ー トや⼀ 般 庶⺠の 願 いがあ る 意味で は 達成さ れ たと⾔ってよ
いかも し れませ ん 。こ うし た特⾊ を 考え合 わ せても 、⽇本の 歴 史の中 で20世紀とい う
世紀は 異 常な⼀ 世 紀であ っ たと思 い ます。  
 
21世紀は⽂化中⼼の時代に 
 ⽇本 の 歴史の 流 れにつ い てどう い う⾒⽅ が できる の か。7〜8世紀は 奈 良、京都にお
い て 中 国 の 影 響 を 受 け な が ら 都 市 を 開 発 し 、 16世 紀 に な る と ⽇ 本 中 に 城 下 町 が で き 、
20世紀に は新た な 段階を 迎 えて、現 在 のよう な 国⼟に な りまし た。歴史と し てみれば、
7〜8世紀 、16世紀、20世紀は それぞ れ に⼤き な 蓄積の あ った⼀ 世 紀であ っ たと⾔ えま
す。そ して 、これ らの ⾕間⾕ 間 の世紀 で は、「 ⽂化 」が⼀ 番需 要視さ れ る時代 と なって
い た よ う で す 。 9世 紀 頃 か ら ⽇ 本 ⽂ 化 が 開 化 し 、 17〜 18世 紀 に 江 ⼾ ⽂ 化 が 爛 熟 す る と
いう具 合 です。  
 とす れ ば、異常な ほどの 変 化と資 本 の蓄積 で あった20世紀に 続 く21世紀 はどん な世
紀にな る のでし ょ うか。こ れには2つ の考え ⽅ があり ま す。1つは 、まだ ⽇ 本は社 会資
本が⾜ り ないか ら 引き続 き 投資を ⾏ なうべ き である と いう考 え ⽅。そし てもう1つは、
資本の 蓄 積期を 終 えて、 い よいよ 「 ⽂化」 を 中⼼に 豊 かさを 求 めてい く 時代に⼊ると
いう考 え ⽅です 。私個⼈ と しては 、今世紀 中 は両者 が 絡み合 う かたち で 進み、21世紀
からは 「 ⽂化」 中 ⼼の時 代 になり 、 ⼤型の 資 本蓄積 の 時代で は なくな っ ていくだろう
という ⾒ ⽅をし て います 。  
 地域 づ くりを 考 える時 、それぞ れ の地域 に 残され た 歴史を も う⼀度 振 り返っ て、21
世紀が ど のよう な 状態に な るのか を 考える こ とは⾮ 常 に重要 な ことで は ないかと考え
ます 。群 ⾺のど の 村にも そ れぞれ の 歴史が あ るわけ で 、20世紀 を再評 価 しても う⼀度
位置付 け をする と いうこ と を特に 提 案した い ところ で す。  
 
知識を持った⻘年たちをひきつける、魅⼒と知恵のある第1次産業 
 次に 、⽇ 本がな ぜ 世界の 中 で素晴 ら しい国 に なった か という こ とです が、それは「教
育」と 「 森林」 で あると 思 ってい ま す。  
 まず 「 教育」 に ついて で すが、 今 ⽇義務 教 育であ る ⼩学校 ・ 中学校 は もちろんのこ
と、ほと ん どの⼈ が ⾼校へ 進 学し、さ ら に⾼等 教 育を受 け ようと す る⼈が30〜40％も
います 。 この成 果 は⼤き な 影響を 与 えるで し ょう。 な ぜ群⾺ に 来て問 題 にするのかと
⾔ い ま す と 、「 ⾼ 等 学 校 へ ⾏ け ば 第 1次 産 業 離 れ を す る 」 と い う 実 体 が あ る か ら で す 。
⾼等学 校、さらに ⼤ 学等へ 進 学する と いうこ と は、「むら を離れ る」という こ とにほか
なりま せ ん。⼀ 度 むらを 離 れてし ま えば、 ふ るさと に 帰って 農 業をし よ うというのは
難しい で しょう 。 しかし な がら、 公 教育を 受 けるこ と が可能 に なった ⽇ 本社会は素晴
ら し い の で あ っ て 、 そ の 教 育 を 受 け た ⼈ が な ぜ 第 1次 産 業 に 戻 ら な い の か と い う こ と
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こそ、議論 すべき で しょう 。第 1次産業が 、知識 を持 った⻘ 年 たちを ひ きつけ る 魅⼒を
失って い る状況 か らどう や って脱 却 するか が 、今基 本 的に問 わ れてい る と思います。 
 ⽇本 の 農政の 基 本は、 河 川・農 業 ⽤⽔・ 農 業排⽔ の 管理体 型 をつく る ことから始ま
って、 ⼟ 地改良 事 業が進 め られま し た。そ れ が全国 に 及び、 特 に⽔⽥ に ついては北海
道にま で 広がる と いうバ イ タリテ ィ を持っ て いたわ け です。 戦 後、肥 料 ・薬剤・農業
機械等 が ⾮常に 発 展し、20世 紀の農 業 は根本 的 に変わ り ました。そ れまで は 実は、「与
えられ た もの」「 与 えられ た 知識」「 与 えられ た 技術」 に よって 、 農村が そ の利益を受
けたと ⾔ っても 過 ⾔では な いかも し れませ ん 。 
 しか し、21世紀の 農業は「知 恵」が中⼼ となっ た 農業に な ると思 い ます。「⽣ 産

．．
に対

する知 恵」「市場
．．

に 対する 知 恵」「流 通
．．

に対す る 知恵」「 農 村にお け る⽣活
．．

の 知恵」、そ
してそ れ らすべ て にまた が った総 合 的な知 恵 が必要 と なる。 先 進⼯業 国 の⽇本にあっ
ては、 ⼯ 業化が 農 業を迫 害 すると い う側⾯ が ⼤きい こ とも確 か ですが 、 むしろ今⽇の
ように 、 エレク ト ロニク ス 、コン ピ ュータ 、 電気通 信 などの 技 術が世 界 で最も優れて
いると い われる ⽇ 本だか ら こそ、「知 恵のあ る 農業」を展 開して い くこと が できる と⾔
えるで し ょう。今 後 の農業 に は、情報 化 による 技 術のサ ポ ートが 必 要であ り、「テクノ
化」が 重要 な武器 に なるこ と は間違 い ありま せ ん。「 テク ノ化」とは 、単に 先端 技術の
⼯場誘 致 にある の ではな く 、すべ て の⼈が 情 報化社 会 の中で テ クノロ ジ ーを⾃らの⽣
活や⽣ 産 の上に ど う⽣か す かとい う ところ に その本 来 的意味 が あるの で す。こ うして、
⾼等教 育 を受け た ⼈が「 知 恵のあ る 産業」 と しての 農 業に魅 ⼒ を感じ ら れるような状
況を作 り だして い くこと が 必要で し ょう。  
 
国際的な知恵、年の功、⼥性を地域づくりに⽣かす 
 さら に 、国内は もちろ ん 海外と も どんど ん 交流し て、
国 際 的 な 知 恵
．．．．．．

の 中 で ⽐ 較 す る と い う こ と を し て い た
だきた い 。むらづ くりが 陥 りやす い のは、井 の中の 蛙
になっ て 、⾃分の 地域の 利 害だけ を 考えて し まうとい
うこと で す。世界 に⽬を 向 けなが ら 、⼩さな むらの 地
域づく り を考え る ことが、 ⼤変重 要 なこと で はないで
しょう か 。 
 とこ ろ で、世界 に ⽬を向 け ると同 時 に、「⼈⽣80歳の時代 になっ た」という こ とも考
えなけ れ ばなり ま せん。⾼齢 化社会 は ともす る と暗い イ メージ で 受け⽌ め られますが、
そうな ら ないた め の基本 的 な条件 は、「80歳にな っても 健 康で社 会 参加し て いる」とい
うこと だ と思う の です 。20歳 〜80歳の ⼈たち が 話し合 い をする と いうこ と はどのよう
な意味 を 持つの で しょう か。「ジェネ レ ーショ ン・ギャッ プ があっ て、とても 付 き合え
ないか ら 」とい っ て、⾃ 分 に近い ジ ェネレ ー ション だ けで何 か をしよ う としたら、そ
れは必 ず ダメに な ると思 い ます。 ⾼ 齢化社 会 は好む と 好まざ る とにか か わらずやって
きます か ら、「 年の 功」つ まり 、歴史 とか ⽂化、伝統・伝承、⽣ 活体験・経 験が地 域 づ
くりの 資 源にな る という ⾒ ⽅が、 今 後どう し ても必 要 になっ て くるで し ょう。  
 併せ て 申し上 げ たいの は 「⼥性 の 働き」 で す。こ れ までと は 違って 、 これから⼥性
が職業 や 地域活 動 などさ ま ざまな 形 で社会 参 加して く るのは 必 然であ り 、また⼦育て

 



 

下河辺淳アーカイヴス Archives Report Vol.18 

42 地域から考える国づくり 

後の⼥ 性 に期待 す る側⾯ と いうの は 極めて ⼤ きい。特に 、「地 域づ くり」の中 で、⼥性
には基 本 的な役 割 を果た し ていく こ とを期 待 してい ま す。  
 
⽇本⽂化の基本である「むら」には、必ず「森」が存在する 

「むら 」 は⽇本 ⽂ 化の基 本 ですが、「 むら」 に は必ず 「 森」が 存 在しま す 。⽇本は⼀
世紀に 世 界第2位の 経済⼤ 国 になり 、国 ⼟の60％ 以上の 森 林⾯積 を 保って い ますが 、こ
れは⽂ 明 国の中 で はちょ っ と考え ら れない こ とです 。 ⼤帝国 が 森林と 共 に滅びていっ
たのは 歴 史の⽰ す ところ で もあり ま す。し か し、⽇ 本 の⽂化 は やはり 森 林の中に⻑い
歴史と し て残さ れ ている。「 森林」を地 域づく り の中で も う⼀度 評 価して み なけれ ばな
らない と 思うの で す。  
 「森林」は⽔を 提 供する「⽔ 源林」でも あり、国⼟ を守る「保 全林」でも あり、⽤材
を出す 「 ⽤材林 」 でもあ り ます。 そ してそ の バラン ス を上⼿ に とるこ と は極めて重要
です。しか しさら に 重要な の は、「 森」に対す る ⽇本⼈ の 感覚で す。諸外国 ⽂ 明のよう
に、必 要と あれば エ ネルギ ー や⽤材 の ために ど んどん ⽊ を切っ て しまう の とは違って、
⽇本⼈ は 「森林 」 に対し て 「侵し が たいも の 」とい う 感じを 持 ち続け て います。⽇本
の⽂化 は、「⽊の ⽂ 化」「森 の ⽂化」 で あると ⾔ えるか も しれま せ ん。  
 私た ち は「洋 ⾵ 化」の 中 で便利 な ⽣活を 享 受する よ うにな っ てきま し た。しかし、
激変期 の20世紀に代 わって、落 ち着き の ある21世 紀を迎 え るにあ た り、⼈間 が 地域で
⽣きて い くため に 何が⼤ 切 なこと か を考え る ときに 、 ここで 再 び「和 ⾵ 」がどういう
もので あ ったか と いうこ と を考え て いただ き たい 。2000年の歴史 から地 域 づくり の基
本を学 ぶ という こ とが必 要 であり 、 これに よ って初 め て落ち 着 きのあ る 地域づくりが
なされ る ように 思 います 。  
 群⾺ 県 のいろ い ろな地 域 が、⽇ 本 全体の 変 化に対 応 して先 進 的な落 ち 着きのあるむ
らづく り に成功 さ れ、群 ⾺ 県の地 域 づくり か ら、「和 ⾵ 」、もっ と ⾔えば 「 群⾺県⾵」
が出て く ること を 期待し た いと思 い ます。✥  
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
『 む ら づ く り ： 県 ⺠ シ ン ポ ジ ウ ム 報 告 ― こ れ か ら の 群 ⾺ の 農 村 を 考 え る 』、 群 ⾺ 県 、 1983年 11⽉  
資 料 番 号 ： 198311001 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=198311001&sub= 
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分権化を基本とした国⼟づくりのために      
─第五次全国総合開発計画の論点 

 
下河辺 淳 （東京 海 上研究 所 理事⻑ ）  

 
 ⾃治 労 の皆さ ん とは、ず い ぶんご 縁 があり ま して、も っ とも、丸 ⼭ 委員⻑ の 頃、敵・
味⽅の 関 係でし た が（ 笑）、その後 、⽥ 中内閣 時 代に『列島 改造論 』が 打ち出 さ れまし
て、ま す ます⾃ 治 労とは 討 論の相 ⼿ という こ とにな っ ていま し た。論 争 し合っていた
わけで す が、お 互い に先⾏ き に⾃信 を 持って い なかっ た 時代で あ ったよ う に思います。
しかし 問 題意識 だ けは、 共 通のも の があっ た ように 思 います 。 今⽇の 問 題も、当時論
争であ っ たこと が 論争と し て残さ れ 、そろ そ ろ⾃分 た ちで回 答 を出さ な ければいけな
い時期 に 来てい る ことを 痛 感しま す 。 
 今⽇ 、 いただ い たテー マ は「国 ⼟ 計画と 環 境」と い うこと で す。ま だ まだ、私が開
発の専 ⾨ 家で国 ⼟ 庁の次 官 だとい う イメー ジ が消え て いない の だなと い う気が し ます。
しかし 、 もう少 し 幅広い こ とを話 し たいと 考 えてお り ます。 国 ⼟計画 と いうのは⽇本
の進路 の ような も のをは っ きりと ⽰ してい ま すので 、 戦後の 国 ⼟計画 に ついて簡単な
解説か ら 始めた い と思い ま す。  
 
地域格差縮⼩をねらった国⼟計画 
 戦後 の 戦災復 興 という 形 で国⼟ づ くりが 始 まった わ けです が 、国⼟ 計 画がまとまっ
たのは、1962[昭和37]年に な ってか ら でした。池 ⽥内閣 の 所得倍 増 計画が 経 済政策と
して動 い ていた わ けです が 、並⾏ し て国⼟ 計 画が⽴ 案 される わ けです 。 このときの所
得倍増 計 画が重 化 学⼯業 に 頼る計 画 であっ た だけに 、 太平洋 ベ ルト⼯ 業 地帯だけが発
展して 、 全国の 地 域格差 が 広がっ て しまう と いう問 題 があり ま した。 ま た、重化学⼯
業を重 視 するこ と で、農 林 ⽔産業 は どうな っ てしま う のかと い う問題 が ありま す 。 
 この2つ の問題 を 考えて 作 られた の が、第⼀ 次 全国総 合 開発計 画 です。そ の ために、
第⼀次 産 業の開 発 を推し 進 めると い うテー マ と⼯業 化 のため に 全国的 に 分散した拠点
開発が 国 ⼟計画 の ⼤きな 課 題にな り ました 。 ⼯業化 の 拠点と い うこと で は、新産業都
市の指 定 を機に ⾏ ないま し た。こ の 第⼀次 全 国総合 開 発計画 の 結果を 今 ⽇になって⾒
ると、 地 域格差 を なくす と いうテ ー マに関 し ては成 功 してい る と⾔え る と思います。 
 県⺠ ⼀ ⼈当た り の所得 の 都道府 県 別格差 を みます と 、東京 都 の半分 以 下の県が当時
35県くら いあっ た のです が 、計 画が 終わっ た 時点で 数 県しか 残 らなか っ た。県⺠⼀⼈
当たり の 所得と い う点か ら は、格 差 が是正 さ れたと ⾔ ってよ い と思い ま す。その意味
では、 第 ⼀次全 国 総合開 発 計画は 成 功した と ⾔える か もしれ ま せん。  
 世界 中 で⼀国 内 の地域 格 差がこ れ ほど⼩ さ い国は ⽇ 本ぐら い しかあ り ません。政治
の安定 に とって 地 域格差 が ⼩さい と いうの が ⼤きな 理 由の⼀ つ です。 ソ 連や中国を⾒
ている と 地域格 差 が⼤き す ぎて国 家 として も 危険を 感 じざる を 得ませ ん 。 
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 これ は 、⼯業 化 だけで は なく、 財 政とい う ものが 決 定的に ⼤ きな役 割 を果たしてい
るよう に 思いま す 。地⽅ 交 付税や 各 種補助 ⾦ 、公共 事 業とい う さまざ ま な形で国から
お⾦を も らって き て格差 が ⼩さく な った。 こ の構造 ⾃ 体、論 争 になる の ですが、第⼀
次全国 総 合開発 計 画は地 域 の格差 を ⼩さく し た。最 近 また格 差 が⼤き く なる傾向にあ
るよう で すが。  
 それ が、1969[昭和 44]年に な ると第 ⼆ 次全国 総 合開発 計 画を作 り ました 。こ れは「新
全総」 と 呼ばれ て いるも の ですが 、 何をね ら ったか と 申しま す と、第 ⼀ 次全国総合開
発計画 は ⼯業拠 点 の開発 を ⾏なっ た のです が 、政策 に よって 企 業の⽴ 地 を地⽅に持っ
ていく の は限界 が ありま し た。や は り、企 業 は市場 の 都合で ⽴ 地を考 え るわけですか
ら。そ こ で、交 通 ・通信 と いう社 会 資本を 地 ⽅に整 備 するこ と によっ て 、企業⽴地の
市場性 に 変化を 与 えられ な いかと い うこと で す。ま た 、イン フ ラスト ラ クチャーに⽬
を向け る と、⽇ 本 の⾼度 経 済成⻑ は 、考え て みると 明 治時代 の ものの 上 に成り⽴って
いたわ け です。 横 浜・神 ⼾ もそう で すし、 道 路も東 海 道・⼭ 陽 道と江 ⼾ 時代からのも
のもあ り ます。 地 ⽅都市 に ⾄って は 、15〜16世紀か ら の城下 町 が中⼼ で す。  
 しか し 、こう し た状態 は もう続 か ない。 過 密な状 態 が悪化 し て、こ れ 以上のものが
できな く なると い うので 、21世紀を展 望する よ うなイ ン フラの 整 備とい う ことを「新
全総」 は テーマ に したわ け です。 め ぼしい も のとし て 、新幹 線 や⾼速 道 路、⼤規模⼯
業基地 、 国際空 港 などが 計 画で上 げ られま し た。こ れ が、今 ⽇ どうか と いう評価をさ
れ る 時 期 に 来 て い る わ け で す 。 ⽇ ⽶ 構 造 協 議 の 430兆 円 と 絡 ん で ま す ま す 積 極 的 に な
ってい る ように 思 えます 。  
 当時 社 会党や ⾃ 治労か ら 、⼟地 や 環境問 題 に⼗
分な⼿ ⽴ てがで き ないま ま に、こ う いうこ と をす
ること は 国⼟を 破 壊する も のであ る と批判 さ れ、
論争し た のを覚 え ていま す 。⽥中 内 閣の列 島 改造
論が出 て きて、 第 ⼆次全 国 総合開 発 計画は 政 治的
な⼤論 争 になり ま した。  
 
定住圏構想の提唱 
 そう い う経緯 を 経て、1977[昭和52]年に第 三 次全国 総 合開発 計 画がで き ました。こ
の第三 次 全国総 合 開発計 画 は、国 家 が国⼟ の 構造を ⼤ 胆に変 え てゆく と いう第⼆次全
国総合 開 発計画 の 発想の 裏 返しで 、 ⼈々が 定 住でき る ⽣活圏 を つくる こ とを考えまし
た。定 住 圏とい う テーマ で 計画を つ くった わ けです 。 ここで は ようや く 、⾃治労と話
し合う 余 地が出 て きまし た 。 
 その 頃 、⽇本 ⼈ の流動 性 が⾮常 に ⾼くな っ てきた 時 期でし た 。東京 へ 出てきた⻘年
たちも 、 東京へ 来 たもの の 定住の 必 然性が な い。公 団 に住ん で いれば 仮 住まいという
感じし か 持てな い 。⾃分 の 定住と い うこと に 関して の 地域的 に も、職 業 的にも、思想
的にも 不 安定に な ってき て いる。 そ こへ定 住 圏とい う ものを 構 想して 国 ⺠の定住性を
得よう と いうこ と で⾃治 労 とも盛 ん に議論 し ました 。  
 しか し そこか ら 私が⼀ 歩 踏み込 ん で、地 ⽅ の基礎 的 団体は 定 住圏に あ るとして、都
道府県 制 と市町 村 制を改 め ようと ⾔ い出し た あたり か ら関係 が おかし く なって、都道
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府県性 こ そ⾃治 労 の命だ と いうよ う な⼈が い ました か ら（笑）、団体⾃ 治 ということと
合わせ て ⼤論争 に なりま し た。政 府 として も 、⾃治 労 が定住 圏 を基礎 的 ⾃治体である
とする な らば閣 議 了承で き ないと い うこと で 、公的 に 私が⾏ き 過ぎで あ ったことを⾔
いまし た 。 
 定住 圏 を考え て いた時 に、全国の 地 域とい う 概念が、15〜16世紀 から江 ⼾ 時代にか
けて作 ら れた藩 政 時代の エ リアに 戻 りつつ あ ること に 気が付 き はじめ ま した。⽇本⼈
の 中 に 100年 か け て つ く っ た 廃 藩 置 県 か ら の 都 道 府 県 制 よ り も 数 世 紀 か け て つ く っ た
地域の ⽅ が地域 的 社会的 に 残って い るよう で す。そ こで 、全国 を300の定住圏 に分けて
考えよ う という こ とにな り ました 。  
 定住 圏 構想で は 、⽔系 主 義とい う ことを 中 ⼼に考 え ました 。 ⽇本の 地 域をモデル的
に⾔え ば 、四⽅ に ⼭があ っ て、奥 ⼭ があっ て 、そし て 森林が あ る。そ れ から⾥⼭があ
って、 畑 や⽔⽥ が あって 、 城下町 が あって 港 がある 。 こうし た ⽔系を 軸 にした地域が
あった わ けで、 そ こから 構 想しま し た。こ れ はいろ い ろな⽅ か ら評価 さ れまし た 。 
 
多極分散型の国⼟づくり 
 さら に 、1987[昭和62]年に 第四次 全 国総合 開 発計画 が できま し た。こ れ は、経済⼤
国にな っ た⽇本 が いよい よ 国際化 、 情報化 、 ⾼齢化 し てゆく 中 で、ど の ような国⼟を
つくる の かを議 論 するこ と になっ た わけで す 。その 中 でも⼤ き なテー マ は東京⼀極集
中をど う するか と いうこ と でした 。 そこで 、 東京を ど うとら え るのか で すが、アジア
の中の 東 京、世 界 の中の 東 京、つ ま り世界 都 市東京 の あり⽅ が ⼤きな テ ーマになりま
した。  
 その 意 味では 、 霞ヶ関 、 永⽥町 、 丸の内 、 ⼤⼿町 は 引っ越 し たほう が いい。⾸都移
転を過 密 だから と いうこ と で考え て いる⽅ が 多いの で すが、 世 界都市 東 京には全く必
要ない も のです 。 ⽇本の 組 織の中 ⼼ である 必 要はな い のです 。 しかし 、 現実の問題と
しては 、 全国が 疲 弊して き ていま す から、 東 京⼀極 の 集中は ぜ ひ改⾰ し たいというの
が四全 総 の⽴場 に なって き ていま す 。 
 この 議 論をす る ときに は2つの考 え ⽅があ る と思い ま す。1つ は 、多 極分 散型国 ⼟を
つくる た めに、 極 をたく さ ん作っ て それを 結 ぶこと で 東京の 機 能が分 散 するだろうと
いう考 え です。 こ れは伝 統 的な考 え で、第 ⼀ 次全国 総 合開発 計 画と変 わ らない。今で
は 政 府 主 導 型 の 拠 点 開 発 と い う の は 無 数 に あ っ て 、「 ○ ○ ぴ あ 」「 ××ポ リ ス 」 と い う
名称に な ってい ま す。こ れが 、各省 庁で ⼀局あ れ ば必ず1つ あると い う状態 で、悪⼝で
「⼀局 ⼀ 品運動 」 と呼ん で います 。 地⽅公 共 団体も ス ーパー で ものを 買 うように、霞
が関に 来 ては何 か を持っ て 帰ると い うこと を 繰り返 し ていま す 。 
 も う 1つ は 地 域 活 性 化 の 発 想 で 、 拠 点 を 発 展 さ せ る こ と に よ っ て 国 ⼟ 全 体 を 活 性 化
すると い うこと で はなく 、 すべて の 地域が 活 性化す る ことを ね らいと し たものです。
例えば ⽵ 下内閣 の「 ふるさ と 創⽣論 」の 1億円は 、地⽅が ⾃ ら考え 実 施する こ とをねら
いとし た もので す が、こ の あとど の ような 補 助⾦を く れるの か という の が、霞が関へ
来る陳 情 の内容 に なって し まった 。 そのこ と はおき ま すが、 四 全総は こ うしたことが
テーマ に なって い ます。  
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 そし て 、これ か らのこ と を考え ま すと、こ うした 計 画は4、5年かか る というのが現
実です か ら、今 、 国⼟庁 の 若い職 員 たちと ⼀ 緒に議 論 し始め て 、少し ず つ第五次計画
のテー マ が⾒え 始 めてい る ところ で す。  
 
多様化、多元化の時代の第五次計画 
 たく さ んある の ですが 、 そのひ と つは、 私 たち⽇ 本 ⼈の国 ⼟ 観、居 住 観、地域観が
政府の 計 画によ っ て⼀元 化 される 時 代では な く、多 様 化、多 元 化して い るのではない
かとい う ことで す 。そう す ると同 じ 価値観 を 持つも の が⼩集 団 を作る よ うになり、異
なる価 値 観を持 つ ⼩集団 が 混在す る 社会が ⽣ まれて く る。そ こ での地 域 社会や⾃治は
どうい う ものに な るのか と いうこ と を考え な ければ な りませ ん 。 
 これ は 東京⼀ 極 集中の 構 造の分 析 を始め て いると こ ろから 議 論が出 て きました。戦
後の東 京 の⼈⼝ 増 加は、 戦 争によ る 復員や 疎 開先か ら の帰京 、 また農 村 が過剰⼈⼝に
なった の で、そ れ を都市 が 引き受 け るとい う 形で進 み 、⾼度 経 済成⻑ に よって労働⼒
の需要 の 増加、 ま た農業 の 省⼒化 な どが要 因 でした 。 また、 ⾼ 学歴化 の 進展で、村か
ら地⽅ 都 市へ、 地 ⽅都市 か ら⼤都 市 へとい う 若者の 流 れがで き てしま っ た。さらに、
ごく最 近 になっ て 情報化 、 サービ ス 化とい う 経済体 制 になっ た 時に新 た な労働⼒が地
⽅から ⼊ ってく る という こ とが出 て きまし た 。 
 こう し た要因 も 産業や 経 済の要 請 によっ て ⼈⼝が 集 中する と いうの は 、もう峠を越
えてし ま ったと み るべき だ と思い ま す。そ れ にもか か わらず 、 地⽅か ら 若者がやって
くるの は どうい う 理由か と 調査し て いるの で すが、 明 確にな ら ない。 働 くためや勉強
や結婚 の ためで は ないと い うこと は はっき り してい ま す。ど う も、世 界 都市東京への
あこが れ があっ て 、そう 思 うたび に 地⽅に い るとい う 気持ち が 失われ て ゆく。地⽅で
はもう だ めだと 。  

 地域 活 性化の た めの村 祭 りとか 、 伝統芸 能 とか
ありま す が、あ れ は特に 東 京から 来 た⼈に 興 味が
あって 、 村の⻘ 年 にとっ て は妙に お 年寄り が 威張
ってい て 嫌なこ と なんで す ね。夜 に 代々⽊ 公 園に
⾏きま す と、地 ⽅ 弁を話 す ⼦ども た ちと⽇ 本 では
ない⼈ た ちと半 々 で、こ れ までに な い空間 が でき
ている 。  

 国勢 調 査を⾒ ま すと、 戦 後ベビ ー ブーム 世 代あた り から、 東 京への 若 者の集中が始
まって い ます。東 京 ⽣まれ の 戦後ベ ビ ーブー ム 世代は 約15％なので すが、20歳のとき
に30％前 後の⼈ た ちが東 京 で暮ら し ている。そ れが今25％まで 下 がって き ている。第
2次 ベ ビ ー ブ ー ム 世 代 に な る と ピ ー ク は 33％ を 超 え る か も し れ ま せ ん が 、 こ れ が 30歳
を過ぎ る とどう な るかを 考 えてい ま す。  
 戦後 ベ ビーブ ー ム世代 が、5％下がっ たとい う のは、家が 買えな い からと か、騒⾳が
嫌だと か 、環境 が 悪いと か マイナ ス のイメ ー ジでい る ⼈がか な り多い こ とは確かです
けれど も 、改め て 巨⼤都 市 を否定 し 、地⽅ へ の積極 的 な価値 観 という の が芽⽣えてい
ること も 確かで す 。そう し た分散 し て居住 す るとい う 形が、 戦 後初め て 政策的に可能
になる の が第五 次 全国計 画 です。  
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 別の ⾓ 度から 申 します と 、そろ そ ろ⼤都 市 という の は⼈間 が 住むの に ふさわしい場
所では な いとい う ことが 議 論され つ つある よ うに思 い ます。 交 通の問 題 、⽔や電気の
供給の 問 題、ゴ ミ の問題 な ど、さ ま ざまに 指 摘され ま すが、 直 せない も のは直せない
とはっ き り主張 し たいわ け で、こ う した研 究 会でも で きるこ と とでき な いことをはっ
きりさ せ たほう が よいと 思 います 。  
 
「東京化」リゾート開発の問題 
 その よ うな東 京 ですが 、 私が今 ⼀ 番恐れ て いるこ と は⾷糧 問 題です 。 東京では世界
中のも の が⾷べ ら れるよ う になっ て いるの で すが、 こ の状態 で ⾷糧を ⻑ 距離輸送して
⾷ べ て い て ⼈ 体 の 影 響 は ど う な る の だ ろ う か と 思 い ま す 。 第 2次 ベ ビ ー ブ ー ム 世 代 の
⼦ども た ちは、 物 が豊か な 東京⽣ ま れ・東 京 育ちが 圧 倒的に 多 くて、 薬 漬けの⾷糧を
⾷べて い て、彼 ら が⾼齢 化 社会を 形 成した ら どうな る のだろ う と思う と 、⼤変なこと
ですね 。  
 これ は 思想的 に も表現 さ れ、⾃ 然 環境を 持 たない で 育った ⼈ 間が、 レ ジャーなどで
⾃然の あ る所へ ⾏ っても 、東 京的な 環 境をつ く ってそ こ でしか 楽 しめな く なっている。
⽇本列 島 の⾄る 所 でリゾ ー ト開発 が ⾏なわ れ ていま す けれど も 、いか に 東京化するか
が問題 に なって い る。  
 先⽇ 札 幌のホ テ ルに宿 泊 したの で すが、 ⾷ 事が東 京 のホテ ル と同じ に なってきてい
る。「今 ⽇ は、ト ウ モロコ シ とジャ ガ イモが ⾷ べたい 」 と⾔っ た ら、「い や 、もうそん
なこと は わがホ テ ルでは し ません 。 コンチ ネ ンタル で どうぞ 」 なんて ⾔ われてしまっ
て（笑）、 そうい う ことな ん だと痛 感 しまし た 。 
 環境 の ことで ⾔ います と 、川崎 で 話をし た ときに 、 ある⼥ 性 から「 あ なたが公団や
団地を い っぱい つ くるか ら 、せっ か く⾃然 の あると こ ろへ越 し てきた の にどうしてく
れるの 」 と⾔わ れ ました 。 そうや っ て⾒て み ますと 、 別の次 元 に話を 移 してみたいの
ですが 、 戦後と い うのは 戦 争の責 任 を国家 に とらせ よ うとし て 、戦災 復 興をはじめと
して政 府 に依存 す ること が ⾏なわ れ ました ね 。そし て 経済が 動 いてき た ときに、ミニ
マムの 思 想が出 て きて、 ナ ショナ ル ・ミニ マ ムとい う 形で、 地 域ごと に 決まるのでは
なくて 、 地域の ⼈ がミニ マ ムの保 護 を国家 に 求める 構 造がで き てしま っ た。  
 そこ で 、政治 が 経済優 先 から⽣ 活 優先と い うのが 出 てきた と きでも 、 補助⾦が⽣活
のほう へ 動いて 、 ますま す 国家中 ⼼ になっ た 。⾃治 労 も物質 的 な要求 を してきている
団体だ と、悪⼝を ⾔ ったこ と があり ま したが（ 笑 ）、そうし た要求 は 中央も し くは国家
依存型 の 思想体 系 の中で 理 解され る ことに な ってい る のでは な いか、 と いうことを⾔
いたい わ けです 。 そこで 、 第五次 全 国総合 開 発計画 を 考える 時 期にな り ますと、地域
の価値 や 地域の 豊 かさを ⾃ 分たち で 考える 必 要に迫 ら れてい る と思い ま す。  
 
国に依存しない⾃⽴した地域づくり 
 その 延 ⻑で、 巨 ⼤都市 を 否定し て 、⼯業 化 と都市 化 の限界 の 先を考 え ますと、脱⼯
業化の ほ うはま だ はっき り ⾒えて い ないの で すが、 皆 さんも ご 存知の よ うに情報化社
会であ る という こ とが出 て きてい る 。それ で は脱都 市 化社会 は と⾔い ま すと、ほとん
ど姿は 無 くて、 私 が強引 に 森林化 社 会とい う ことを ⾔ いだし ま した。 そ こで、情報化
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社会と 森 林化社 会 を合わ せ て「エ コ ポリス 」 という こ とがで き なだろ う かと思うわけ
です。  
 そう 考 えた時 に 、いま や 都市と 農 村とい う 概念は あ り得な い と思っ て います。この
分化さ れ たイメ ー ジは20世 紀のも の であっ て、もう21世 紀では、こ こが農 村、ここが
都市と い うこと で はない だ ろうと 思 います 。 この意 味 では、 藩 政時代 の 藩のエリアは
都市と 農 村が完 全 に⼀体 化 してい て ⽇本が 誇 るべき 地 域概念 で す。な に か、農村と都
市が分 裂 してお 互 いに被 害 を受け る 形にな っ てしま い 、残念 な ことで 、 新しい地域概
念がで き て、定 住 圏構想 を 超える 形 で、基 礎 ⾃治体 に なるべ き だと思 い ます。現⾏制
度をど う 改善す る かは、そう した基 本 的な哲 学 がない 限 り混乱 す るだけ だ と思います。
⾃治労 の 研究所 の テーマ と しても 基 礎⾃治 体 と地域 概 念を考 え る必要 が あると思いま
す。先 ほ ど⾔っ た ように 、 ⾷べ物 ひ とつと っ ても地 域 が重要 で すから 。  

 ⾏⾰ 審 の「暮 ら し部会 」 の細川 さ んとも 話 をし
たので す が、数 百 の基礎 的 ⾃治体 を つくっ て そこ
で分権 を 受ける よ うにし た らどう か 、と話 し たと
きに、 細 川流で は 市町村 合 併で積 み 上げて い った
らどう か という の ですが 、 私は思 い 切って 都 道府
県 を 分 解 し て 、 知 事 が 47⼈ で は 寂 し い か ら 300⼈
つくっ た らどう か 、突然 喜 ぶ⼈が 出 てくる と 思う
のです が（ 笑）、こう いう⽅ 向 の議論 も される 必 要
がある と 思いま す 。 

 基本 は 分権化 に あるわ け で、国 に 依存し な い地域 の ⾃⽴性 と いうの は 、最後には分
権化の 問 題です 。 戦後今 ⽇ まで、 国 家依存 の 政策が 進 んだの で 、⽇常 性 のあるものま
で国家 の 権限に な ってし ま った。 国 際シン ポ ジウム で 、児童 公 園を建 設 ⼤⾂が認可す
ると⾔ う と、他の 国 の⼈は ⾶ び上が っ て驚き ま すよ（笑）。戦前の 帝 国憲法 で はなかっ
たこと で す。で す から、 元 に戻し た らよい と 思いま す 。⽣活 の 豊かさ も 世界レベルで
⾔えば 、 相当な も のです か ら、そ ろ そろ国 家 依存か ら 抜け出 す 必要が あ ります。⽇常
的なも の は当然 地 域の権 限 であっ て 、戦後 の 構造が 異 常なも の で、正 常 にする必要が
ありま す 。 
 もう ⼀ 歩進め て 、⽇本 で は正常 化 が問題 で すが、 今 世界で 議 論され て いる統合と分
化の問 題 にも加 わ る必要 が ありま す。ECの統 合 やソ連 の 分化、各国 の少数 ⺠ 族の問題
ですが 、 いわば 、 国家が 持 ってい た 外交・ 軍 事など を 本来的 に どうし た らよいのかと
いうこ と です。 例 えば、 外 交は⼀ 元 的に政 府 が持っ て いるの で すが、 国 際化する中で
陸続き の 国々の よ うに分 権 化論争 を しない で すむと は 思えな い 。これ は 世界都市東京
が最初 に 議論に な ると思 い ます。 ま た北海 道 と北⽅ 四 島との 関 係も現 実 には出てくる
でしょ う 。ここ も 第五次 全 国総合 開 発計画 の 論点に な ると思 い ます。✥  
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『 ⽉ 刊 ⾃ 治 研 』 VOL.34 NO.392、 ⾃ 治 研 中 央 推 進 委 員 会 事 務 局 、 1992年 5⽉  
資 料 番 号 ： 199205001 
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下河辺淳⽒に聞く「21 世紀の国⼟構造」 

 
下河辺 淳 （東京 海 上研究 所 理事⻑ ）  

 
東京⼀極集中を歴史の流れから⾒る 
 ⽇本 ⼈ は、⽇ 本 という 国 ⼟に住 み 着いて か らさま ざ まな住 ま い⽅を し て、縄⽂・弥
⽣時代 に なって 集 落を形 成 するよ う になり ま した。7、8世紀にな ると、奈 良と京 都と
いう拠 点 をつく り ました。私 から⾒ る と、それ か ら1000年間は、「関 ⻄⼀極 集 中」なん
ですね 。 徳川幕 府 が整っ て きます と 、幕藩 体 制のも と で、江 ⼾ を中⼼ に して三百諸侯
の地⽅ が 、それ ぞ れお国 ⾃ 慢をも っ ている と いう⼀ 極 集中構 造 をつく り 上げま した。 
明 治 維 新 が 起 き ま す と 、「 20世 紀 の 新 し い ⽇ 本 と は 何 か 」 と い う 議 論 が 盛 ん に ⾏ わ れ
て、新 し い⾸都 を つくろ う という こ とにな っ た。そ の 結果、 江 ⼾に置 い たけれども、
新しく 「 東京」 と いう⾸ 都 をつく っ たんで す ね。  
 ⽇本 の 近代化 は、そこか ら 始まっ た わけで す が、そ れか ら100年経 ってみ る と、東京
は経済 ⼤ 国のヘ ッ ドクオ ー ターと し て⼤き く なり、「東 京⼀極 集 中」になっ たとい う流
れなん で す。  
 そう し た⻑い 歴 史から ⾒ て、私 は21世紀を迎 えるい ま 、再び 政 治、経 済 、⽂化、科
学技術 、地 球環境 な どのい ろ いろな 分 野から、「21世紀の新 しい⽇ 本」を議論 し て、そ
の中で 「 東京を ど うすべ き か」を 考 えるべ き だと思 っ ていま す 。 
 古代 の ⽇本は 、 能登半 島 から出 雲 、⽞界 灘 、⻑崎 、 太宰府 、 有明海 、 種⼦島、屋久
島、琉 球 列島ま で のライ ン が中⼼ 軸 だった の ではな い でしょ う か。そ の 軸があったか
ら、鮮 半 島や中 国 から⽂ 化 や技術 、 経済が ⼊ ってき た と考え て いいで し ょう。  
 ⽇ 本 に お け る 「 ⼀ 極 集 中 論 」 は 、 7、 8世 紀 か ら 15、 16世 紀 ま で の 「 関 ⻄ ⼀ 極 集 中 」
と、18、19世紀か ら の「江 ⼾⼀ 極集中」、20世紀の「 東京⼀ 極 集中」とい うこと で すか
ら、何 千 年とい う ⽇本⼈ の 歴史の 中 では、 そ れほど ⻑ いもの で はない と 私は考えてい
ます。  
 
経済合理性からの東京⼀極集中は峠を越えた 
 ⽇本 の ここ半 世 紀の歴 史 を⾒て み ますと 、 東京を ヘ ッドク オ ーター に することが、
経済的 に 最も合 理 的だっ た んです ね 。とこ ろ が、こ こ にきて 価 値観が 多 元化し、多様
性が出 て きまし た 。⼤量 ⽣ 産によ る 画⼀的 な 製品で は 豊かさ を 感じな い 。⼈間がつく
ったも の よりも 、 ⾃然に つ くられ た ものの ほ うに価 値 を感じ る 。ある い は、⾃然科学
に依存 す るより も 、もっ と 宗教的 、 ⽂化的 、 芸術的 な ものに ⼈ 々の関 ⼼ が集まってき
ました 。 経済の 合 理性を 追 求した 「 東京⼀ 極 集中構 造 」では 、 達成で き ない動きが始
まった と 私はと ら えてい ま す。  
 若者 が 東京に 集 中する の は、経 済 が原因 で はない と ⾒てい ま す。彼 ら は、東京の⽂
化、芸 術、情報な ど への依 存 として 集 まって き ている の です。1つ の国の20歳前後 の若
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者の33パ ーセン ト が1つの都 市で暮 ら してい る。この数 字 は驚異 的 ですよ ね。世界の⼈
類史上 な いこと で す。そ れ だけ東 京 に魅⼒ が あると い うこと で す。  

 経済 が 「東京 ⼀ 極集中 」 をつく り 上げたの
ですが 、 すでに そ の経済 機 能の集 中 は峠を越
え、市 場 だけが 残 って、 そ れが若 者 たちへの
魅⼒に な ったと い う構造 で す。「 東京 ⼀極集 中」
が続い て いるの は たしか で すが、 中 ⾝をよく
⾒ると 、 従来と は まった く 違った も のなんで
す。  

 
これからの分散政策は若者の「⾃分探し」を重視 
 私は 、20歳前後は「東 京⼀ 極集中 構 造」です が、30歳 前後は 分 散傾向 に あると ⾒ て
います 。 ⾃分の ⽣ まれた ⼟ 地に⼀ ⽣ を託す る という ⻘ 年は少 な くなっ て 、⼀度は東京
へ出て き て世界 の ⽂化に 接 する。そ れによ っ て、30歳 前後で「 ⾃分が 何 者か」という
ことが 分 かって き て、そ の 結果、 各 ⼈によ っ て選択 が 分かれ ま す。  
 その ま ま東京 に 居よう と いう⻘ 年 もいま す 。⾃然 の 中で暮 ら したい と いう⼈もいま
す。離 島 に住み た いとい う ⼈もい ま す。故 郷 の⼭村 に 住みた い という ⼈ もいます。同
じ⻘年 で も価値 観 によっ て 居住地 の 選択が ⾏ われま す 。これ か らの分 散 政策は、そう
した若 者 の「⾃ 分 探し」 の 価値観 を 促進し た り、助 勢 するこ と によっ て 、効果を発揮
するこ と になる と 思いま す 。 
 若者 た ちはい ま 夢中で 東 京に集 中 してい ま す。彼 ら に対し て 、単に 分 散しろと⾔っ
て も 、 ⽇ 本 列 島 の 中 に 東 京 ほ ど の 魅 ⼒ 的 な 拠 点 を も う 1つ つ く る こ と は 不 可 能 で す か
ら、集 中 は避け ら れない 。しかし30歳を過 ぎ れば、東 京に残 留 する率 が 少なくなると
⾒てい ま す。  
 
3時間の昼休みで命と⼼の洗濯を！！ 
 これ か らの⼤ き なテー マ として は 、官庁 移 転があ り ます。 国 会や中 央 官庁を移転し
ようと い う「⾸ 都 機能の 移 転論」 と いうの が あって 、 法律を も って調 査 会もできまし
た。調 査 会で議 論 した結 論 によっ て は、移 転 が具体 化 するか も しれま せ ん。  
 もう ⼀ つは経 済 同友会 な どが報 告 書を出 し ました が 、企業 の 本社を 東 京都⼼部に置
くこと が 不合理 だ という 意 ⾒が出 始 めまし た。コスト が かかり す ぎると い うことです。
⼟地代 は ⾼いし 、 ⾞が渋 滞 するし 、 インフ ラ ストラ ク チャー の 費⽤負 担 もきつい。社
員の通 勤 にかか る コスト も 少なく な い。  
 地⽅ に 本社を 置 くと、 社 員はも っ と遊べ る 時間も 豊 富にな る など、 時 間の豊かさが
⼿に⼊ り ます。そ うなれ ば 、こんな ことも 考 えられ ま す。「サラ リーマ ン の昼休 み3時
間制」 で す。サ ラ リーマ ン が、昼 休 みに命 の 洗濯か ら ⼼の洗 濯 までで き る施設が完備
されて い て、事 務 所へ帰 っ てきた ら 、シャ ワ ーを浴 び てから 仕 事に取 り 組む。このほ
うが効 率 がいい の ではな い かと私 が 提案し た ら、み ん なに「 空 想的で す ね」と笑われ
てしま い ました が … (笑)。 そうい う 時代が く ると私 は 思って い ます。  
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⼈間の 体 と同様 に すべて の 地域が 元 気にな る こと  
 地域 の 活性化 が ⼤切で す ね。⼈ 間 の体と 国 ⼟は同 じ です。 体 はほん の ⼀部が癌細胞
になっ た ら命が 危 ない。 国 ⼟も、 ど この地 域 にも癌 細 胞があ っ てはい け ないというの
が、国 ⼟ ⽣態学 上 ⾔われ て います 。  
 拠点 だ けよけ れ ばいい と いうの は 経済主 義 であっ て 、国⼟ の 健康管 理 からいうとす
べての 地 域が元 気 でなく て はいけ な いとい う 発想で 議 論した い ですね 。 ⽵下内閣のと
きに、「⼀ 市町村 ⼀ 億円」とい うこと で、ふるさ と 創⽣に 取 り組ん だ のも、地域 活性化
の初歩 的 な実験 だ ったの で す。こ れ から、 あ の成果 を よく分 析 してみ て 、第⼆段、第
三段を ど うする か を検討 す る必要 が ありま す 。 
 すべ て の地域 を 細胞と し て活性 化 するに は 、根強 く やって い かなく て はいけないと
いうこ と です。  
 
⼩さな町から世界へ発信する 
 地域 開 発につ い て、少 し 違った 観 点から ⾔ います と 、⽂化 的 施設の 意 味付けが変化
してき ま した 。いま までは 、美 術館で も、⾳楽館 で も、市⺠ホ ールで も、「地 元の⼈ の
ための ⽂ 化的サ ー ビス」 と いうこ と でつく っ てきま し た。そ の 結果ど う なったかと⾔
います と 、⼤き な 都市で は ⽂化施 設 が整う け れども 、 ⼩さな 都 市では 整 えることがで
きない 。 また、 ⽂ 化施設 の 経営上 、 愛好者 が 少ない と 経営的 に 成⽴し な いため、⼩さ
い町で は 、⽂化 施 設を運 営 できま せ ん。今 ⽇ のよう に ⽇本⼈ の ⽣活レ ベ ルが⾼くなり
ますと 、 百万⼈ 以 上の町 で ないと 、 市⺠が 納 得する ⽂ 化施設 が 持てな い ということに
なりま す 。 
 その 点、ヨーロ ッ パを⾒ て いて感 じ ること は、1つのオペ ラハウ ス が「その 町 のため」 
なんて 思 う⼈は い ないの で す。全 ヨ ーロッ パ の⼈が 、 ⾶⾏機 に 乗って ま で来る憧れの
オペラ ハ ウスと い うのが ⼩ さな町 に あるわ け です。 美 術館な ど でも同 様 です。  
 ⽇本 で も、よ う やくそ う した時 代 がやっ て きま
した。 東 北地⽅ の ⼩さな 美 術館が 、 ⽇本中 ど ころ
か、海 外 からも ⼈ が来る と いう企 画 を⽴て る よう
になり ま した。 ⼩ さい町 の ⾃分た ち のため の ⽂化
運動で は なくて 、 ⼩さい 町 の⼩さ い ⽂化施 設 にも
かかわ ら ず、国 際 的な影 響 を与え る ような 企 画が
⽣まれ て くる。 そ こに、 私 は魅⼒ を 感じま す 。 
 ⽂ 化 設 備 が ワ ン セ ッ ト あ っ て も 内 容 は 貧 弱 と い う よ り も 、 た っ た 1つ し か な い け れ
ど、そ れ が世界 的 レベル で ある。 そ こに豊 か さを感 じ る時代 が きたと 思 うので す 。 
 地域 の 細胞の 活 性化と い うのは、⼈ 間の活 動 を活発 化 するこ と ですが、そ の⽅法が、
⽂化活 動 であっ た り、⽣ 産 活動で あ ったり 、 教育活 動 であっ た り、医 療 活動であった
りしま す 。それ は 多彩な ほ どいい の ではな い 、でし ょ うか。  
 21世紀 には 、そ うした 独 創性に 富 んだ地 域 が⽇本 中 にでき て 、そ れら がネッ トワー
クされ 、⼈ 々は⾃ 分 の価値 観 に応じ て ⾃分の 好 きなと こ ろを選 択 して住 み 着いていく。
そんな 国 ⼟がで き ると思 う と、ロ マ ンチッ ク ですよ ね 。 
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地域開発と⾼齢化社会の接点 
 多極 分 散型国 ⼟ をつく ろ うとい う ことで 、 その極 づ くりを 重 要視し て いますが、そ
れは 、私が ⾔った「全 地域細 胞 として の 活性化 」と は別な も ので、「拠 点開発 型」の発
想です 。 拠点が で きれば 、 国⼟は よ くなる と いう考 え です。 私 は、そ う した拠点主義
だけで は、やはり ⽋ 陥があ る と思っ て います 。特 に困る の は、予 算に よって、「 今年は
10カ所だ け」とい う 発想に な りがち な ことで す。そうし ま すと、そ の 10カ所の 拠点に
⼈が集 ま ってし ま うこと に なりま す 。それ で は、地 域 開発の 本 来の趣 旨 と違ってしま
います 。  
 拠点 開 発はし ば らく続 く でしょ う ね。し か し、そ う した「 拠 点開発 型 」では、地域
の特性 を 失うし 、 ⼈聞と ⾃ 然との 関 係を変 え てしま い ます。 そ ういう こ とへの反発が
強くな っ ていま す から 、21世紀の 国 ⼟構造 を 考える と きは 、そ のへん を どのよ うに修
正して い くかが ひ とつの テ ーマに な ります 。  
 そし て ⾼齢者 と いう「 資 源」を も っと⼤ 切 にすべ き です。 そ の資源 は 、地域の活性
化に⼤ き な役割 を もって い るはず で す。「この 地域は ⾼ 齢化し た ので素 晴 らしい」と⾔
えるよ う にして い きたい 。  
 
500年後の「⺠族的な夢」を描く 
 ⽇本 の 都市と い うのは、15、16世紀の 顔をし て いるの で すが、20世 紀のわ れ われは、
その都 市 の顔を つ ぶした だ けであ っ て、つ く ったこ と はない な んて⾔ わ れている。そ
れでは 困 ります 。 超⾼層 ビ ルはや が て滅び て も、江 ⼾ 城は残 る と考え る と悔しいです
よ。私 に は、明 治 政府が で きた頃 の 国⼟計 画 の専⾨ 家 がうら や ましく て 仕⽅ないので
す。彼 ら はイギ リ スの産 業 ⾰命の 影 響を受 け て、全 国 に初め て 鉄道を 敷 くということ
で、⽇本 列 島2万キロ の図⾯ を 描いて い ます。横 浜 と神⼾ に 国際的 な 都市を つ くろうと
いうこ と で、⼩ さ な漁村 を 都市に 変 えてい ま す。  
 そこ で、われわ れ も、500年後に残 る ものを や ってみ た いと夢 み たわけ で す。それが、
私の⾔ う 「⺠族 的 な夢」 な のです 。  
 まず は500年後に 残るべ き 国⼟計 画 は何か と いう勉 強 をした い と思っ て います 。500
年後の ⽣ 活優先 に ついて 議 論した い し、企 業の 500年後に ついて 語 り合っ て いきたい。 
 そう や って議 論 してい っ て、「⺠族 的な夢」を 実現し て いく⽅ 向 へ持っ て いきた いと
思って い るんで す よ。✥  
 
 
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
『 HUNIMATE（ ゆ に ま て ）』 NO.6、 東 京 海 上 再 保 険 株 式 会 社 、 1993年 7⽉  
資 料 番 号 ： 199307006 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=199307006&sub= 
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国⼟ビジョンにみる気概 

 
下河辺 淳 （国⼟ 審 議会会 ⻑ ） 

 
幻の仙台国際空港 
 ⽇本 列 島に住 み 着いて 以 来、⽇ 本⼈ は活⼒ あ る気概 を 持って こ の国を つ くってきた。
最近、 ⼤ きな話 題 になっ て いる⻘ 森 の三⼤ 丸 ⼭遺跡 の 縄⽂⼈ は 、海と 陸 の接点という
⾃ 然 環 境 の 不 安 定 さ を 巧 み に 避 け な が ら 、 接 点 の 豊 か さ だ け は 120％ 活 ⽤ で き る ぎ り
ぎりの 丘 の上に 住 み着い た 。当時、⽇ 本列島 に いたと さ れる60万 ⼈は、豊 かな島国に
素晴ら し い⽣活 の 基地を つ くった 。  
 新し い ⽇本、 近 代国家 を つくる こ とにな っ た明治 政 府の国 ⼟ ビジョ ン はそれまでと
は全く 異 なり、 ⽇ 本列島 を 鉄道網 で 覆うこ と が⼤き な テーマ に なった 。  
 明治 政 府の⾏ な ったこ と はいっ ぱ いある が 、江⼾ を 「東京 」 として 、 近代国家⽇本
の⾸都 に したこ と は重要 だ 。さら に 鎖国を 解 き、横 浜 と神⼾ に 国際港 湾 を新たにつく
る⼤仕 事 は⾒事 に 成功し 、 世界の 港 湾都市 と して現 在 も機能 し ている 。  
 思い 起 こすの は 、明治 政 府が「 仙 台にも国
際港湾 を つくっ て、（横浜 、神 ⼾、仙 台 ）の三
⼤港湾 が 、⽇本 の 開放政 策 の基本 」 という国
⼟ビジ ョ ンを掲 げ たこと だ 。 
 宮城 県 の野蒜 に 横浜、 神 ⼾と同 じ 港湾を設
計し、 着 ⼯した が 、⼟⽊ 技 術の失 敗 と限界で
中⽌す る という 歴 史が残 っ た。仙 台 （野蒜）
が横浜 、 神⼾に 並 ぶ三⼤ 港 湾都市 で あったな
ら、東 北 はまっ た く違っ た 状況に な ったろう
と思う と 残念⾄ 極 だ。  
 明治 政 府はさ ら に、帝 国 ⼤学と 旧 制⾼校 を 全国に 配 置して 、 新しい エ リートをつく
ろうと し た。東北 では東 北 ⼤学と 旧 制⼆⾼ が 、20世紀 にどれ ほ ど貢献 し たか分 からな
い。  
 明治 政 府は、 国 ⼟ビジ ョ ンの⼤ き なテー マ である コ メにも こ だわっ た 。弥⽣時代か
ら江⼾ 時 代まで 綿 々とつ な いでき た 稲作⽂ 化 をまっ た く否定 し 、⽣産 性 の⾼い官主導
型の⽶ 作 を国⺠ に 強制し た 。全国 ⺠ が⽩⽶ を 常⾷に す ること が 、国⼟ ビ ジョンの夢で
あり、 イ ネ⽂化 の 北上に も 成功し た 。 
 この50年、国⼟ビ ジョン を 担当し て きて最 も 思うの は、「東 京⼀極 集中 」であ る。世
界に⼆ つ とない3200万⼈の活 動的な 巨 ⼤都市 を つくっ た。⼈類が ピ ラミッ ド や万⾥の
⻑城を つ くった 記 録より、20世紀に⽇ 本が東 京 をつく っ たほう が はるか に すごい こと
だ。  

 
野蒜築港（「東日本大震災文庫」宮城県） 
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 経済 ⼤ 国を⽀ え た国⼟ ビ ジョン は ⻄⽇本 国 ⼟軸で あ る。明 治 以来、 横 浜と神⼾に港
をつく り 、京浜 、 阪神、 北 九州に 三 ⼤⼯業 地 帯をつ く り、東 京 、名古 屋 、⼤阪を三⼤
都市に 育 てた。  
 だが 、⻄ ⽇本国 ⼟ 軸だけ が 発展し 、東 北につ い ては⽇ 本 ⼈全体 が「 遅れた 、貧 しい、
テレビ ド ラマの お しん」 の 地⽅と 、 考える よ うにな っ た。そ れ で国⼟ ビ ジョンに「地
域格差 の 出税、 国 ⼟の均 衡 ある発 展 、ある い は弱者 救 済、ナ シ ョナル ・ ミニマムの維
持」が ⼤ きなテ ー マとし て ⼊って き た。  
 私の 経 験でも 、 東京で 東 北の⼈ と 会うと 、 学者、 政 治家、 ⾏ 政官す べ ての⼈が「農
業は絶 望 的。⾼ 齢者 と過疎 化 は進む 。若 者は流 出 する」と嘆 くのを 聞 かされ、「 情けな
い東北 」 という 気 がして い た。  
 明治 政 府でさ え も、（ 東京 に次ぐ ）第 ⼆（ の位置 ）は 仙台と 考え 、神⼾ 港に⾒ 合 う仙
台（野 蒜 ）港を つ くろう と した。 コ メにど れ ほど期 待 したか も 分から な い。いつの間
に、東 北 ⼈は「 お れたち は だめな ん だ」と ⾔ うよう に なった の か。  
 
⾼齢者増加は資源 
 ここ で、いよい よ 未来に 向 けた国 ⼟ ビジョ ン に触れ て いきた い。皆さん が、「東北は
だめ」 と ⾔って い たこと は 、全部 逆 だと思 っ ている 。 秋⽥か ら 国連で 活 躍する明⽯康
さんが 出 たとい う のは、 東 北の⾃ 慢 でいい 。  
 「⼈材が 世界で 活 躍し、そ の 宝庫が 東 北」とい う のは⾃ 慢 話では な いのか。⼈ ⼝がも
っと減 っ ても素 晴 らしい 村 をつく る 気概が ほ しい。「過 疎」を「 佳 疎」にすれ ば、イメ
ージは 逆 転する 。  
 ⽇本 で は今、⼀番 明るい ⾒ 通しを 持 てるの は、年寄り が 増える こ としか な い。現 在、
65歳以上 の⾼齢 者1900万⼈の うち1600万⼈は 元 気で貯 蓄 がある 。知 的蓄積 や 経験が あ
って、 暇 で時間 も ある。 こ んな資 源 はちょ っ とない 。  
 65歳以 上の⼈ が ⽣きる こ とに気 概 を持っ て 初めて ⽇ 本がよ く なる。「⾼ 」を「光 」に
帰ると、「 光齢化 が 進むほ ど 素晴ら し い」と な る。東 北 地⽅は 「 佳疎化 」 と「光齢化」
で救わ れ るのが ⼀ 番いい 。  
 これ を もうち ょ っと⽂ 明 論的な 話 に拡⼤ し てみた い 。産業 ⾰ 命に基 づ く⻄⽇本国⼟
軸など の20世紀⽂明 は、世 界的 に確実 に 限界を 迎 え、「21世 紀の新 し い⽂明 を つくる 」
ことが 、⼈類の ⼤ きなテ ー マにな っ ている 。20世紀の巨 ⼤都市 依 存と離 れ 、⼈間 と⾃
然が共 ⽣ する⼩ 都 市、1万⼈ ぐらい の 都市の 素 晴らし さ を語り 合 う時代 だ 。 
 
東⽇本に国⼟軸を 
 東北 地 ⽅の政 令 都市は 仙 台市だ け という 状 況で、20世紀⽂ 明 による 都 市化や⼯業化
は進ん で いない。「 だから 悲 しい 、追い つきた い」ではな く、20世紀⽂ 明を否 定 し、⻄
⽇本国 ⼟ 軸に対 し 、東⽇ 本 に新し い 国⼟軸 を つくる こ とに、 東 北⼈が 持 っていた気概
を復活 さ せ、「21世 紀⽂明 発 祥の地」と して東 北 を⾒る こ とが、新し い創⽣ と いう⾔葉
の意味 で はない か 。 
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 箱物 や インド ア 化が進 ん だ20世紀 の⽂化 だ ったが、⼈ 間本来 の ⽂化は ア ウトドアで
はない か 。21世紀 に⼈間 が つくり 上 げる⽂ 化 をどれ だ けアウ ト ドア化 で きるか 、東北
の⼭々 に アウト ド アの形 で 新しい ⽂ 化がで き るかだ 。  
 「⼈間に とって 科 学技術 と は何か、医 学とは 何 か」が問 わ れる21世 紀⽂明 を ⽀える学
問が、 東 北の⼤ 学 がやる べ き⼤き な テーマ だ 。東北 地 ⽅が⼤ 学 レベル で ネットワーク
を組ん で 、成果 を 出せた ら 、どれ ほ ど世界 に 貢献す る だろう 。  
 「気概」という の は、政府 や ⾏政や 政 治に頼 む 仕事で は ない。⼀ ⼈ ひとり が ⾃分の中
に持つ ⼼ 構えで あ って、 東 北に住 む ⼈たち が ⾃分な り の気概 を 感じる こ とが東北新港
の気概 の 原点だ。「 個⼈が 何 をやり だ すか」び っ くりす る ような 時 代が、気 概 のある時
代と⾔ え る。今 ⽇ の⾃分 よ りも、 明 ⽇の⾃ 分 に何か 期 待を持 っ て⽣き て いる状態が重
要だ。「あ あ、お れの 気概は こ こでお し まい」と叫 んで死 ん でいけ れ ばいい 。私 も現役
を退き 、 ⽼⼈隠 居 として 、 次世代 を 継ぐ若 者 たちに ⼈ ⽣経験 を 語り続 け て死んでいき
たい。 次 世代を つ くる気 概 に影響 を 与えた い 。✥  
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
河 北 新 報 創 刊 100年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム 「 気 概 の 復 活 と 再 ⽣ ― 東 北 に ⽣ き る 世 界 市 ⺠ の た め に 」 で
の 講 演 。 河 北 新 報 、 1997年 10⽉ 16⽇  
資 料 番 号 ： 199710001 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=199710001&sub= 
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地⽅分権化 

 
下河辺 淳 （東京 海 上研究 所 理事⻑ ）  

 
 地⽅ 公 共団体 に ⾏政機 能 の権限 を 持たせ る という 地 ⽅分権 化 の実現 は 、いまや常識
だね。 世 界の実 態 は、国 家 は国⺠ に 対して 独 裁者で あ るべき だ という 考 え⽅、⾔い⽅
を換え れ ば、政 府 が強い リ ーダー シ ップを 持 つ国が 多 いね。 強 いアメ リ カ、中国、ロ
シアも そ うだし 、 中国も そ うだね 。  
 それ に 対し 、⽇本 は外交 、安 全保障 、⼤ 規模な 地 震対策 な ど、すべて の国家 事 業は、
実は知 事 意⾒が 基 本にな っ ている 。 知事が 承 諾しな け れば、 そ この都 道 府県内では国
は何も で きませ ん 。⽪⾁ な ⾔い⽅ を すると 、 ⽇本ほ ど 地⽅分 権 化が進 ん でいる国はな
いんだ ね 。しか し 、いま 知 事の⾏ 政 に限界 が 来てい る から、 地 ⽅分権 化 を根本から⾰
命的に や り直し て ほしい ん だ。  
 昨年 の 地⽅分 権 推進委 員 会第五 次 勧告で は、中央官 庁 の⾏政 を ⺠間に 移 すべきもの、
地⽅に 移 すべき も のがよ く 整理さ れ た。た だ し、そ れ は分権 化 という よ り、⽇常⽣活
に近い も のほど 地 ⽅へ、 市 場経済 に 近いも の ほど企 業 へとい う 「分業 化 」の勧告をし
たにす ぎ ないよ う に思え る 。 
 分権 化 を考え る 時、「権 」 を誰に 持 たせる か がテー マ なんで す 。権限 を 誰に渡 すか。 
例えば 、 河川管 理 は国家 で なく地 域 でやる べ きだっ て いうこ と が、い ま や常識 です。 
地域管 理 をやる た めには 、 河川は 多 くの市 町 村にま た がって い るわけ だ から、⾏政の
連合体 を 考える 。 連合体 で 河川を ⼀ 元的管 理 できる か という と 、メン バ ーの市町村が
それぞ れ ⾃⼰利 益 だけ⾔ う 可能性 が ある。 ど うも連 合 では、 毅 然とし た 主体性が⾒え
ないこ と が、広 域 ⾏政の 弱 点なん だ ね。河 川 の地域 管 理を実 現 するた め には、その主
体に⽴ ち ⼊らな い と、分 権 化は⼀ 歩 も進ま な いんだ 。 だから 、 河川管 理 機構を流域ご
とに設 置 して、 そ の機構 に 河川管 理 の全権 限 を持た せ るとい い と思う 。  
 もう 、明 治以来100年以上 に 及ぶ廃 藩 置県の 歴 史は終 わ りにし た らどう だ ろう。何事
も 都 道 府 県 制 を 軸 と し た 知 事 会 主 義 と い う 地 ⽅ 分 権 の 考 え ⽅ で は 限 界 が き て い る 。 
例えば 、⼩ 沢⼀郎 さ んは全 国 を300ぐら いの地 ⽅ ⾏政区 に 分ける こ と、国 ⼟政 策でも定
住圏を 提 案した ね 。いわ ば 廃藩置 県 だ。⾯ ⽩ い提案 だ ね。  
 現⾏ の 都道府 県 制の下 で も、国 務 ⼤⾂の 権 限の特 定 の分野 を 、特定 の 期間だけ、知
事が代 ⾏ できな い かと思 う んです 。 地⽅公 共 団体が 何 かやり た い時に 、 国に陳情をし
て実現 さ せるの で はなく 、国 務⼤⾂ の 権限を 代 ⾏する 権 限を特 定 の期間 与 えられたら、
何を分 権 化して も らうか 選 択でき る 。本当 に 地域の ニ ーズに 合 った⾏ 政 サービスに近
づきま す ね。し か し、⾏ 政 の団体 ⾃ 治では 、 どうも 価 値観が 多 様化し た 国⺠の⽇常⽣
活は維 持 できそ う にない ね 。だか ら 、住⺠ ⾃ ⾝によ る ⾃治と い うこと も ⾒直さなけれ
ばいけ な いんじ ゃ ないか 。  
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 かつ て 、向こ う 三軒両 隣 という か 町内会 と かあっ た ね。そ う いう住 ⺠ ⾃治区では、
⾏政は で きるだ け ⼝を出 さ ないと い う仕組 み でない と 、住⺠ の ⽣活に 直 接つながらな
いと思 う んです 。 全国で30万地区 ぐ らいの ⾃ 治区を 想 定して い い。  
 ただ し 、福祉 、 教育、 医 療など に ついて は 、国⺠ は いつで も どこで も 誰でも共通に
サービ ス を受け る ことが 、 憲法で 保 障され て いる。  
 これ ら のサー ビ スを地 ⽅ 分権化 す ること の 是⾮は 、も う⼀度 検 討する 必 要があるね。
むしろ 、 全国統 化 ⼀すべ き じゃな い か。だ っ て、国 ⺠ がどこ で 病気し よ うが、同じ⼿
当てを し てもら え たほう が いいし 、 ⼦ども を 連れて 転 勤する 親 たちに し ても、学校制
度がロ ー カル過 ぎ ると困 る でしょ う 。職探 し だって 、 全国的 に 探せた ら いいね 。  
 コン ピ ュータ リ ゼーシ ョ ンが進 み 、ネッ ト ワーク 社 会が形 成 される こ とに連動する
システ ム を模索 す ること で 、全国 統 ⼀サー ビ スは可 能 です。 ロ シアや 中 国、アメリカ
のよう に ⼤きな 国 ならば 、 地⽅分 権 が成り ⽴ つかも し れない け れど、 ⽇ 本みたいに⼩
さい国 の 場合は 、 全国統 ⼀ サービ ス も議論 す べきで 、 分権化 す ればい い っていうよう
な⼀⽅ 的 な議論 で は⾜り な いんじ ゃ ないか と 思う。✥  
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
「 ⾶ ⽿ ⻑ ⽬ の 下 河 辺 淳 が 語 る （ 7）」、 株 式 会 社 ⽂ 藝 春 秋 、 1999年 3⽉ 4⽇  
資 料 番 号 ： 199903010 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=199903010&sub= 

 

 
 

塩の道はいのちづな―分散、⾃然共⽣社会の原点 
 

下河辺淳（東京海上研究所理事⻑） 
 
 ⼈間 の 住まい は 、⾃然 環 境の極 め て不安 定 な沿岸 河 ⼝地域 を 避けて 、 ⽔系沿いの丘
を求め て いた歴 史 が⻑い 。 ⼈⼝が 増 加する に つれて 、 治⽔・ 治 ⼭事業 を 進め、平地に
住み始 め た歴史 は 新しい。平 地では、⽔ ⽥の開 発 と⼈⼝ 増 加のバ ラ ンスが と れていた。 
 ⽔系 沿 いの丘 に 住む⼈ 々 にとっ て、「塩の道」はいの ち づなの 役 割を持 っ ていた。⼈
びとは ⽶ と塩が あ れば、 お いしい き れいな ⽔ を飲み 、 ⼭の幸 の ⼭菜と ⽊ の実を⾷べ、
⽣き続 け ること が できた 。 ⽶には 多 種多様 な 品種が あ り、単 な る穀物 で はなく、あら
ゆる栄 養 素を持 っ ており 、 塩さえ 補 えばそ れ でよか っ た。⽶ と 塩とい う ⾔葉は「必要
不可⽋ 」 という 意 味を持 っ ていた 。  
 ⽇本 ⼈ の⾷事 が 、パン と バター に なった 歴 史は浅 く 、⽶と ⿂ が⾷の 基 本であった。
飲み物 は ⽔であ り 、⽔か ら ⽶が作 ら れた。 ⿂ は海で 捕 り、⽔ 系 沿いの 丘 に住む⼈々に
供給す る ため、 酒 漬け、 塩 漬け、 酢 漬けで 保 存され 、 さらに ⼲ 物とし て 運ばれ、共に
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供給さ れ ていた 。 この搬 路 が塩の 道 であっ た 。時に は 焼サバ を 串に刺 し 、⾛りに⾛っ
て奥地 に 配給し た ことも あ った。沿 道 には茶 畑 ができ て、お茶の ⽂ 化が展 開 していた。 
 細⻑ い ⽇本列 島 は中央 に ⼭脈が あ り、こ の ⼭岳か ら ⽔系が 、 ⽇本海 と 太平洋に分か
れて海 に 流れ込 ん でいく 国 ⼟構造 で あり、 こ の⽔系 を 利⽤し て 、⼭と 海 をつないで暮
らして き た⽇本 ⼈ である が 、20世紀 、鉄道 と ⾃動⾞ の 世紀と な り、か つ 沿岸地域が治
⽔⼯事 に より安 定 化に成 功 して、 沿 岸地域 に 住み、 沿 岸地域 を 結ぶ交 通 体系が発達し
て、国 ⼟ の構造 が ⼀変し て しまっ た 歴史で も ある。  
 今21世 紀を迎 え るに当 た って 、再 び⽔系・流域型 の 国⼟構 造 を考え 直 してみ ること
に⼤き な 関⼼が 集 まり始 め ている 。  
 交通 ⼿ 段も細 々 として お り、冷 凍 設備の な い古い 時 代の塩 の 道を訪 ね 、⽇本列島の
構造を ⾒ 直すこ と が、歴 史 的な時 代 の変化 の 中で重 要 な宿題 で あるこ と は間違いのな
いとこ ろ と思う 。  
 新潟 で 考えて も、⽶と塩 と ⿂と⽔ で つくら れ た⽂化 の 地域と ⾔ っても 過 ⾔ではない。
しかも 明 治の初 期 まで、 全 国⼀の ⼈ ⼝の集 積 と⽂化 を 持って い たとい っ てもよいだろ
う。積 雪 で孤⽴ す るむら の 、いの ち づなの 塩 の道が つ くった ⽂ 化であ る 。 
 新潟 で 塩の道 の シンポ ジ ウムが 開 かれる こ との意 義 は⼤き い と思う 。 新潟から、塩
の道⽂ 化 が再⽣ し ないも の であろ う か。  
 ⼈⼯ 的 につく ら れた巨 ⼤ 都市に ⼤ 半の⼈ 間 が移り 住 んでし ま った⽇ 本 列島は、情報
化・国 際 化の進 展 ととも に 、分散 型 の⼩さ い まちの ネ ットワ ー ク社会 と して、21世紀
の新し い 国⼟構 造 が⾒え て くる。  
 ⾃然 の 悪条件 を 技術で 克 服して 、 安全なシ
ェルタ ー 空間を 造 ろうと し た科学 技 術には限
界を感 じ ており 、 未来に 向 けて⾃ 然 に順応し
て、⾃ 然 と共⽣ す る環境 を つくる こ とに関⼼
が⾼ま っ てきて い る今⽇、「 塩の道」と いうテ
ーマは ま さに今 ⽇ 的な居 住 思想の 原 点である
と思う 。✥  
 
 
 
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
1999年 2⽉ 25⽇ 〜 26⽇ 新 潟 県 ⽷ ⿂ 川 市 で 開 催 さ れ た「 第 4回 塩 の 道 会 議 」に 際 し て の 寄 稿 ⽂ 、新 潟
⽇ 報 、 1999年 3⽉ 3⽇  
資 料 番 号 ： 199903007 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=199903007&sub= 

  

 
北 ア ル プ ス 大 展 望 ・ 最 長 最 古 の 塩 の 道 ル ー ト  

（ 国 土 交 通 省 「 日 本 街 道 風 景 」 よ り ）  
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「地⽅の時代」は⾃分のふるさと、住んでいる街への
誇りから始まる。 

下河辺 淳 （東京 海 上研究 所 理事⻑ ）  
 
経営者が夢を失うと、経済ってダメです。 
 ジャ ー ナリズ ム も学者 も こぞっ て「 ⾏き詰 ま り」「お先 真っ暗」と いう時 代 認識です
が、私 は 楽観主 義 なんで す 。全然 そ うは思 わ ない。 経 営者の ⼼ が不景 気 なだけ。経営
者が夢 を 失うと 経 済って ダ メです よ ね。外 国 特派員 が ⾔うん で すよ、 ⽇ 本⼈記者や学
者はぜ い たくな ⾷ 事をし な がら悲 観 的、絶 望 的な話 題 を愉快 そ うに語 る 、と。  
 成⻑ 産 業を育 て ながら 、 それに よ って⽣ じ る地域 格 差の是 正 、つま り 過疎地のよう
な沈ん だ 地域を 救 済する と いうの が 戦後50年 の国⼟ 政 策の根 幹 でした 。ところ が、わ
れわれ が ⼼⾎を 注 いでで き た戦略 産 業が⾏ き 詰まっ た 。これ は 幸運な こ とだと思いま
す。や は り、⼈ 間 の⽣き る 価値の ⾒ 直しの 時 点に⽴ っ ている の だと思 う 。物を⼤量に
作ると い う価値 を 転換さ せ る時代 で すよ。 ⼤ 量で安 い 物を作 る より、 あ なたのために
書いた と いうラ ブ レター の ほうが 魅 ⼒的だ と いうこ と なんで す ね。繁 栄 を追求するあ
まりに 、 ⼤事な ⽂ 化的価 値 を⾒失 い 過ぎて し まった と 思う。  
 
21世紀は「陸の時代」。海なし県、⻑野が注⽬される。 
 地⽅ の 独⾃性 を ⾏政や 政 治に期 待 したら ⾒ つめ直 し になり ま せん。⻘ 年 の3⼈に1⼈
が⾸都 東 京に住 ん でいま す 。世界 に そうい う 国はあ り ません 。 しかし 最 近、東京にう
んざり し た⻘年 が 地⽅に 仕 事を探 す 時代が 来 ていま す 。東京 ⼀ 極集中 を 終わらせる原
動⼒の ⼀ つにな り 得ると 思 います 。 地域の 特 性を霞 が 関で論 ず るほど お かしいことは
ないで す ね。  
 ⻑野 に は海が な いです ね 。今ま で は海の な いとこ ろ はダメ と いうの が 常識なんです
ね。と こ ろが最 近 、航空 機 と通信 が 発達し て 変化が 出 てきま し た。⽂ 化 や情報を運ぶ
のは船 か ら通信 、 航空期 に 代わっ て きたわ け です。 ロ シアも 中 国も海 に 恵まれない⼤
陸が「 夢 よもう ⼀ 度」と い う⼀世 紀 を迎え た んです ね 。地球 的 規模と は スケールが違
います が 、でも ⽇ 本列島 の 中で海 に 恵まれ な い⻑野 や 岐⾩や ⼭ 梨など が 、何をしでか
すかと い うのは こ れから の 注⽬す べ きテー マ ですね 。 その芽 ⽣ えが⻑ 野 でいっぱい出
ていま す よ。  
 美術 館 、博物 館 の数は 全 国屈指 で しょう 。 そもそ も 美術館 、 博物館 は 、ルーブルと
か上野 美 術館な ん て時代 じ ゃない で すよ。 あ れは美 術 品の倉 庫 です。 ⼩ さな⼀軒家の
美術館 で 数枚の 絵 を展⽰ し て、そ の 絵を中 ⼼ に美術 を 語る会 な どを⾏ な うのが本来の
美術館 な んです よ 。⻑野 に はすで に そうい う 動きも あ ります 。 図書館 で も在庫の本の
数が重 要 ではな く 、選ば れ た本を め ぐって ⼀ 緒に読 書 をする ⾏ 為⾃体 が ⽂化で す 。 
 ⼩さ な 村や町 の ⽂化活 動 が世界 と つなが る 可能性 は ⼤きい で すよ。 善 光寺だって、
21世紀の 思想の 原 点にな り ません か ねぇ。お ⼟ 産屋さ ん だけが 儲 かって い ればいいと
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いうん じ ゃダメ で す。⼈ 々は かつて よ り真剣 に 善⾏寺 参 りをし て いると 思 うんですよ。
信仰へ の 渇望に お 寺はき ち んと応 え なくて は ダメで す よ。  
 
これからはシリコンバレーのような熱帯⾬林型の企業活動の時代だ 
 ダメ な 中⼩企 業 が滅び る にはい い チャン ス です。 同 時に優 れ た企業 が ⽣まれること
が保証 さ れた時 代 でもあ る 。ベン チ ャービ ジ ネスで 活 気のあ る シリコ ン バレーが、い
いお⼿ 本 です。 ア メリカ の 基幹産 業 を⽀え た カリフ ォ ルニア ⻄ 海岸は 、 産業転換で完
全に滅 び てスラ ム 化し、 後 始末に も 困りま し た。そ の 時、跡 地 を資⾦ の 無いベンチャ
ービジ ネ スに貸 す ことを 思 いつい た 知恵者 が いた。 そ れが想 像 以上に 当 たったわけで
す。シ リ コンバ レ ーの誕 ⽣ です。 い まやボ ラ ンタリ ー な⻘年 た ちの町 に 変貌し、世界
の情報 通 信技術 を ⽀える 年 になっ た のです 。 彼らか ら 「ここ は 熱帯⾬ 林 型だ」という
⾔葉を 聞 きまし た 。 
 ⿃や ⾍ 、樹⽊ や 草は、 そ れぞれ ⾃ 分で意 思 決定を し ている が 、情報 空 間としては全
体のシ ス テムと し て調和 的 に成⽴ し ている の が熱帯 ⾬ 林とい う わけで す 。そこには、
計画と か 、⽀配 者 ・被⽀ 配 者はあ り ません 。 今のシ リ コンバ レ ーはお び ただしい数の
⼩さな 企 業が何 を やって い るのか わ からな い けれど 、 全体と し て熱帯 ⾬ 林型の情報空
間をつ く ってい る という わ けです 。 ですか ら ⻑野の 中 ⼩企業 も ⼀種の 熱 帯⾬林型の素
晴らし さ を持っ て 、全世 界 を相⼿ に 少量⽣ 産 のメッ カ をつく る といい で すね。  

 太平 洋 ベルト 地 帯のみ ⼯ 業化し 、 他の多 く の地
域が過 疎 化しま し た。過 疎 地帯へ の 企業誘 致 活動
が、私の 仕 事のひ と つでし た。地⽅都 市 へ⾏く と 、
⾸⻑も 経 済界も 、 ⼤企業 誘 致ばか り でした 。 今は
⼤企業 が リスト ラ で棄て た 跡地を ど うする か がテ
ーマで す よね。 そ の跡地 を 中⼩企 業 に譲る く らい
の貢献 が あって も いいで す よね。 そ うして 初 めて
アメリ カ と同じ シ リコン バ レー的 な 営みが ⽣ まれ
るかも し れませ ん 。 

 
中⼭間地はサイエンスを駆使した未来型農業が期待される。 
 岐⾩ 県 の過疎 村 に、ア メ リカの 不 動産屋 が ⽬を付 け ました 。 豊⽥市 、 名古屋市に近
いし、名古 屋から 東 京まで は 新幹線 で2時間。休耕 ⽥もた く さんあ る。アメリ カ の不動
産屋に は 宝のよ う に⾒え た 。そし て 「過疎 と いうの が 理解で き ない。 も のすごい価値
がある 。 世界の 中 ⼩企業 に は魅⼒ 的 な⼟地 。 誘致は 絶 対にで き る」と 振 興策に乗り出
してき た 。地元 の 商⼯会 議 所はそ の 地域振 興 構想を 真 剣に議 論 し、ア メ リカの不動産
屋のア イ デアに 将 来をゆ だ ねる決 議 をした と いうわ け です。 役 ⽴たな い と思われてい
た⼟地 の 潜在能 ⼒ が引き 出 され、 や っと熱 帯 ⾬林が 形 成され る 基盤が で きたのです。 
 戦 後 1500万 ⼈ い た 農 業 従 事 者 は 現 在 500万 ⼈ で す 。 し か も 超 ⾼ 齢 化 を 迎 え て い る 。
⽼⼈た ち に国際 競 争⼒の あ る農業 を 、と⾔ っ ても無 理 ですよ 。 バイオ や 遺伝⼦組み換
えなど 、知識⽔ 準 が⾼い 国 家の21世 紀型農 業 をつく る チャン ス が出て き ました 。最新
の技術 を 学んだ ⻘ 年の中 に は、⼭ 村 で⾃分 の 知識を ⽣ かした 新 しい農 業 をやりたいと
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いう⼈ も ⽣まれ て います 。 ⾷料⾃ 給 率の問 題 を解決 す るのも 、 最新の サ イエンスを修
得した 若 者たち で す。⻑ 野 の中⼭ 間 地で、 未 来型農 業 を始め た ら⾯⽩ い 。 
 
「五輪開催地」⻑野市を、競技場都市に育ててほしい。 
 ⾃分 の ふるさ と 、住ん で いる街 、 国につ い て⾃慢 話 ができ る ことが 国 際化の基本で
す。⾃ 国 や故郷 の ⽂化、 宗 教、⽂ 学 を誇り に 思いな が ら世界 に 出てい く 。それが国際
化だと 思 う。⻑ 野 を⾃慢 で きるも の は何か と 考える こ とが国 際 化の第 ⼀ 歩だと思いま
す。  
 従来 の 五輪の 誘 致は、 イ ンフラ 整 備の⼿ 段 という ⾯ があり ま した。 最 近は五輪開催
にふさ わ しい世 界 都市は 選 ばれに く くなっ て きた。 ⻑ 野の場 合 は旧来 型 で誘致したか
ら、イ ン フラ整 備 という 財 産が残 っ たので す ね。  
 競技 場 都市と い うのが 、 今世界 的 に注⽬ さ れてい ま す。ス ポ ーツ⽂ 化 のメッカとし
ての競 技 場都市 は ミラノ や パリの よ うな劇 場 都市、 ロ ーマの よ うな浴 場 都市と並んで
地⽅都 市 のひと つ のパタ ー ン、個性 と なり得 ま す。スポ ー ツ⽂化 は21世紀の花 形です。
五輪施 設 を世界 に 向けて 開 くと⾯ ⽩ いと思 う 。 
 アテ ネ から始 ま り、五 輪 開催後 、 競技場 都 市に発 展 した都 市 は少な く ありません。
五輪開 催 場とい う 出発点 で あって も 、それ を 育てて い く競技 場 として ス ポーツ⽂化を
促進し て く街に な らなけ れ ばつま ら ないで す ね。テ レ ビで観 て いると 、 ⻑野の五輪施
設の利 ⽤ の仕⽅ が 、何だ か 豊かじ ゃ ないで す ねぇ。 ス ポーツ 産 業、医 学 、教育を総合
化した 競 技場都 市 論につ い てもっ と 議論す べ きです 。  
 ⻑野 市 はちょ う ど⽇本 列 島の真 ん 中にあ る 中核
都市で す 。いわ ば ⽇本の へ そ。こ れ からの 時 代を
引っ張 っ ていっ て ほしい で すね。 ⽇ 本中に ⼤ いに
刺激を 与 えて下 さ い。✥  
 
 
 
 
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
「 ⻑ 野 ⼩ 会 議 所 だ よ り 」 No.621、 ⻑ 野 商 ⼯ 会 議 所 、 2000年 3⽉  
資 料 番 号 ： 200003001 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=200003001&sub= 
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＜資料紹介＞新産業都市―⼯業開発と⽣活 
 経済 企 画庁が 企 画し、 ⽇ 本シネ セ ル株式 会 社が制 作し
た16ミリ フィル ム（ 24分、⾳声 ⼊り）1で、下河辺 ⽒ が⾃
宅に保 管 してい た 資料で あ る。  
 新産 業 都市は 、1962[昭和37]年に 制 定され た 新産業都
市建設 促 進法に 基 づき指 定 された 地 域で、 全 国総合 開発
計画の 「 拠点開 発 構想」 を 具現化 す るため に 制定。 全国
44カ所の 候補地 域 から、1964[昭和39]年1⽉に15地 域（道
央、⼋⼾、仙台湾、秋 ⽥湾、常 磐 郡⼭、新 潟 、松本諏 訪 、
外⼭⾼ 岡 、岡⼭ 県 何、中 海 、徳島 、 東予、 ⼤ 分、⽇ 向延
岡、不 知 ⽕有明 ⼤ 牟⽥） が 指定さ れ た。  
 「 マ ン モ ス 都 市 の 明 け ⽅  膨 れ 上 が る ⼤ 都 会 の 巨 ⼤ な
胃 袋 を ま か な う ⿂ 市 場 」 の ナ レ ー シ ョ ン か ら 始 ま り 、
1000万⼈が吐き 出 すごみ の ⼭、そ れを 運ぶ清 掃 トラッ ク、
駅のラ ッ シュ⾵ 景 、交通 渋 滞、⼯ 場 からの ば い煙や 汚⽔
の映像 が 続く。「 ⼈ が多す ぎ る ⾞が多 すぎる ⼯ 場の過⼤
な集中 ⼀ 企業の 努 ⼒だけ で は解決 で きない 病 みほうけ
た太陽 川 はもは や 川では な い」とい う 汚染・過 密・危険
な都会 の ⾵景と 、 豊かな ⾃ 然を有 す る新産 業 都市の 候補
地域の ⾵ 景が交 互 に映し 出 されて ゆ く。  
 最後 は「 無限の 可 能性を 秘 めた広 ⼤ な空間 に 新しい産
業 の 開 発 と ⼈ 々 の ⽣ 活 の 調 和 を 求 め る 都 市 づ く り  こ こ
に新産 業 都市の 建 設が進 め られる 」 という ナ レーシ ョン
でしめ く くられ る 。 
 下河 辺 ⽒は経 済 企画庁 総 合開発 局 調査官 と して、 新産
業都市 の 指定に 携 わった 。 ⽇本技 術 ⼠会で の 講演「 新産
業都市 に ついて 」 2では、「昭 和26〜27年頃か ら 国際競 争
⼒に耐 え る基地 を つくろ う と勉強 し たこと が 出発点 だ が、
地域格 差 是正が 問 題にな り 、過⼤ 都 市を防 ⽌ すると 同時
に地域 格 差是正 を 図るた め の町づ く りとい う ように 、考
え⽅が 変 わって き た」「新産 法には『 い い町を つ くれ、そ
れにつ い ては国 が 努⼒し な ければ な らない 』 としか 書い
ていな い 法律で 、 基本⽅ 針 を⽰し 、 基本計 画 を早く 固め
たい。 具 体策、 あ るいは 地 価対策 に ついて 、 われわ れの
仕事が た まって き たとい う ことに な る」と 述 べてい る。 

 
1 資 料 番 号 ： 196400002。 デ ジ タ ル 変 換 し て 保 存 し て い る 。  
2 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 技 術 ⼠ 会 機 械 部 会 で の 講 演 録 。 資 料 番 号 ： 196401001 
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＜資料紹介＞「20 年後の豊かな⽇本への⼀つのビジョン」 
 1965[昭 和 40]年 10⽉ 27⽇ 付 け で 作 成 さ れ た ⽩ 表 紙 の 冊 ⼦ 3で 、 20年 後 の 1985［ 昭 和
60］年の ⽇ 本社会 を ⼤胆か つ 斬新な 視 点で予 測 してい る。表紙裏 に は「こ の報 告書は、
経済企 画 庁の公 式 ⾒解で な く、林を中 ⼼とす る 若⼲名 の 個⼈的 ⾒ 解であ る。」との注釈
がある。「 林」とは 、当時経 済 企画庁 経 済研究 所 ⻑であ っ た林雄 ⼆ 郎⽒で、「 まえが き」
に以下 の ように 記 してい る 。 
 

 こ の 私 案 作 成 の ね ら い は 、 第 ⼀ に 、 超 ⾼ 度 成 ⻑ 期 お よ び 最
近 の 混 迷 し た 経 済 情 勢 を 通 じ て 現 れ つ つ あ る 各 種 の 現 象 ⾯ に
と ら わ れ る こ と な く 、 経 済 社 会 の 底 に あ る 潮 流 を ⾒ 定 め る た
め の ⼀ つ の ⼿ 段 と し て あ り 得 べ き 経 済 ・ 社 会 の 将 来 の 姿 を ⾃
由 に 描 き 、 も っ て ⻑ 期 的 な 経 済 政 策 の 確 ⽴ に 資 す る こ と で あ
り 、 第 ⼆ に そ の 活 動 範 囲 が 経 済 政 策 、 社 会 政 策 、 地 域 政 策 等
き わ め て 多 ⽅ ⾯ に 拡 ⼤ し つ つ あ る 当 庁 に お い て 、 そ の 業 務 の
内 部 的 調 整 を 効 果 的 に ⾏ う た め 、 共 通 の 基 盤 と し て の 考 え ⽅
の 整 理 を ⾏ う こ と で あ る 。  
 こ の よ う な ⽬ 的 に 応 え る た め 、 わ が 国 経 済 ・ 社 会 の ⻑ 期 ビ ジ ョ ン を 画 く こ と と な り 、
庁 内 の エ キ ス パ ー ト の 意 ⾒ を 参 酌 し つ つ 、 私 の 考 え を ま と め た も の が 、 こ こ に 提 出 す る
「 20年 後 の 豊 か な ⽇ 本 へ の ⼀ つ の ビ ジ ョ ン 」 で あ る 。（ 中 略 ）  
 本 私 案 が 、 ⽇ 本 の 経 済 ・ 社 会 の 将 来 ビ ジ ョ ン お よ び 各 種 の 政 策 の ⽴ 案 と 調 査 の た め の
⼿ が か り な い し 議 論 の 出 発 点 と な る な ら ば 、そ の 使 命 は ⼗ 分 に 果 た さ れ た も の と ⾔ え る 。 

 
 下河 辺 ⽒は総 合 開発局 に 在籍、総 合 計画局 に は宮崎 勇 ⽒がお り、2⼈が中核 メンバー
で あ っ た 。 林 ⽒ は 著 書 4で 当 時 を こ う 回 顧 し て い る 。「 私 の 記 憶 で は 、 こ の ワ ー キ ン グ
グルー プ の討議 は ⾮常に ⾼ い密度 で 持たれ 、 ほぼ半 年 ぐらい で ⼤きな 枠 組みができあ
がった 。 討議の た びに最 も 卓抜な 意 ⾒を出 す のが下 河 辺淳さ ん だった 。 下河辺さんと
いう⼈ は 天才的 な ⼈で、 私 はしば し ば彼が 何 を⾔っ て いるの か わから な かったが、聞
いてい る うちに 、 あーそ う だった の かと思 う ことが よ くあっ た 。そし て 何かしら⽬の
鱗を⼀ 枚 はがさ れ たよう な 思いが し たもの で ある。」  
 こ の ビ ジ ョ ン で は 、 ⼈ ⼝ が 1億 3000万 ⼈ と ピ ー ク に な る 、 ⾃ 動 ⾞ が 下 駄 が わ り に な
る、⽶ 離 れが進 み ⾁⾷⺠ 族 になる 、 ⼤都市 の 庶⺠が セ カンド ハ ウスを 持 つようになる
と予測 す る。しか し 、「⾃動⾞ は3000万台」「⽜が 3000万頭」といっ た 数字が 独 り歩き
し、林 ⽒ は「通 産 省や農 林 省から 呼 び出さ れ て袋叩 き にあっ た 」とい う 。数字はあく
までも 「 例えば 」 であっ て 、〝考 え ⽅″が 議 論の対 象 になら な かった こ とを悔やむ林
⽒に、下 河 辺⽒は「 私 たちも フ ランス の1985年ビジ ョンみ た いにす れ ばよか っ た。数
字はま と めて巻 末 に⼀覧 に なって い て、タイト ルは『仮説 』で すよ 」と⾔っ た という。 
 資料 の 随所に 下 河辺⽒ に よる朱 ⼊ れがあ り 、活発 な 議論の 痕 跡が垣 間 ⾒える 。  

 
3 資 料 番 号 ： 196510002 
4 資 料 番 号 ： 199512002(『⽇本の繁栄とは何であったのか―私の⼤正昭和史』1995 年、PHP 研究所) 

 
右 肩 の サ イ ン は 下 河 辺 氏 の 自 筆  
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―下河辺淳アーカイヴスについて― 
 
●「下 河 辺淳ア ー カイヴ ス 」につ い て 

下 河 辺 淳 ⽒ は 、戦 後 の 国 ⼟ 計 画・国 ⼟ 政 策 の 中 ⼼ 的 役 割 を 担 い 、⽇ 本 の 復 興 と そ の 後 の
社 会 資 本 整 備 の 発 展 に ⼤ き く 寄 与 さ れ 、ま た 内 外 の 政 策 研 究 機 関 の 育 成 、発 展 に も 尽 ⼒ さ
れ ま し た 。  

2002[平 成14]年 に 総 合 研 究 開 発 機 構 （NIRA） ⼤ 来 記 念 政 策 研 究 情 報 館 の 特 殊 コ レ ク シ
ョ ン と し て「 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ 」が 公 開 さ れ ま し た が 、2007[平 成19]年8⽉ に 総 合 研 究
開 発 機 構 法 が 廃 ⽌ さ れ 、 NIRAで 管 理 す る こ と が 困 難 に な っ た た め 、 同 年 秋 に 下 河 辺 ⽒ 個
⼈ に 移 管 さ れ ま し た 。  

そ の 後 、⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構 想 研 究 所 が 下 河 辺 ⽒ か ら の 寄 贈 を 受 け 、2008[平 成20]
年 1⽉ に 「 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 」 と し て 開 設 い た し ま し た 。 同 ⽒ の 業 績 を 顕 彰 し 、 そ の
著 作 物 お よ び 関 連 す る 資 料 に つ い て 収 集・保 存・管 理 を ⾏ う と と も に 、そ の 資 料 情 報 を 公
開 し 、 閲 覧 に 供 し て い ま す 。  
●「戦 後 国⼟計 画 関連資 料 アーカ イ ヴス」 に ついて  

下 河 辺 ⽒ が 財 団 法 ⼈ 国 ⼟ 技 術 研 究 セ ン タ ー に 寄 託 さ れ て い た 国 ⼟ 計 画・国 ⼟ 政 策 関 連 の
資 料 、各 種 ⽂ 献 等 に つ い て 、同 ⽒ の 許 諾 を 得 る と と も に 、同 セ ン タ ー の ご 厚 意 に よ り 当 ア
ー カ イ ヴ ス に 収 蔵 し ま し た 。  

全 国 総 合 開 発 計 画 や ⾸ 都 機 能 移 転 問 題 、社 会 資 本 論 等 多 岐 に わ た る 資 料 群 を 広 く 皆 様 に
ご 活 ⽤ い た だ く た め 、公 開 に 向 け て 順 次 整 理 を 進 め 、2013[平 成25]年 に 開 設 い た し ま し た 。 

 
※資料 の 閲覧に つ いて  
  閲 覧 を ご 希 望 の ⽅ は 、 事 前 に 電 話 な い し e-mailに て ご 連 絡 く だ さ い 。 有 料 に な り ま
すが、 で きるだ け コピー の 便宜を お 計りい た します （ コピー 不 可の資 料 があり ます）。 
 
【 公 開 時 間 】  

平 ⽇ ［ ⽉ 曜 ⽇ 〜 ⾦ 曜 ⽇ ］  
10：00〜17： 00 
昼 休 み 時 間 （12：00〜 13：00） を 除 く  

【 所 在 地 】   
〒105-0001 
東 京 都 港 区 ⻁ ノ ⾨ 1-16-4  
ア ー バ ン ⻁ ノ ⾨ ビ ル 7階   
⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構 想 研 究 所   

【 連 絡 先 】    
TEL：03-3504-1760   
e-mail：shimokobe-arch@ued.or.jp 
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下河辺 淳 アーカ イ ヴス Archives Report バッ ク ナンバ ー  
巻 号  発 ⾏ 年 ⽉  タ イ ト ル  主 な 内 容  

版 型
／  

⾴ 数  

Vol.18 2022・ 06 地 域 か ら 考 え る 国 づ
く り  

「 地 域 か ら 考 え る 国 づ く り 」 （ ⻘ ⼭ 公 三 ⽒ ） ／ 「 復 帰 50年 の 沖
縄 か ら 国 づ く り を 考 え る 」（ 渡 江 上 能 義 ⽒ ） ／ 「 下 河 辺 DNAを
残 す ⼿ づ く り シ ン ク タ ン ク 」 （ 嶋 津 隆 ⽂ ⽒ ） ／ 「 斜 ⾯ 地 居 住 を
考 え る 〜 都 市 再 ⽣ の 現 場 か ら 」 （ 檜 槇 貢 ⽒ ） ／ 冗 談 亭 ⽇ 常 ・ 下
河 辺 さ ん の こ と な ど （ 中 ⾕ 健 太 郎 ⽒ ） ／ デ ー タ で ⾒ る 、 下 河 辺
淳 と 「 地 域 」 の か か わ り （ 島 津 千 登 世 ）  

A4/66 

Vol.17 2021・ 06 相 ⽣ 相 剋 ― ⼈ 、 ⾃ 然 、
そ し て 国 ⼟  

「 下 河 辺 さ ん の こ と 」 （ ⼩ 野 寺 浩 ⽒ ） ／ 「 ⼈ 、 ⾃ 然 そ し て 国 ⼟
〜 ⼈ と ⾃ 然 研 究 会 報 告 」 （ 渡 辺 綱 男 ⽒ 、 ⻲ 澤 玲 治 ⽒ 、 ⿃ 居 敏 夫
⽒ ） ／ 「 脱 炭 素 社 会 へ の 疑 問 〜 私 は 炭 素 で で き て い る 」 （ 中 村
桂 ⼦ ⽒ ）  

A4/66 

Vol.16 2020・ 06 365 ⽇ の 川 を 想 う ―
流 域 圏 構 想  

「 ふ た た び 流 域 へ 」 （ ⽵ 村 公 太 郎 ⽒ ） ／  
「＜流熱派＞への変わらぬ期待」（岸由⼆⽒）／ 所 蔵 資 料 に み る
「 下 河 辺 淳 と 流 域 圏 構 想 」 （ 島 津 千 登 世 ）  

A4/56 

Vol.15 2019・ 06 下 河 辺 淳：国 際 交 流 の
⾜ 跡  下 河 辺 淳 ： 国 際 交 流 の ⾜ 跡 （ 島 津 千 登 世 ）  A4/62 

Vol.14 2018・ 06 ⾸ 都 機 能 移 転 と「 下 河
辺 メ モ 」  ⾸都機能移転と「下河辺メモ」（島津千登世） A4/56 

Vol.13 2017・ 06 
追 憶 ― 異 彩 の プ ラ ン
ナ ー  下 河 辺 淳 ⽒ を 偲
ぶ ―  

［ 追 悼 寄 稿 ］ ⽊ 幡 和 枝 ⽒ 、 今 野 由 梨 ⽒ 、 近 藤 共 ⼦ ⽒ 、 ⾼ 島 由 美
⼦ ⽒ 、富 ⽥ 玲 ⼦ ⽒ 、中 村 桂 ⼦ ⽒ 、⽇ 根 野 真 ⼸ ⽒ 、⽐ 屋 根 ⽶ ⼦ ⽒ 、
藤 ⽥ 桂 ⼦ ⽒ 、 下 河 辺 千 穂 ⼦ ⽒  

A4/52 

Vol.12 2016・ 06 下 河 辺 淳 の 地 ⽅ へ の
ま な ざ し  

⿍ 談「 下 河 辺 淳 の 地 ⽅ へ の ま な ざ し 〜 ⾍ の ⽬・⿃ の ⽬・⿂ の ⽬ 」
（ 榛 村 純 ⼀ ⽒ ×辻 ⼀ 幸 ⽒ ×⼾ 沼 幸 市 ⽒ ）  A4/47 

Vol.11 2015・ 06 
震 災 復 興 〜 阪 神・淡 路
⼤ 震 災  20 年 の 教 訓
〜  

対談「震災復興〜阪神・淡路⼤震災 20年の教訓〜」（五百旗頭真
⽒×御厨貴⽒）／阪神・淡路復興委員会と下河辺⽒（島津千登世） A4/40 

Vol.10 2014・ 06 下 河 辺 淳 所 蔵 資 料 か
ら み る 「 沖 縄 」  

⿍ 談「 沖 縄 県 政 と 下 河 辺 淳 ⽒ 」（ 吉 元 政 矩 ⽒ ×坂 ⼝ ⼀ ⽒ ×上 原 勝
則 ⽒ ） ／ 「 沖 縄 問 題 同 時 検 証 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 振 り 返 る （ 御 厨
貴 ⽒ ） ／ 「 沖 縄 問 題 を 解 決 す る た め に （ 下 河 辺 メ モ ） （ 江 上 能
義 ⽒ ）  

A4/41 

Vol.9 2013・ 06 
戦 後 国 ⼟ 計 画 関 連 資
料 ア ー カ イ ヴ ス の 開
設  

戦 後 国 ⼟ 計 画 関 連 資 料 ア ー カ イ ヴ ス の 開 設 に あ た っ て （ 下 河 辺
淳 ） ／ 戦 後 国 ⼟ 計 画 関 連 資 料 ア ー カ イ ヴ ス に つ い て （ 島 津 千 登
世 ）  

A4/41 

Vol.8 2011・ 12 「 頭 脳 な き 国 家 」を 超
え て  対 談 「 『 頭 脳 な き 国 家 』 を 超 え て 」 （ ⼩ 川 和 久 ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4/29 

Vol.7 2011・ 06 
38 億 年 の ⽣ 命 誌 − ⽣
き も の と し て の ⼈ 間
を 考 え る  

対 談 「 38億 年 の ⽣ 命 誌 ― ⽣ き も の と し て の ⼈ 間 を 考 え る （ 中 村
桂 ⼦ ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4/25 

Vol.6 2010・ 12 ⽇ 本 経 済 − そ の 来 し
⽅ ⾏ く 末 −  

⿍ 談「 ⽇ 本 経 済 ― そ の 来 し ⽅ ⾏ く 末 」（ ⾹ ⻄ 泰 ⽒ ×⼩ 島 明 ⽒ ×下
河 辺 淳 ）  A4/27 

Vol.5 2010・ 06 ⽇ 本 列 島 の 未 来  対 談 「 ⽇ 本 列 島 の 未 来 」 （ 御 厨 貴 ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4/35 

Vol.4 2010・ 03 ⽔ と ⼈ の か か わ り  ⿍ 談 「 ⽔ と ⼈ と の か か わ り ― 流 域 に ⽣ き る 」 （ ⻘ ⼭ 俊 樹 ⽒ ×定
道 成 美 ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4/27 

Vol.3 2009・ 11 ク ル マ 社 会 の 未 来  対 談 「 ク ル マ 社 会 の 未 来 」 （ 志 ⽥ 慎 太 郎 ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4/21 

Vol.2 2009・ 07 ⽇ 本 の ⾷ と 農 を 考 え
る  対 談 「 ⽇ 本 の ⾷ と 農 を 考 え る 」 （ ⽯ ⽑ 直 道 ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4/21 

Vol.1 2009・ 03 21 世 紀 の ⽇ 本 と ア メ
リ カ  対 談 「 21世 紀 の ⽇ 本 と ア メ リ カ 」 （ ⼭ 本 正 ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4/21 

 
※ Vol.1「 21世 紀 の ⽇ 本 と ア メ リ カ 」を 除 き 、若 ⼲ の 余 部 が ご ざ い ま す 。ご 希 望 の ⽅ は 、⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構
想 研 究 所 「 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 」 ま で ご 連 絡 下 さ い 。   
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⼀般財 団 法⼈ ⽇本 開発構 想 研究所  復刊Ｕ Ｅ Ｄレポ ー ト バ ッ クナン バ ー 
巻 号  発 ⾏  

年 ⽉  タ イ ト ル  主 な 内 容  版 型 ／  
⾴ 数  

第 19号  2022･06 
研 究 所 が 歩 ん で 来 た 半 世 紀 を ふ
り か え る − 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構
想 研 究 所 50周 年 に 寄 せ て −  

研 究 所 内 外 の 約 100 名 の 執 筆 者 に よ る 50 周 年 の
祝 辞 と 半 世 紀 の 研 究 所 の 活 動 に 寄 せ て 思 う こ と
を 語 る  

A4／ 250 

第 18号  2021・ 06 ポ ス ト コ ロ ナ の 持 続 可 能 な 都 市
と 国 ⼟ ― SDGsと NUAを 巡 っ て  

7論 ⽂ 収 録（ 岡 部 明 ⼦ ⽒ 、志 摩 憲 寿 ⽒ 、外 岡 豊 ⽒ 、
梅 ⽥ 勝 也 ⽒ 、⼩ 畑 晴 治 ⽒ 、⼤ ⽊ 健 ⼀ ⽒ 、阿 部 和 彦
⽒ ）  

A4／ 104 

第 17号  2020・ 06 コ ロ ナ・パ ン デ ミ ッ ク に 対 応 で き
る 国 づ く り 、 ま ち づ く り  

8論 ⽂ 収 録〔 ⼾ 沼 幸 市 ⽒ 、⼤ ⻄ 隆 ⽒ 、⽯ 川 幹 ⼦ ⽒ 、
川 上 征 雄 ⽒ 、⼤ ⽊ 健 ⼀ ⽒ 、⼩ 畑 晴 治 ⽒ 、梅 ⽥ 勝 也
⽒ 、 阿 部 和 彦 ⽒ 〕  

A4／ 72 

第 16号  2019・ 06 グ ロ ー バ ル と ロ ー カ ル の 交 叉 す
る 世 界 の 国 ⼟ ・ 地 域 政 策  

14論 ⽂ 収 録〔 ⻨ 島 健 志 ⽒ 、野 ⽥ 順 康 ⽒ 、城 所 哲 夫
⽒ 、瀬 ⽥ 史 彦 ⽒ 、⽚ ⼭ 健 介 ⽒ 、岡 部 明 ⼦ ⽒ 、志 摩
憲 寿 ⽒ 他 〕  

A4／ 112 

第 15号  2018・ 06 ⼤ 学 改 ⾰ と 地 ⽅ 創 ⽣ − 地 ⽅ ⼤ 学
振 興 の あ り ⽅ ―  

1座 談 会 7論 ⽂ 収 録〔 天 野 郁 夫 ×合 ⽥ 隆 史 ×梶 ⽥ 叡
⼀ ×荒 井 克 弘 ×鎌 ⽥ 積 ×⼾ 沼 幸 市 6⽒ の 座 談 会 、
⿃ 飼 玖 美 ⼦ ⽒ 、 ⾦ 城 正 英 ⽒ 他 〕  

A4／ 100 

第 14号  2017・ 06 下 河 辺 淳 と そ の 時 代 を 語 る 〜 下
河 辺 淳 研 究 の 勧 め 〜  

1⿍ 談 1対 談 6論 ⽂ 収 録 〔 ⼤ ⻄ 隆 ⽒ ・ 栢 原 英 郎 ⽒ ・
蓑 原 敬 ⽒ ⿍ 談 、今 野 修 平 ⽒ 、川 上 征 雄 ⽒ 、⼤ 内 浩
⽒ 、 後 藤 春 彦 ・ 鈴 ⽊ 輝 隆 ⽒ 対 談 他 〕  

A4／ 100 

第 13号  2016・ 06 
地 ⽅ 再 ⽣ と ⼟ 地 利 ⽤ 計 画 ― 市 町
村 に よ る 総 合 的 な ⼟ 地 利 ⽤ 計 画
制 度 の 提 案 ―  

2会 議 録 、 6論 ⽂ 収 録 〔 梅 ⽥ 勝 也 ⽒ 、 ⽔ ⼝ 俊 典 ⽒ 、
⼟ 屋 俊 幸 ⽒ 、蓑 原 敬 ⽒ 、安 曇 野 市・篠 ⼭ 市・桜 川
市 の ⼟ 地 利 ⽤ 計 画 事 例 〕  

A4／ 102 

第 12号  2015・ 06 戦 後 70年 の 国 ⼟・地 域 計 画 の 変 遷
と 今 後 の 課 題  

1⿍ 談 7論 ⽂ 収 録〔 今 野 修 平 ⽒・薦 ⽥ 隆 成 ⽒・川 上
征 雄 ⽒ ⿍ 談 、北 本 政 ⾏ ⽒ 、梅 ⽥ 勝 也 ⽒ 、橋 本 武 ⽒
他 〕  

A4／ 98 

第 11号  2014・ 06 
⼟ 地 利 ⽤ 計 画 制 度 の 再 構 築 に 向
け て ― ⼈ ⼝ 減 少 社 会 に 対 応 し た
持 続 可 能 な ⼟ 地 利 ⽤ を 考 え る ―  

7論 ⽂ 収 録 〔 ⼤ 村 謙 ⼆ 郎 ⽒ 、 交 告 尚 史 ⽒ 、 ⾼ 鍋 剛
⽒ 、梅 ⽥ 勝 也 ⽒ 、⻄ 澤 明 ⽒・明 ⽯ 達 ⽣ ⽒・⼤ 橋 征
幹 ⽒ 他 〕  

A4／ 72 

第 10号  2013・ 06 ⼤ 学 の 国 際 化 と グ ロ ー バ ル ⼈ 材
の 育 成  

6論 ⽂ 収 録〔 潮 ⽊ 守 ⼀ ⽒ 、森 ⽥ 典 正 ⽒ 、南 ⼀ 誠 ⽒ 、
藤 井 敏 信 ⽒ 、 吉 崎 誠 ⽒ 、 ⾓ ⽅ 正 幸 ⽒ 他 〕  A4／ 54 

第 9号  2012・ 06 ⼤ 震 災 後 の 国 づ く り 、地 域 づ く り  7論 ⽂ 収 録 〔 ⼤ 和 ⽥ 哲 ⽣ ⽒ 、 橋 本 拓 哉 ⽒ 、 中 ⼭ ⾼
樹 し 、 今 野 修 平 ⽒ 他 〕  A4／ 78 

第 8号  2011・ 06 
み ち を 切 り 拓 く コ ミ ュ ニ テ ィ の
⼒ ̶ 超 ⾼ 齢 化 ・ ⼈ ⼝ 減 少 の 中 で 、
未 曽 有 の ⼤ 震 災 と 遭 遇 −  

7論 ⽂ 収 録〔 広 井 良 典 ⽒ 、巽 和 夫 ⽒ 、村 井 忠 政 ⽒ 、
檜 ⾕ 恵 美 ⼦ ⽒ 、 森 反 章 ⽒ 他 〕  A4／ 68 

第 7号  2010・ 07 地 域 経 営  8論 ⽂ 収 録 〔 平 松 守 彦 ⽒ 、 望 ⽉ 照 彦 ⽒ 、 ⻄ 尾 正 範
⽒ 、 鈴 ⽊ 豊 ⽒ 他 〕  A4／ 94 

第 6号  2009・ 11 ⼤ 都 市 遠 郊 外 住 宅 地 の エ リ ア マ
ネ ジ メ ン ト  

1会 議 録 7論 ⽂ 収 録〔 ⼩ 林 重 敬 ⽒ 、中 城 康 彦 ⽒ 、梅
⽥ 勝 也 ⽒ 、 佐 ⽵ 五 六 ⽒ 他 〕  A4／ 94 

第 5号  2009・ 03 ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 の 将 来  1対 談 8論 ⽂ 収 録〔 ⽯ 井 威 望 ⽒ ×⼾ 沼 幸 市 ⽒ 、⻫ 藤
諦 淳 ⽒ 、 澤 登 信 ⼦ ⽒ 、 藤 井 敏 信 ⽒ 他 ］  A4／ 96 

第 4号  2008・ 07 グ ロ ー カ ル 時 代 の 地 域 戦 略  1対 談 8論 ⽂ 収 録〔 下 河 辺 淳 ⽒ ×⼾ 沼 幸 市 ⽒ 、⼤ 村
虔 ⼀ ⽒ 、 ⽯ 井 喜 三 郎 ⽒ 、 今 野 修 平 ⽒ 他 〕  A4／ 88 

第 3号  2008・ 01 諸 外 国 の 国 ⼟ 政 策 ・ 都 市 政 策  9論 ⽂ 収 録 〔 城 所 哲 夫 ⽒ 、 ⽚ ⼭ 健 介 ⽒ 、 村 上 顕 ⼈
⽒ 、 ⼤ ⽊ 健 ⼀ ⽒ 他 ］  A4／ 86 

第 2号  2007・ 07 ⼤ 学 改 ⾰ と 都 市 ・ 地 域 の 再 構 築  10論 ⽂ 収 録〔 天 野 郁 夫 ⽒ 、福 井 有 ⽒ 、牧 野 暢 男 ⽒
他 〕  A4／ 88 

第 1号  2007・ 01 
⼈ ⼝ 減 少 社 会 の 研 究 ― ⼈ ⼝ 減 少
社 会 の 将 来 像 、国 の か た ち 、地 域
の か た ち  

10論 ⽂ 収 録〔 正 岡 寛 司 ⽒ 、坂 ⽥ 期 雄 ⽒ 、天 野 郁 夫
⽒ 、 今 野 修 平 ⽒ 他 〕  A4／ 74 

※ 2008・01号「 諸 外 国 の 国 ⼟ 政 策・都 市 政 策 」、2011・06号「 み ち を 切 り 拓 く コ ミ ュ ニ テ ィ の ⼒ 」を 除 き 、若 ⼲ の
余 部 が ご ざ い ま す 。 ご 希 望 の ⽅ は 、 総 務 室 ま で ご 連 絡 下 さ い 。
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